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令和４年度決算審査特別委員会会議録（第１号） 

 

令和５年９月１１日（月曜日）午前１０時開議 

 

○議事日程 

 第 １         委員会記録署名委員の指名 

 第 ２ 認定第  １号 令和４年度大樹町一般会計決算認定について 

 第 ３ 認定第  ２号 令和４年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）決算

認定について 

 第 ４ 認定第  ３号 令和４年度大樹町後期高齢者医療特別会計決算認定について 

 第 ５ 認定第  ４号 令和４年度大樹町介護保険特別会計決算認定について 

 第 ６ 認定第  ５号 令和４年度大樹町介護サービス事業特別会計決算認定につい

て 

 第 ７ 認定第  ６号 令和４年度大樹町水道事業会計決算認定について 

 第 ８ 認定第  ７号 令和４年度大樹町立国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いて 

 第 ９ 認定第  ８号 令和４年度大樹町下水道事業会計決算認定について 

 

○出席委員（１０名） 

  １番 播 間 章 浩   ２番 寺 嶋 誠 一   ４番 吉 岡 信 弘 

  ５番 西 山 弘 志   ６番 船 戸 健 二   ７番 杉 森 俊 行 

  ８番 西 田 輝 樹   ９番 安 田 清 之  １０番 志 民 和 義 

１１番 管   敏 範 

 

○欠席委員（０名） 

   

○地方自治法第１２１条により出席した者の職氏名 

 町 長                     黒 川   豊 

 副 町 長                     松 木 義 行 

 総 務 課 長                     吉 田 隆 広 

 総 務 課 参 事                     杉 山 佳 行 

 企画商工課長兼地場産品研究センター所長         伊 勢 厳 則 

 企画商工課参事                     菅   浩 也 

 住 民 課 長                     水 津 孝 一 

 保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼 

 町立尾田認定こども園長兼学童保育所長          清 原 勝 利 
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 保健福祉課参事                     瀬 尾 さとみ 

 保健福祉課参事                     明日見 由 香 

農林水産課長兼町営牧場長                松 久 琢 磨 

 建設水道課長兼下水終末処理場長             奥   純 一 

 会計管理者兼出納課長                  楠 本 正 樹 

 

＜教育委員会＞ 

 教  育  長                     沼 田 拓 己 

 学校教育課長兼学校給食センター所長           井 上 博 樹 

 社会教育課長兼図書館長                 梅 津 雄 二 

 

＜農業委員会＞ 

農業委員会事務局長                   瀬 尾 裕 信 

 

＜監査委員＞ 

 代表監査委員                      北 林 博 美 

  

○本会議の書記は次のとおりである。 

 議会事務局長                      佐 藤 弘 康 

 係    長                      木 田 悟 史 
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開議 午前１０時００分 

 

    ◎開議の宣告 

○菅決算審査特別委員長 

 ただいまの出席委員は１０名であります。 

 定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

本日の審査日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 委員会記録署名委員指名 

○菅決算審査特別委員長 

 日程第１ 委員会記録署名委員の指名を行います。 

委員会記録署名委員は、規定により、委員長において、 

 播 間 章 浩 委員 

  寺 嶋 誠 一 委員 

を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 認定第１号から日程第９ 認定第８号 

○菅決算審査特別委員長 

 日程第２ 認定第１号令和４年度大樹町一般会計決算認定についてから、日程第９ 認

定第８号令和４年度大樹町下水道事業会計決算認定についてまでの８件について、これよ

り審査に入ります。 

 お諮りします。 

 本委員会での審査の方法ですが、一括議題となりました認定第１号から第８号までの８

議案については、去る９月５日の本会議において、提案理由の説明が終了していますので、

本委員会では１議案ごとに附属書類、事項別明細書等の説明を求めた後、決算書等に関する

質疑、総括質疑、討論、採決の順で審査を進めることといたします。 

 一般会計の審査につきましては、議案説明後、事項別明細書に従って歳出、歳入の順に進

めることとし、事項別明細書の歳出の款ごとの説明並びに歳入の一括説明は、審査に合わせ

て求めることといたしたいと思います。 

 特別会計の審査につきましては、議案並びに事項別明細書、財務諸表等の一括説明の後に

審査を行うことといたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 ただいま決定のとおり審査を進めます。 
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 お諮りします。 

 認定第１号から第８号までの８議案の審査については、同一議件に対する質疑を３回ま

でとする会議規則第５４条の規定を適用しないで審査を進めたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 したがって、認定第１号から認定第８号までの８議案については、質疑を３回までとする

会議規則第５４条の規定を適用しないで審査を進めることに決しました。 

 これより審査に入りますが、その前にご連絡いたします。 

 本委員会での審査に際し、理事者より主幹、係長を説明員として出席させたい旨の申出が

あり、これを認めることといたします。 

なお、主幹、係長からの説明は、特に理事者から申出があった場合に限り、委員長におい

て指名いたしますのでご了承願います。 

 質疑にあたり、事項別明細書に記載されていない事項は、総括質疑でお受けいたします。 

また、関連質疑については、先の質疑者が終了してから新たに質疑されるようお願いいたし

ます。 

 

◎日程第２ 認定第１号  

○菅決算審査特別委員長 

 日程第２ 認定第１号令和４年度大樹町一般会計決算認定についてを議題といたします。 

 最初に、議案の説明を求めます。 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 それでは、認定第１号令和４年度大樹町一般会計決算認定について、議案に沿って説明さ

せていただきます。 

 １ページをお開き願います。 

 令和４年度一般会計決算総括表。 

最初に、歳入でありますが、款順に４列目の決算額から６列目の収入未済額について説明

させていただきます。 

 最初に、町税です。決算額９億５,７２８万５,９８６円、不納欠損額２６万８,１５７円、

収入未済額１,７５９万４,９５４円、収入割合は前年度から０.３ポイントプラスの９８.

２％。 

次に、地方譲与税１億７,３７９万８,０００円。 

次に、利子割交付金３０万９,０００円。 

次に、配当割交付金２２８万４,０００円。 
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次に、株式等譲渡所得割交付金１８５万２,０００円。 

次に、法人事業税交付金１,２８６万８,０００円。 

次に、地方消費税交付金１億４,９２２万７,０００円。 

次に、環境性能割交付金１,４３５万７,０００円。 

次に、国有提供施設等所在市町村助成交付金４１万３,０００円。 

次に、地方特例交付金４５０万７,０００円。 

次に、地方交付税３４億２,６５７万円。 

次に、交通安全対策特別交付金７８万２,０００円。 

次に、分担金及び負担金、決算額７,２１７万６,９２０円、不納欠損額は８万２,０９８

円、収入未済額は３０万４,６５５円、収入割合は前年度より０.２ポイントプラスの９９.

５％です。 

次に、使用料及び手数料、決算額１億８,９０７万３,２２１円、収入未済額は４２３万４,

８３２円、収入割合は前年度より０.１ポイントマイナスの９７.８％。 

次に、国庫支出金５億６,４０１万７,４６４円。 

次に、道支出金３億５,４０４万１,６８０円。 

次に、財産収入７,００３万３,２３４円。 

次に、寄附金５億４,１４０万３,５１９円。 

次に、繰入金９億５,３１５万８,９７５円。 

次に、繰越金３億６,２１１万５,８５１円。 

次に、諸収入、決算額２億９,８９４万４,８７３円、収入未済額は４４万７,３８９円、

収入割合は前年度から増減なしの９９.９％です。 

次に、町債１０億１,３１１万５,０００円。 

歳入合計では、予算現額９４億５,３７７万８,０００円に対し、調定額９１億８,５２６

万５,８０８円、決算額９１億６,２３３万３,７２３円、不納欠損額は３５万２５５円、収

入未済額は２,２５８万１,８３０円、収入割合は前年度と同じ９９.８％でございます。 

次のページをお開き願います。 

次に歳出でございますが、科目ごとに５列目の決算額と６列目の翌年度繰越額の順で説

明させていただきます。 

最初に、議会費です。５,５６１万７,１８１円。 

次に総務費、決算額１９億１,１３０万８,３９６円、翌年度繰越額４億３,３２０万円。 

次に民生費、８億６,９８３万２,９６２円。 

次に衛生費、決算額２億５,６４５万６,０６２円、翌年度繰越額１万１,０００円。 

次に労働費、５８１万２,３０９円。 

次に農林水産業費、５億６,４２５万１,１５１円、翌年度繰越額は７７万３,０００円。 

次に商工費、２億８,９０５万２,０６０円。 

次に土木費、４億３７４万２,３８７円、翌年度繰越額は１,１１９万４,０００円。 
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次に消防費、２億５,９５０万２,８９３円。 

次に教育費、１０億１,１０３万９,１６１円、翌年度繰越額は８４万７,０００円です。 

次に、災害復旧費の執行はございません。 

次に公債費、１２億９,９１５万９,３４４円。 

次に諸支出金、１９億１,７６７万３,５６３円。 

以上、歳出合計で、予算現額９４億５,３７７万８,０００円に対し、決算額８８億４,３

４４万７,４６９円、翌年度繰越額４億４,６０２万５,０００円、不用額１億６,４３０万

５,５３１円で、予算現額に対する歳出執行率は、前年度から３.９ポイントマイナスの９

３.５％でございます。 

この結果、歳入総額９１億６,２３３万７,２２３円から歳出総額８８億４,３４４万７,

４６９円を差し引いた残額は３億１,８８８万６,２５４円となり、これから繰越明許費繰

越額１,４８０万５,０００円を差し引いた３億４０８万１,２５４円を令和５年度に繰り越

すもので、実質収支は前年に比べ１５.３ポイント、５,５４８万１,５９７円の減となるも

のでございます。 

次のページをお開き願います。 

款ごとの歳出決算額を性質別に分類した表を説明させていただきます。 

前年度決算額から変動が大きな主なものについて、簡単に説明させていただきます。 

まず人件費は１０億８,９９９万円で、前年度対比２.９ポイント、３,３０７万５,０００

円の減。一般職員の人数減により、総務費、一般職給料２,３９６万円の減。同じく総務費、

一般職手当等が２,４８９万円の減となっております。一方、地域おこし協力隊員や再任用

職員の人数の増に伴い、報酬や給料、手当など、人件費が増となっている事業等もございま

す。 

物件費は１０億１,８４８万４,０００円、前年対比２.６ポイント、２,５４２万９,００

０円の増。増額の主な要因は需用費で、前年より約２,９９２万円の増で、そのうち電気料

金の値上げ等により、光熱水費が約１,３４６万円の増となっております。それ以外では、

ふるさと納税が増えたことによる返戻品や送料の支出が前年より大きく増えております。

一方で、新型コロナウイルス対策に関わる委託料や備品購入費は、前年より大きく減となっ

てございます。 

次に、維持補修費は２億７,９９５万５,０００円で、前年対比４.７ポイント、１,３９１

万３,０００円の減。減額の主な要因は、土木費の除排雪費用や教育費の文化体育施設の修

繕費用が前年度より少なかったことが主な要因でございます。 

次に、扶助費は５億１,３６６万９,０００円で、前年対比２.３ポイント、１,１９５万３,

０００円の減。減額の主な要因は民生費で、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金が

前年度の４,８００万円から令和４年度は２,０８０万円に減額となっていることが要因で

ございます。 

次に、補助費は１７億５,２５１万４,０００円で、前年対比２５.４ポイント、５億９,７
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５７万３,０００円の減。大幅な減額の要因は、前年度全町に光ファイバーを通す高度無線

環境推進事業整備負担金４億３,８０７万円の皆減や宇宙のまちづくり推進事業におけるク

ラウドファンディング支援事業補助金が前年と比較して約１億３,８４０万円減額になって

いることが要因でございます。 

次に、普通建設事業費は１５億１,４３８万６,０００円で、前年対比６２.５ポイント、

２５億２,３９８万２,０００円の減。大幅な減額の要因は、令和３年度は役場庁舎建設事業

で庁舎建物の建設や認定こども園の建設に対する補助金、スマート街区構築工事など、例年

になく大規模な事務執行があったことが要因であります。 

その他は、災害復旧費、公債費、積立金、投資及び出資金、貸付金、繰出金でございます

が、このほか合計では２６億７,４４５万円、前年対比２４.４ポイント、５億２,４４３万

１,０００円の増。増額の要因は、役場庁舎建設の起債借入に対し、減災基金５億円を取崩

し、繰上償還した公債費の支出が増えたことが主な要因となってございます。 

最後に、決算書並びに附属書類として、財産に関する調書、主要施策報告書、合同会社大

樹町エネルギー公社決算書類、その他として地方債の現在高調書等を添付させていただい

ております。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 議案の説明が終わりました。 

 引き続き、事項別明細書に従い、審査を行います。 

 初めに、６７ページ、６８ページ、１款議会費について、関係説明員から説明を求めます。 

吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 それでは、令和４年度大樹町一般会計歳入歳出決算の事項別明細について、款項目ごとに

順次担当課長等より説明させていただきます。 

１款、１項、１目ともに議会費で、支出済額５,５６１万７,１８１円。議員報酬、共済費、

その他議会活動に要する経費を執行してございます。 

 以上で、説明を終わります。 

○菅決算審査特別委員長 

 １款議会費の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、１款議会費の質疑を終了いたします。 

次に、６７ページから１１８ページまで、２款総務費について、関係説明員から順次説明

を求めます。 
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吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 それでは、２款総務費、支出済額１９億１,１３０万８,３９６円、翌年度繰越額、繰越明

許費４億３,３２０万円。１項総務管理費、支出済額１８億６,３２８万５,８０４円、翌年

度繰越額、繰越明許費４億２,８７８万９,０００円。 

６７ページから７６ページにかけて、１目一般管理費、支出済額８億５,４３９万２,０１

２円。ここでは、特別職を含む職員の人件費、庁舎の維持管理費、役場の事務経費などを執

行してございます。前年対比では、５,４２４万５,５８７円の減。増減の大きなものは、一

般職員数の減により２節給料、３節職員手当等、４節共済費で、合計４,７２５万７,７４３

円の減。１８節負担金、補助及び交付金では、北海道職員派遣負担金が９９６万８,０９６

円の減。一方、１２節委託料では、新庁舎維持管理の委託料や給与管理システムの改修によ

り４９４万２,０７２円の増となってございます。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 ７５ページ下段から７８ページにかけまして、２目文書広報費７６８万７６６円、前年対

比９７万７,２６５円の増。ここでは、広報たいきの発行、広聴事業、ホームページの管理、

難視聴対策に関する経費を執行してございます。増の主な要因は、地上デジタル放送の難視

聴対策として設置しているアンテナケーブルの断線等による修繕として、約６４万円を支

出したことなどによるものです。 

○吉田総務課長 

 続きまして、７７ページから８０ページにかけまして３目財産管理費、支出済額６,４３

２万４,１１８円、前年対比２,１４１万１,１２１円の増。ここでは、普通財産の管理や公

共施設の除排雪等に関する経費を執行しておりますが、増の主な理由は、１４節工事請負費

で、旧歴舟児童館など遊休施設の解体で１,４６２万７,７６６円の増となったほか、１２節

委託料でアスベスト等事前調査業務が前年を大きく上回る業務料であったことやスマート

街区管理運営業務の追加により６８２万１,２０５円の増となってございます。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 ７９ページから８８ページにかけまして４目企画費、支出済額７,４５４万６,４９０円、

前年対比１８億９,７６５万３,３５６円の減。ここでは、十勝圏複合事務組合などの広域組

織の運営、姉妹都市・友好都市・銀河連邦との都市間交流、地域おこし協力隊等の活動費、

大樹高校の活性化、移住促進事業、コミュニティバスの運行、総合計画の策定などを実施し

てございます。減の主な要因は、令和４年度より航空宇宙の推進に関する予算を４目企画費

から新設の１２目航空宇宙推進費に移し替えたことで９億５,４０９万７７円が減となった

ほか、スマート街区構築事業の完了により５億４,４４０万円の減、農村部などの郊外部に

光ファイバーを整備した高度無線環境整備事業の完了で４億３,８０７万円の減となってお

ります。 

○吉田総務課長 
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 続きまして、８７、８８ページ中段、５目公平委員会費の執行はございません。 

○水津住民課長 

 続きまして、８７ページ中段から９０ページにかけまして、６目防犯交通安全推進費２３

２万５１９円。ここでは、交通安全指導員や地域安全推進協議会の活動経費など、交通安全

や防犯に係る経費について支出してございます。 

○吉田総務課長 

 続きまして、８９ページから９２ページにかけまして７目福祉センター費、支出済額１,

０７４万４,４０４円、福祉センターの維持管理経費で、前年対比１７４万１,７２３円の

増。増の主な要因は１０節需用費で、燃料代や電気料金の値上げにより１１９万２,０５３

円の増となったほか、施設のＷｉ－Ｆｉ環境の整備による工事請負費の増によるものでご

ざいます。 

続きまして、９１ページから９４ページにかけまして８目電子計算費、支出済額５,８３

７万１,５６５円、前年対比８８６万６,０３５円の増。ここでは、総合行政情報システムの

ほか、職員用パソコン、電算システム全般の管理経費を執行してございます。増の主な要因

は１２節委託料で、行政手続、オンライン化業務や業務用パソコン購入に伴う設定業務によ

り１,０６６万４,３６０円の増によるものでございます。 

続きまして、９３ページから９６ページにかけまして９目車両管理費、支出済額１,５７

５万８,５３４円、前年対比６５０万３３５円の増。ここでは、各課に属する車両以外の公

用車両の維持管理経費、町有バスの運行業務委託等を執行してございます。増の主な要因

は、１７節備品購入費で、電気自動車１台の購入など、５７５万６,５６２円の増のほか、

燃料価格の上昇や車検対象車両が前年度より多く、需用費が上回ったことによるものでご

ざいます。 

 続きまして、９５ページから１００ページにかけて１０目諸費、支出済額３,６１３万７

０２円、前年対比８,６４８万８,０５９円の増。ここでは、行政区推進や行政区施設の管理

事業や各種団体への補助、負担金、街灯維持管理経費などを執行してございます。減の主な

理由は、前年度の生花行政区会館の改築事業や町葬実施の費用の皆減によるものでござい

ます。 

 続きまして、９９ページから１０２ページにかけまして１１目庁舎建設費、支出済額２億

７,７７４万６,９１９円、前年対比１６億４,９００万６,１８３円の減。翌年度繰越額、繰

越明許費１,９６８万円。ここでは、庁舎建設に係る経費の執行で、繰越明許費は公用車車

庫改修工事を翌年度に繰り越ししたものによるものです。支出済額の大幅な減の理由は、新

庁舎建物本体が前年度で完成し、工事請負費や備品購入費などが大きく減になったもので

ございます。 

○菅企画商工課参事 

続きまして、１０１ページ中段から１０８ページ中段にかけまして、１２目航空宇宙推進

費４億６,１２６万９,７７５円です。令和３年度までは４目企画費で予算計上し、執行して
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いたものを令和４年度から１２目航空宇宙推進費に移し替えたものになります。前年対比

４億９,２８２万３０２円の減でございます。ここでは、多目的航空公園維持管理、宇宙の

まちづくり推進事業、北海道スペースポート整備事業を執行しております。減の主な要因に

つきましては、令和３年度において基金積立金を企画費で支出したものを令和４年度にお

いては１３款諸支出金、１目基金費、２４節積立金で支出していることが要因となっており

ます。 

○水津住民課長 

 １０７ページから１１２ページにかけまして、２項徴税費、１目賦課徴収費ともに同額の

１,５６７万１,８４３円。ここでは、税金の賦課徴収に伴う経費全般を支出してございま

す。１１０ページ、１２節委託料が前年と比較し５８０万円増加しておりますが、令和６年

度の土地の評価替えのため、調査と地方税事務手続の増加であります。データデジタル化の

一環で、ＱＲコード対応事務、確定申告を税務署に引き継ぎ、広報のデジタル化の３業務で、

単年で増加しております。 

続きまして、１１１ページから１１４ページにかけまして、３項、１目ともに戸籍住民基

本台帳費、同額の２,１２４万２,９７５円、繰越明許費４４１万１,０００円。ここでは、

戸籍や住民基本台帳管理業務などに係る費用を支出しております。１１２ページ、１２節委

託料では、役場新築庁舎建設に合わせまして戸籍システムの構築と国の指示により令和３

年度の予算化した戸籍システム符号取得、転出・転入手続きワンストップ化対応業務の３業

務、合計１,３７６万８,７００円は令和３年度から繰り越されたものでございます。 

○吉田総務課長 

 続きまして、１１３ページから１１６ページにかけまして４項選挙費、支出済額８９３万

１,１３５円。 

１１３ページ１１４ページ上段、１目選挙管理委員会費、支出済額８万２,３９６円。選

挙管理委員会の運営経費で、報酬、旅費等を執行してございます。 

 次に、２目北海道知事・北海道議会議員選挙費、支出済額２６５万６,３１４円。令和５

年４月９日執行の北海道知事・北海道議会議員選挙の経費となってございます。 

１１５、１１６ページに移りまして、４目参議院議員通常選挙費、支出済額６１９万２,

４２５円。令和４年７月１０日執行の参議院議員通常選挙の経費となってございます。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 １１５ページ下段から１１８ページ上段にかけまして、５項、１目ともに統計調査費１５

万２,０００円、前年対比３０万６,０５９円の減。ここでは、就業構造基本調査、住宅・土

地統計調査に係る経費などを支出してございます。 

○吉田総務課長 

 最後に、１１７ページ、１１８ページ中段、６項、１目ともに監査委員費、支出済額２０

２万４,６３９円。監査委員の報酬、事務経費などを執行してございます。 

 以上で、総務費の説明を終わらせていただきます。 
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○菅決算審査特別委員長 

 ２款総務費の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 志民委員。 

○志民和義委員 

 ７４ページ、委託料でございます。職員健診の業務で３３３万９,５００円となっており

ますが、職員健診の割合、人数は何人いて、何人健診を受けているのか、お伺いいたします。 

○菅決算審査特別委員長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 現在の職員健診の状況でございます。基本的には年１回、人間ドック若しくは職員健診を

受ける形となってございまして、昨年度、受診された方に関しましては、合計で２７７名と

いう形でございます。そのうちドックではない健診が５８名という状況でございます。この

数に関しましては、会計年度任用職員の部分も含まれてございます。 

以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 志民委員。 

○志民和義委員 

 職員の健康、これは仕事を明るく前向きに町民のために進めていくということでは非常

に重要なことだと考えております。精神的なことも含めて、メンタル的なことも含めて、こ

れから重要になってくると思います。会計年度任用職員についても、町民にしたら同じ役場

の職員で、待遇がどうのこうのという問題ありませんので、引き続き健診業務を推進して

いっていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 ページ数でいくと、７０と７２のところで、給料とか何かについては特別職と職員のそれ

ぞれ内訳が分離されているのですが、市町村職員の退職手当組合とか市町村の職員の共済

組合については、職員と特別職の内訳は書かれていないのですが、書かれていない理由があ

るのかどうかをお聞きしたいのと、それぞれ退職手当組合と共済組合の特別職に係る支出

金額が分かれば、教えていただきたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 
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 まず、ご質問の退職手当組合の手当を一本化している理由でございますけれども、特に理

由となるものはございません。従前どおり特別職、再任用職員等も含めて退職手当組合で一

括と見てございます。 

 内訳でございますが、大変申し訳ございませんけれども、今詳細は手持ちでございません

ので、後ほどご説明をさせていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑はございませんか。 

 西山委員。 

○西山弘志委員 

 ８０ページの公共施設の除雪等業務についてお聞きしたい。公共施設というのは８９か

所あると聞いているのですが、除雪に対して民有業者何社なのかと、除雪に関わる車両の台

数、車種、それとショベルの大きさによって単価が違うのか、運転出量というのかな、それ

と１回何ぼなのか、時間なのか、それをお聞きしたい。 

○菅決算審査特別委員長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 西山委員ご質問の公共施設の除排雪等についてご説明させていただきます。 

 まず、委託事業者でございますが、町内の事業者で委託している数が現在、個人も含めま

して１２となってございます。それ以外の部分で、単価の部分、又は各除雪に持っている車

両等に関しては、その事業者ごとに台数がかなり大きさも異なると思いますので、後ほど資

料をお示ししたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○菅決算審査特別委員長 

 西山委員。 

○西山弘志委員 

後から台数のほうはお願いしたいのだけれども、ショベルの大きさによって値段が違う

と思うのですが、そちらの資料もお願いしたいのでよろしくお願いします。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

播間委員。 

○播間章浩委員 

１１１ページから１１２ページ、３項戸籍住民基本台帳費、１２節委託料の中の内訳、戸

籍システム構築業務１,１７７万円、それと転出・転入手続きワンストップ化対応業務１７

３万４,７００円、１３節戸籍クラウド利用料５０９万３,０００円につきましては、１回で

済むものなのか、継続的にかかるものなのか、教えていただければと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

水津住民課長。 
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○水津住民課長 

ただいまの委託料の関係でございますけれども、戸籍システム構築業務につきましては

１回の委託業務でございます。それと転出・転入手続きワンストップ関係につきましても１

回で済むものです。戸籍クラウド利用料につきましては、戸籍システムの保守サービスにつ

いて毎年かかってくるものでございます。 

以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑はございませんか。 

 吉岡委員。 

○吉岡信弘委員 

 ８２ページの企画費の７節報償費で、ワーキングステイ促進事業報償費の資料をいただ

いたのですが、施策報告書において、ワーキングステイ住宅の利用が９件で２１６日と関連

のあることだと思うのですが、その中で１件の方から提言をいただいたことの謝礼という

ことでございますが、提言の内容を簡単でいいですが、何かで発表されたのか分かりません

が、私は記憶がないので、お知らせいただけるものであれば、提言いただいた内容がどんな

ものか、まずお聞きします。 

○菅決算審査特別委員長  

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 ワーキングステイ促進事業報償費の３万５,０００円の部分だと思いますが、ワーキング

ステイ住宅を活用した方の中からそういった意見をいただいた部分に対するの報償費とい

うことなのですが、今回、北海道医療大学の学生５人ほどが二、三週間滞在しまして、町内

の介護福祉施設で実習をされまして、顧問の先生から認知症重症度別の楽しさプログラム

の企画提案があったというものでございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長  

吉岡委員。 

○吉岡信弘委員 

 今回の事項別明細で聞いていいのかどうか分からないですけれども、９件２１６日のワー

キングステイの利用があったわけですが、その利用を希望する日、何人もこの月を利用した

いとか、そういう重複した月があったのか。そして、もしあれば何人、例えば重複者がいた

のか、それが分かりますか。 

○菅決算審査特別委員長  

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 ワーキングステイ住宅の申込み状況ですけれども、特段、令和４年度に限っては、申込み
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が重複したということはなくて、空いている期間はいつかという問合せがあって、いついつ

空いているということで、その期間の申込みがあったところでございます。 

○菅決算審査特別委員長  

ほかに質疑ありませんか。 

寺嶋委員。 

○寺嶋誠一委員 

 ８０ページなのですが、１２節スマート街区管理運営業務１８０万３,６８１円なのです

が、後ろのほうの資料で合同会社の大樹エネルギーの決算書がありますが、そこの管理経費

と一致すべきではないかと思ってみたら誤差があるのです。決算書では１７１万８,２３３

円、この誤差の８万５,４４８円は何なのかということで、お聞きしたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長  

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時４７分 

再開 午前１０時４７分 

 

○菅決算審査特別委員長 

 委員会を再開します。 

休憩します。 

 

休憩 午前１０時４７分 

再開 午前１１時００分 

 

○菅決算審査特別委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

寺嶋委員の質問に対する答弁をお願いします。 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 寺嶋委員ご質問のスマート街区事業の委託事業と請負事業者である会社との決算額の乖

離の部分でございます。 

まず、委託業務に関しましては、会社のほうで町の損益がツーツーになる形で決算をして

ございます。そういった部分で数字的には大変近い数字となっているのが１点でございま

す。また、税金等の部分に関しましては、一般会計費に含めていない状況もありまして、必

ずしもこの額と役場の委託額が一致しない形となってございます。ただし、決算上は大変近

い数字という部分でご理解をいただければと思います。 

以上でございます。 
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○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑はございませんか。 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 ７８ページの１２節に書籍等電子化業務ということで新しい業務の決算が出てきている

と思うのですが、７万３,８７８円というのは、例えば１ページ電子化するのに何円とか、

そういう積算というか請求内訳なのか。非常にいいことだと思っておりますので、請求内訳

はどのようになっているのでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長  

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 書籍等電子化業務の関係でございますが、大樹町史を電子化したものでございまして、こ

れまで町では、昭和２６年と昭和４４年、平成７年と３冊町史を発行しておりまして、これ

をＰＤＦ化してホームページですとかデータで見られるという形にはしているのですが、

１ページ当たり１０円のコストがかかるというところでございまして、ページ数によって

その値段になるという部分と、あとは細かいことを言いますと、配送料等が含まれていると

いうところでございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長  

 ほかに質疑はありませんか。 

志民委員。 

○志民和義委員 

 ８６ページの１８節負担金、補助及び交付金の関係で、日本非核宣言自治体協議会負担金

ですが１万円ということです。十勝管内で自治体協議会に加入している自治体は何市町村

でしょうか。 

○菅決算審査特別委員長  

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 日本非核宣言自治体協議会に加入している管内の自治体というところで、手元の資料で

は令和３年度の加盟団体の一覧表があるのですが、大樹町のほか二つの自治体が管内で加

入しているというところでございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

西田委員。 

○西田輝樹委員 
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 ８６ページの１８節で、前に補正がありましたので、地域公共交通確保の決算額で５６０

万円ということで、ピーク時は８００万円ぐらいの決算ではなかったかと思うのですけれ

ども、そのときに説明いただきましたのは、２本間引いたということで、その分で乗車密度

が上がって補助金額が下がるということなのですが、単純に予算額から今の決算額という

ことで２本分の効果と考えてよろしいのでしょうか。そのほか何か努力されていることな

り、沿線上で皆さんが頑張ったことがあれば、教えていただきたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長  

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 ただいまご質問の地方公共交通確保維持改善事業補助金につきましては、十勝バスの広

尾線確保のための補助金でございますけれども、先の報告の中で便数が２便減少したとい

うのは令和５年度のお話でございまして、それはこれからの負担金に反映されていくとい

うところでございます。 

 予算額から減ったという部分につきましては、令和４年度におきまして、十勝バスでも運

転手不足等によりまして便数を削減して運行していたところもございまして、その経常費

用が削減になった部分が大きなところでございまして、あとは、国のコロナ対策の一環とし

て、本来であれば乗車密度による補助金カットがあるのですが、その一部を補助金をカット

しないという部分で、国道の補助金を本来よりも多くいただいたという分で自治体の補助

金が減ったというところでございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長  

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

質疑なしと認めます。 

これをもって、２款総務費の質疑を終了いたします。 

暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０７分 

再開 午前１１時０８分 

 

○菅決算審査特別委員長 

 再開いたします。 

 次に、１１７ページから１４４ページまで、３款民生費について、関係説明員から順次説

明を求めます。 

 清原保健福祉課長。 
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○清原保健福祉課長兼十勝こども発達支援センター所長兼尾田認定こども園長兼学童保育

所長 

 それでは、１１７ページ、１１８ページ中段でございます。 

３款民生費、支出済額８億６,９８３万２,９６２円、１項社会福祉費５億６,８８４万３,

４２４円。 

１１７ページから１２２ページ中段にかけまして、１目社会福祉総務費８,５２８万７,

７９８円。民生児童委員の活動経費、社会福祉協議会やシルバーセンターへの補助金、遺族

援護事業の経費などを支出してございます。前年度からの決算額増は、住民税非課税世帯等

に対する電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業を実施したことなどによるもの

です。 

１２１ページから１２４ページ上段にかけまして、２目老人福祉総務費１,９０４万７,

７０２円。敬老会の開催、老人クラブへの助成など、高齢者福祉事業の経費を支出してござ

います。前年度からの決算額減は、老人福祉施設入所等措置費において養護老人ホームの入

所者が減ったことなどによるものです。 

 １２３ページから１２６ページ上段にかけまして、３目心身障害者福祉費２億３,３７７

万６,２７９円。障害者自立支援医療等に係る経費、大樹町障害者地域活動支援センターの

運営に係る経費等を支出してございます。前年度からの決算額増は、訓練等給付費において

対象者が増えたことなどによるものです。 

○水津住民課長 

 １２７ページ、１２８ページの中段になりますが、４目国民年金事務費１万６,５９９円。

ここでは、年金事務に係る費用の支出をしております。 

○清原保健福祉課長兼十勝こども発達支援センター所長兼尾田認定こども園長兼学童保育

所長 

 １２７ページから１３０ページ下段にかけまして、５目高齢者保健福祉推進センター費

９６４万１,２２４円。高齢者保健福祉推進センターらいふの維持管理に要する経費を支出

してございます。 

○水津住民課長 

 １２９ページから１３０ページにかけまして、６目福祉医療諸費１億５,２２１万８,８

９１円。ここでは、１８節負担金、補助及び交付金で後期高齢者医療療養給付費負担金を、

１９節扶助費では重度心身障害者医療費、ひとり親家庭等医療費、乳幼児及び児童医療費、

未熟児養育医療費の助成を支出しております。２７節繰出金の保険基盤安定制度繰出金は、

国保分保険税、後期分保険料の軽減分として町が負担しなければならない分として繰出し

で、国保分と後期分をそれぞれ支出しております。出産育児一時金繰出金についても、国保

会計に繰り出しております。 

○清原保健福祉課長兼十勝こども発達支援センター所長兼尾田認定こども園長兼学童保育

所長 
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 １２９ページから１３４ページ下段にかけまして、７目発達支援センター費５,２５８万

４,００３円。南十勝４町村と幕別町で運営しております南十勝こども発達支援センターの

人件費、施設維持管理に要する経費を支出してございます。前年度からの支出額増は、主に

職員の人事異動等による人件費及び共済費の増によるものです。 

 １３３ページから１３６ページ中段にかけまして、８目公衆浴場費１,６２７万９２８円。

公衆浴場の維持管理に要する経費を支出してございます。前年度からの支出額増は、１４節

工事請負費において浴室の天井改修工事を実施したことなどによるものです。 

○水津住民課長 

 １３５ページから１３８ページになります。２項児童福祉費３億９８万９,５３８円、１

目児童措置費７,１５８万１,９９８円。ここでは、児童手当とその事務に係る費用の支出を

しております。１８節負担金、補助及び交付金で、国のコロナ対策として子育て世帯への臨

時特別給付金、低所得子育て世帯生活支援特別給付金を支出しております。１３８ページ、

２２節償還金、利子及び割引料の低所得子育て世帯生活支援特別給付金事業補助金返還金

は、令和３年度のコロナ対策事業で、補助金を令和３年度に受け、精算後、令和４年度に補

助金を返還したものでございます。 

○清原保健福祉課長兼十勝こども発達支援センター所長兼尾田認定こども園長兼学童保育

所長 

 １３７ページから１４４ページ中段にかけまして、２目児童福祉施設費２億２,９４０万

７,５４０円。尾田認定こども園、法人が運営する認定こども園たいき及び学童保育所の運

営に係る経費を支出してございます。 

１４３ページ中段から１４４ページ、３項生活保護費、１目扶助費の執行はございません

でした。 

最後に、その下になります４項、１目ともに災害救助費の執行はございませんでした。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ３款民生費の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○西田輝樹委員 

 勉強不足でどうしてもイメージが湧かない費用があるのですが、１４２ページの１９節

扶助費に、大樹保育園施設給付費で扶助費となっているのですが、どのような性質の支出な

のか教えていただきたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

清原保健福祉課長。 

○清原保健福祉課長兼十勝こども発達支援センター所長兼尾田認定こども園長兼学童保育

所長 
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 １９節扶助費、大樹保育園施設給付費１億５,９００万円の内容ですけれども、法人の認

定こども園たいきが子どもを保育しております。そして、その保育の何歳児何名とかによっ

て単価が決まっておりまして、その単価分掛ける人数ということで支出しているのをここ

の扶助費で支出しております。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 その内訳でしたら意味が分かるのですけれども、扶助費は普通、委託費のような性格の支

出ではないのですか。扶助費を使うのですか。もう一回すみません、しつこいようですけれ

ども、扶助費を使うのかどうかお聞きしたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

清原保健福祉課長。 

○清原保健福祉課長兼十勝こども発達支援センター所長兼尾田認定こども園長兼学童保育

所長 

 この扶助費の性質につきましては、今説明できませんので、後ほど説明させていただきま

す。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

質疑なしと認めます。 

これをもって、３款民生費の質疑を終了いたします。 

 次に、１４３ページから１５６ページまで、４款衛生費について、関係説明員から順次説

明を求めます。 

 清原保健福祉課長。 

○清原保健福祉課長兼十勝こども発達支援センター所長兼尾田認定こども園長兼学童保育

所長 

それでは、１４３ページ、１４４ページ下段でございます。 

 ４款衛生費、支出済額２億５,６４５万６,０６２円、１項保健衛生費２億２,１３３万１,

００５円。１４３ページから１４６ページ上段にかけまして、１目健康づくり推進費４５２

万４,９９７円。８０２０運動の表彰や各種団体への補助金などを支出してございます。 

１４５ページから１４８ページ上段にかけまして、２目母子保健費８２４万２,８４２円。

妊婦健診や乳幼児健診など、母子保健に係る経費を支出してございます。 

 １４７ページから１５０ページ下段にかけまして、３目成人保健費１,２１０万５,２７

３円。成人の健診業務の経費を執行しております。 
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１４９ページから１５２ページ下段にかけまして、４目予防費３,６３８万４９７円。新

型コロナウイルスワクチン接種に係る経費として、会計年度任用職員報酬、ワクチン接種業

務委託料などを支出してございます。１５２ページ下段、１３節使用料及び賃借料では、新

型コロナウイルスワクチン接種をインターネットで予約できるシステムを導入しておりま

す。 

○水津住民課長 

 １５１ページ下段から１５４ページにかけまして、５目環境衛生費１億５,９１２万２,

６０９円、繰越明許費１万１,０００円。ここでは、環境衛生に係る費用のほかに、１５４

ページ、１８節負担金、補助及び交付金で、南十勝複合事務組合の負担金と、し尿処理等を

依頼しております十勝圏複合事務組合の負担金を支出しております。 

 １５３ページ、１５４ページ、６目墓園費９５万４,７８７円。ここでは、墓園の管理に

係る費用を支出しております。 

 １５３ページから１５６ページにかけまして、２項清掃費、１目じん芥処理費ともに同額

の３,５１２万５,０５７円。ここでは、ごみ収集に係る費用として、指定ごみ袋の印刷費や

売りさばき手数料、収集業務の委託料などを支出しております。印刷費と売りさばき手数料

は、令和４年１０月に指定ごみ袋の料金が上がりましたので、事前の買いだめによる売上の

増加に関連した増額となったものでございます。１５４ページ、１０節需用費の印刷製本費

１５６ページ、１１節役務費の指定ごみ袋の売りさばき手数料は、前年の約２倍と達してお

ります。令和４年１０月からの値上がりしたごみ袋の駆け込み需要があったものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ４款衛生費の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○西田輝樹委員 

 １４６ページの委託料に新生児聴覚検査業務の費用と、次の１４８ページの１９節で聴

覚の検査費用ということで、それぞれ支出されているのですが、これは聴覚検査をやった結

果、次のページの検査費助成というのは、子どもに異常があったとかという費用の援助の関

係の支出項目なのでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

 瀬尾保健福祉課参事。 

○瀬尾保健福祉課参事 

 新生児聴覚検査業務についてのご質問ですが、委託料として１４万３,０００円の支出が

あるものは、道内で検査を受けた方につきましては委託しておりまして、委託料として本人

の負担なく無料で検査が受けられるようになってございます。１９節扶助費につきまして
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は、道外で里帰り出産をされた方が全額自己負担で支出したものにつきまして、後ほど全額

償還払いをしているということで扶助費として支出しております。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 １５２ページの環境衛生費の報酬についてお聞きしたいと思います。一つは、トイレ清掃

の賃金といいますか、その費用なのかどうかをまず１点お聞きしたいと思います。 

２点目は、同じく、そのような費用だとしたら、管理トイレの個数ですとか回数ですとか、

どのように清掃しているか、その２点についてお願いいたします。 

○菅決算審査特別委員長 

 水津住民課長。 

○水津住民課長 

 報酬費の関係でございますが、会計年度任用職員の報酬につきまして、委員おっしゃると

おり、トイレの清掃と墓園の草刈りも一部やってございます。 

それと、トイレの清掃の箇所につきましては全部で６か所ありまして、週２回実施してお

ります。尾田、生花、晩成、歴舟、石坂、開進でございます。 

以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、４款衛生費の質疑を終了いたします。 

暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時２８分 

再開 午前１１時２９分 

 

○菅決算審査特別委員長 

 再開いたします。 

 次に、１５５ページ、１５６ページ、５款労働費について、関係説明員から説明を求めま

す。 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 それでは、１５５ページ、１５６ページになりますが、５款、１項ともに労働費、１目労
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働諸費ともに同額の５８１万２,３０９円、前年対比９１万８,１３５円の減。ここでは、季

節労働者の冬季雇用対策のための工事請負費５１１万５,０００円のほか、勤労者センター

の維持費、中小企業退職金共済掛金の助成金などを支出してございます。減の主な理由は修

繕料で、令和３年度は勤労者センターのトイレを改修しましたが、令和４年度は大きな修繕

がなかったことによるものでございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ５款労働費の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 西山委員。 

○西山弘志委員 

 １４節歴舟川ということで、５１１万５,０００円についてお伺いします。 

資料でもらったのですけれども、１人１日１万円で延べ数にすると１１２日で１１２万

円ということなのですよね。差し引くと約４００万円です。残りの数字について説明をお願

いします。 

○菅決算審査特別委員長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 工事請負費５１１万５,０００円に対して、季節労働者への支払が１１２万円の残りとい

うことでございますが、工事につきましては、事業者への発注ということでございまして、

事業者における伐採、運搬に係る機械損料、そしてオペレーターの人件費、あと処分費がか

かっているということでございます。 

以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、５款労働費の質疑を終了いたします。 

 次に、１５６ページから１８２ページまで、６款農林水産業費について、関係説明員から

順次説明を求めます。 

瀬尾農業委員会事務局長。 

○瀬尾農業委員会事務局長 

６款農林水産業費、支出済額５億６,４２５万１,１５１円、繰越明許費７７万３,０００

円。１項農業費、支出済額４億２,６３０万６,９８６円、繰越明許費７７万３,０００円。 

１５５ページ下段から１６０ページ上段にかけまして１目農業委員会費、支出済額１,２
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８９万１８３円です。ここでは、主に農業委員会運営事業に係る経費といたしまして、農業

委員会委員の報酬７４２万８,０００円などを支出してございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 松久農林水産課長。 

○松久農林水産課長兼町営牧場長 

続きまして、１５９ページから１６０ページになります。２目農業総務費、支出済額３７

万３,１１４円。農業総務費では、営農指導全般に係る経費、一般事務管理費を支出してお

ります。 

続きまして、１５９ページ中段から１６４ページ上段になります。３目農業振興費、支出

済額１億８,２５２万９,７５７円。農業振興費では、町内農業に対する各種振興事業を行っ

ており、多面的機能支払交付金などの日本型直接支払制度や畑作産地において病害虫の発

生リスクの低減や需要のある作物への転換などを支援する持続的畑作生産体系確立緊急対

策事業補助金のほか、国際情勢の影響による原油価格や資材高騰の影響に伴い、町内農業経

営者の方を支援する農業生産資材等高騰対策事業が主な事業となっております。 

続きまして、１６３ページ中段から１６６ページ中段となります。４目畜産振興費、支出

済額５,２２４万５,３５１円。畜産振興費では、町内畜産業に対しての振興事業、家畜防疫

業務などの経費を支出してございます。町内の畜産経営の草地整備を行う畜産担い手総合

整備型の事業が主なものとなってございます。 

続きまして、１６５ページ下段から１７２ページ上段になります。５目牧場管理費、支出

済額１億５,１９０万５,１９７円です。繰越明許費７７万３,０００円。牧場管理費では、

町営牧場の運営管理業務の経費を支出してございます。牧場管理用オートバイ２台につい

て、年度内での納入ができなかったため、７７万３,０００円を繰越ししてございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

続きまして、１７１ページ、１７２ページの上段にて、６目農地費でございます。支出済

額６０２万８,２８０円、前年度対比２４６万１,０４２円の減でございます。土地改良施設

の維持管理に係る必要な修繕費と、同じく土地改良事業団体連合会負担金を執行してござ

います。決算の主な減の要因としましては、修繕費におきまして耕作橋の修繕が発生しな

かったものによります。 

○菅決算審査特別委員長 

 松久農林水産課長。 

○松久農林水産課長兼町営牧場長 

 続きまして、１７１ページ、１７２ページ中段になります。７目牧場整備費、支出済額２,

０３３万５,１０４円。ここでは、町営牧場の草地整備を実施する畜産担い手育成総合整備

事業に係る委託料と、ロールベーラーなど農業機械購入のほか、作業用機械譲渡事業償還金
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を支出してございます。 

次に、１７１ページ下段から１７４ページ下段になります。２項林業費、支出済額９,０

６２万６,５９４円。１目林業振興費、支出済額３,０３１万６４６円。林業振興費では、林

政全般に関する事業、有害鳥獣駆除対策に係る業務のほか、森林環境譲与税による森林整備

事業補助金を支出してございます。 

 次に、１７３ページ下段から１７６ページ下段になります。２目町有林費、支出済額６,

０３１万５,９４８円。町有林費では、町有林の維持整備に関する事業の経費を支出してご

ざいます。 

 次に、１７５ページ下段から１８０ページ下段になります。３項水産業費、支出済額４,

７３１万７,５７１円。１目水産振興費、支出済額３,８０８万１,５８９円。水産振興費で

は、漁業全般に関する業務の経費を支出しており、地方創生臨時交付金を活用した水産関連

施設等への整備補助金のほか、漁業者に対して経営継続支援金を支給してございます。 

 次に、１７９ページ下段から１８２ページ上段になります。２目漁港管理費、支出済額９

２３万５,９８２円。漁港管理費では、大樹・旭浜両漁港の維持に関する漁業の経費を支出

してございます。 

以上で、農林水産業費の説明を終わります。 

○菅決算審査特別委員長 

 ６款農林水産業費の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 吉岡委員。 

○吉岡信弘委員 

 １７２ページの６目農地費で、修繕費の資料をいただきました。それで、農業施設の農業

用排水路の修繕ということで１４か所修繕したということです。毎年このぐらいあったの

か、これからもあるのか。それぞれ排水路の延長は違うと思いますが、例えば相川地区では

３か所、４か所。これが同じ農業用排水路なのか分かりませんが、老朽化ということもあろ

うかと思いますが、今までもこの状態であったのか、これからもこの状態が続くのか、この

段階でお聞かせいただければと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 農地費におきます修繕費の内容、今後の見込みについてのご説明させていただきます。 

 こちらのかんがい排水路の整備後の維持管理をしているわけですけれども、全長としま

して約３０６キロメートルの排水路の管理をしてございます。例年、約２００万円から３０

０万円程度の修繕を実施してございます。今後におきましても、毎年、大体同規模の修繕費

を計上していく考えを持ってございます。 

○菅決算審査特別委員長 
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ほかに質疑はございませんか。 

安田委員。 

○安田清之委員 

 １７０ページ、１５節、肥料２,３３４万６,７９４円。これは何社で見積りをされている

のか。それで、不用額が１０６円とすばらしい、ぴったりかんかんの数字なのですよ。こん

なことはあまり見たことがないので、このいきさつを。これだけきちんと入札されて、こう

いう数字９９.９９９％で入札がされたものと認識しております。すばらしい数字が出るも

のだと思いますので、その中身をお教えください。 

○菅決算審査特別委員長 

松久農林水産課長。 

○松久農林水産課長兼町営牧場長 

先ほど肥料の関係でございますが、２者で見積り合せのほうをしてございます。 

９９.何％で限りなく近いというご質問でしたが、入札結果でございまして、どうしても

９９.何％になる……。（「入札でないよ」の声あり）見積り合せですね。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、６款農林水産業費の質疑を終了いたします。 

休憩します。 

 

休憩 午前１１時４７分 

再開 午後 １時００分 

 

○菅決算審査特別委員長 

 休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

 次に、１８１ページから１９０ページまで、７款商工費について、関係説明員から説明を

求めます。 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 それでは、１８１ページからになりますが、７款、１項ともに商工費、支出済額２億８,

９０５万２,０６０円、前年対比４３０万２,００５円の減。 

１８１ページから１８４ページ上段にかけまして、１目商工振興費、支出済額１億５,８

４３万９,７５２円、前年対比２,２７８万５,９６６円の減。ここでは、商工業振興のため

の商工会運営費補助、町民盆踊大会の経費、中小企業特別融資資金利子補給、地場産業振興



 

－ 26 － 

奨励事業、起業家支援事業など、商工業の活性化と地場産品の付加価値向上を図る事業を

行っております。また、新型コロナウイルス感染症対応の経済対策としまして、プレミアム

付特別商品券発行事業や飲食店応援券発行事業など、利子補給事業の実施で２,５４３万１

６７円を執行しております。減の主な要因ですが、令和３年度にはプレミアム付特別商品券

発行事業を２回実施するなど、新型コロナウイルス感染症対応による経済対策の実施事業

の違いなどによるものでございます。 

 １８３ページ、１８４ページ中段になります。２目市街地開発推進費、支出済額１,４９

０万円、前年対比２,１４４万３００円の減。ＴＭＯの活動費助成などを行っております。

減額の主な要因は、令和３年度に実施した道の駅北側広場の駐車場整備完了などによる減

であります。 

 同じページ１８３ページ下段から１８８ページにかけまして、３目観光振興費７,５６１

万１,８７５円、前年対比３,５６０万７,０７３円の増。ここでは、観光協会への助成、地

域おこし協力隊の経費、ふるさと納税返礼品などの経費を支出してございます。増の主な理

由は、観光協会への助成金で、令和３年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響でイベン

トの中止や縮小などにより助成金を減額しましたが、令和４年度は例年ベースでの助成金

を交付したことで、約６３８万円の増となったところでございます。また、ふるさと納税の

寄附件数及び寄附額が増加したことに伴い、返礼品や運搬費などの支出が約２,８００万円

増加したものでございます。 

 １８７ページ中段から１９０ページ上段にかけまして、４目観光施設費３,８８０万２,

７８４円、前年対比４５４万３,８９１円の増。晩成温泉、カムイコタンキャンプ場などの

維持管理費でございます。晩成温泉は指定管理者による管理とし、委託料を支出してござい

ます。増の理由は修繕費で、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して

晩成の宿の客室の畳と換気扇を交換したほか、晩成温泉の水井戸清掃業務や指定管理者に

対し電気料金高騰に伴う補塡を行ったことによるものでございます。 

 １８９ページ、１９０ページの中段、５目地場産品研究センター費１２９万７,６４９円、

前年対比２２万６,７０３円の減。地場産品研究センターの維持管理費でございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ７款商工費の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

西山委員。 

○西山弘志委員 

 １８６ページ、１１節運搬料が１,２４０万円とすごい金額なのだけれども、何を払った

のかお聞きします。 

○菅決算審査特別委員長 

 伊勢企画商工課長。 



 

－ 27 － 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 運搬料でございますけれども、これはふるさと納税の返戻品を寄附した方の自宅に届け

るという分の運搬料でございまして、寄附件数が増えたことによりまして、運搬経費も増額

となったものでございます。 

○菅決算審査特別委員長 

西山委員。 

○西山弘志委員 

 以前、４０万円とか５０万円の世界だったと思うのですよね。こんなにすごいということ

は、ふるさと納税の返戻品というのはどのぐらいのボリュームというか、お聞きします。 

○菅決算審査特別委員長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 運搬料の関係でございますけれども、まず寄附件数といたしまして、令和３年度が３,９

９５件に対しまして令和４年度の寄附件数が８,７９９件ということで、５,０００件弱ぐ

らいの件数が増えたということに伴いまして、ほとんどが道外の方でもございますので、そ

の分に係る運搬料が伸びたということで、昨年は５２６万９,０００円ほどの支出でござい

ましたが、７００万円ほど増加したというところでございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑ございませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、７款商工費の質疑を終了いたします。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時０８分 

再開 午後 １時０９分 

 

○菅決算審査特別委員長 

 再開いたします。 

 次に、１８９ページから２００ページまで、８款土木費について、関係説明員から説明を

求めます。 

 奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 ８款土木費、支出済額４億３７４万２,３８７円、前年度対比２億１,１２３万５,７７２
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円の減でございます。 

１８９ページ下段から１９２ページ中段まで、１項土木管理費、１目土木総務費ともに支

出済額１４２万９,７２４円、前年度対比１４７万４,３３３円の減でございます。土木一般

管理費に係る経費としまして道路台帳作成業務、また各負担金を執行してございます。決算

減の主な要因は、委託料のうち、町道２路線の道路用地確定測量の皆減によるものです。 

 １９１ページから１９４ページにかけまして、２項道路橋梁費、支出済額３億６９２万

８,１７４円、前年度対比９,５３１万９,３４６円の減でございます。 

１９１ページから１９４ページ中段まで１目道路維持費、支出済額２億３,２８０万２０

３円、前年度対比１億８４４万１,３１７円の減でございます。道路維持管理に係る経費と

して、土木車両と町道維持及び補修並びに町道の除排雪の委託を執行してございます。ま

た、橋梁においては、石坂の中島新橋の修繕工事を実施しています。決算減の主な要因は、

橋梁における長寿命化点検業務、また補修の実施設計の皆減と、補修工事におきまして工事

発注の件数の減少に伴う工事請負費の減となるものです。 

１９３ページ中段、２目道路新設改良費、支出済額７,４１２万７,９７１円、前年度対比

１,３１２万１,９７１円の増でございます。道路新設改良に係る経費としまして、工事請負

費において町道２路線の改良舗装工事と、またその工事に伴う補償金としまして、１路線の

配水管移設補償を実施しております。決算増の主な要因は、工事請負費の増と補償、補填及

び賠償金として移転補償費の増によるものです。 

 同じく１９３ページ、３項河川費、１目河川総務費ともに支出済額２６７万８,１５３円、

前年度対比２４万３,０２５円の増でございます。河川維持に係る経費として、需用費の修

繕料と北海道から受託しています二級河川の樋門・樋管の管理を委託費として執行してご

ざいます。決算増の主な要因は、公有財産購入費としまして、普通河川の土地購入費の皆増

によるものです。 

同じく１９３ページ下段から１９６ページにかけて、４項都市計画費、支出済額３,１２

０万７,７７７円、前年度対比１４１万４,１６３円の増でございます。１９５ページの上

段、１目都市計画総務費、支出済額５万３,２７０円、前年度対比３万５,２５０円の減でご

ざいます。都市計画審議会に必要な委員報酬とその旅費を執行してございます。 

 同じく１９５ページ中段、２目公園費、支出済額３,１１５万４,５０７円、前年度対比１

４４万９,４１３円の増でございます。町内の柏林公園ほか、１２か所の公園維持に係る経

費としまして、芝管理及び樹木剪定並びに歴舟川パークゴルフ場の指定管理委託業務を執

行してございます。決算増の主な要因は、需用費の修繕と委託料としまして、公園維持管理

費の増によるものです。 

 １９７ページから２００ページにかけまして、５項住宅費、支出済額６,１４９万８,５５

９円、前年度対比１億１,６０９万９,２８１円の減でございます。 

同じく１９７ページから２００ページ中段にかけまして、１目住宅管理費、支出済額３,

１４０万１,５５９円、前年度対比４,４２０万１,７８１円の減でございます。町営住宅管
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理に係る経費としまして、会計年度任用職員の営繕作業員１名の給料並びに町営住宅の修

繕費を執行しております。また、民間住宅への住環境施策としまして、各住宅支援事業の報

償費と補助金を執行してございます。決算減の主な要因は、公営住宅におきまして、修繕費

の減と長寿命化策定業務の皆減並びに屋根の改修工事の皆減によるものです。また、住宅リ

フォーム支援事業、大樹でかなえるマイホーム支援事業における報償費と負担金、補償金及

び交付金においても実績件数の減少によるものとなってございます。 

 １９９ページ、２目住宅建設費、支出済額３,００９万７,０００円、前年度対比７,１８

９万７,５００円の減でございます。日方団地と新通団地の解体工事費と、解体する公営住

宅のアスベスト事前調査を実施してございます。決算減の主な要因は、工事請負費におきま

して、公営住宅の新築工事皆減によるものです。 

 以上で、８款土木費の説明とさせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ８款土木費の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

西山委員。 

○西山弘志委員 

１９２ページ、町道の除雪についてお伺いします。除雪路線が３０１あるということで、

延長線が２８０。そこで、民有業者の数と除雪専用の台数と、町が所有している除雪の台数

と、それと除雪路線外の雪割りの距離、延長距離をお聞きします。それは除雪第２次路線で

いいのか。お願いします。 

○菅決算審査特別委員長 

奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 まず、除雪台数につきまして、町側の除雪に占用している車両としましては５台、冬期間

使用してございます。また、町有車両以外の民間の車両といたしましては、３５台の車両の

登録をしていただいているのですけれども、町道の除雪の部分につきましては、そのうち２

０台の車両で一シーズンの除雪を実施してございます。また雪割り部分につきましては、ほ

ぼ砂利道の路線で実施してございます。具体的に申しますと、春先の農家の融雪剤を散布す

るための雪割り作業ということで、通常では除雪路線ではない部分を雪割り作業として実

施してございます。 

○菅決算審査特別委員長 

西山委員。 

○西山弘志委員 

ということは、路線でないという考えでいいのか。第２次路線ではないということです

か。 

○菅決算審査特別委員長 
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奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 説明不足で申し訳ございません。そのとおりです。第２次路線ではないという形で雪割り

の作業をしてございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、８款土木費の質疑を終了いたします。 

次に、１９９ページから２０６ページまで、９款消防費について、関係説明員から説明を

求めます。 

吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

１９９ページ下段から２０６ページにかけまして、９款、１項ともに消防費で、支出済額

２億５,９５０万２,８９３円。 

２０１ページ、２０２ページ上段の１目消防総務費、支出済額２億２,６３７万５,０００

円、前年対比２,５８９万７,０００円の増。とかち広域消防事務組合に係る負担金の執行で

ございます。指令システムデジタル無線機器更新、人件費の増により支出が増えてございま

す。 

次に、２０１ページから２０４ページにかけまして２目非常備消防費、支出済額２,３０

１万８,５０８円、前年対比２６３万４,９１２円の増。大樹消防団の活動に関する経費を執

行してございますが、増の主な理由は、消防団員報酬単価の一部見直し、出動時の報酬単価

の見直しに伴うものでございます。 

なお、令和４年度から災害発生時の費用を費用弁償から報酬に見直ししてございます。 

次に、２０３ページ、２０４ページ中段の３目火災予防費、支出済額４万１,５８０円。

林野火災予防のための啓発旗を作成してございます。 

次に、２０３ページから２０６ページにかけまして４目災害対策費、支出済額１,００６

万７,８０５円、前年対比６４７万８,２９０円の減。こちらでは、防災行政無線等の維持管

理や災害時のための備蓄品購入等を執行してございます。減額の要因は、前年度は避難所と

している尾田・歴舟・中島のコミュニティセンターの無線ＬＡＮ設置工事を行っており、そ

の事業費が皆減となったものでございます。 

以上で、消防費の説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ９款消防費の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 
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（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、９款消防費の質疑を終了いたします。 

暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時２４分 

再開 午後 １時２５分 

 

○菅決算審査特別委員長 

 再開いたします。 

次に、２０５ページから２５６ページまで、１０款教育費について、関係説明員から順次

説明を求めます。 

 井上学校教育課長兼学校給食センター所長。 

○井上学校教育課長兼学校給食センター所長 

 それでは、２０５ページ中段から２０６ページにかけて１０款教育費、支出済額１０億

１,１０３万９,１６１円、１項教育総務費１億２,１６１万２,５２９円、１目教育委員会費

１８９万２,４２０円。教育委員の報酬、旅費などを支出してございます。 

その下、２目事務局費１２０万７,６０１円。事務局職員の旅費、教育長交際費などを支

出してございます。 

次に、２０７ページ中段から２１４ページ下段にかけまして、３目教育振興費１億１,８

５１万２,５０８円。学校教育における小中学校共通の経費のほか、英語指導助手や大樹小

学校・中学校の特別支援教育支援員の任用に伴う経費、スクールバス運行に伴う費用、大樹

高等学校通学費等補助金、奨学金の貸付金などを支出してございます。 

次に、２１３ページ下段から２２０ページ下段にかけまして、２項小学校費４,４７５万

７,５９０円、次ページ上段でございますが、１目学校管理費４,０７２万４,８２３円。大

樹小学校に関わる管理費などを支出しており、前年比１,３００万３,８６４円の増となっ

てございます。増の主な要因は、工事請負費で小学校体育館照明ＬＥＤ化工事、備品購入費

で電話設備の更新、校務用パソコン及び周辺機器を整備したことによるものでございます。 

次に、２１９ページ上段、２目教育振興費４０３万２,７６７円。大樹小学校の児童に関

わる備品購入費や、１９節扶助費では、要保護・準要保護と認定された児童への学用品、修

学旅行費、学校給食費などを援助してございます。 

その下から、２２６ページ中段にかけまして、３項中学校費３,９１９万６,２４２円、１

目学校管理費３,４４６万３,８２６円。大樹中学校に関わる管理費などを支出しており、前

年比１３９万１,０２５円の増となってございます。増の主な要因は、備品購入費で電話設

備を更新したことによるものでございます。 
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次に、２２３ページ下段、２目教育振興費４７３万２,４１６円。大樹中学校の生徒に関

わる備品購入費や、１９節扶助費では、要保護・準要保護と認定された生徒への学用品、修

学旅行費、学校給食費などを援助してございます。前年比で１４０万６,９１０円の減となっ

てございますが、令和３年度に教科書改訂があったことから、教員用の指導書、教科書等の

購入費を支出したことによるものでございます。 

次に、２２５ページ中段から２３２ページ中段にかけまして、４項、１目ともに学校給食

費８,７９３万１,５９７円。学校給食に関わる調理員の給与、賄材料費のほか、施設維持管

理に要する経費を支出しており、前年比で８９９万５,３５３円の減でございます。減の主

な要因は、備品購入費の差額によるものでございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 梅津社会教育課長兼図書館長。 

○梅津社会教育課長兼図書館長 

 続きまして、２３１ページ中段から２４２ページ下段にかけまして、５項社会教育費６,

６１２万５,１３２円、翌年度繰越額、繰越明許費８４万７,０００円。 

初めに、１目社会教育総務費１,２０２万２,８２７円。ここでは、社会教育委員会の運営

費、青少年教育、家庭教育、高齢者教育、地域学校協働活動、子ども交流事業などに要する

経費を支出してございます。 

 次に、２３５ページ下段から２４２ページ下段にかけまして、２目生涯学習センター費

５,４１０万２,３０５円、翌年度繰越額、繰越明許費８４万７,０００円。ここでは、生涯

学習センターの運営費及び維持管理に要する経費並びに芸術鑑賞事業などの文化事業に要

する経費のほか、文化財の保護や晩成社史跡公園、郷土資料館の維持管理などに要する経費

を支出してございます。繰越明許費につきましては、オークホールの空調機の修繕を翌年度

に繰り越しするものであります。 

続きまして、２４１ページ下段から２５２ページ上段にかけまして、６項保健体育費６億

３,７４４万１,４９２円。 

初めに、１目保健体育総務費６３１万１,３８１円。ここでは、スポーツ推進委員会の運

営費、スポーツ教室の講師謝礼、スポーツ少年団や体育団体への補助金、優秀選手派遣旅費

の助成などに支出してございます。 

 次に、２４５ページ上段から２５２ページ上段にかけまして、２目体育施設費６億３,１

１３万１１１円。ここでは、Ｂ＆Ｇの海洋センターをはじめとする各体育施設の維持管理に

要する経費を支出してございます。中でも、１４節工事請負費につきましては、５億７,１

３４万円をかけましてＢ＆Ｇ海洋センタープールを新たに建設してございます。 

続きまして、２５１ページ上段から２５６ページ上段にかけまして、７項図書館費、１目

図書館総務費ともに同額の１,３９７万４,５７９円であります。ここでは、図書館運営に要

する経費、図書館管理システムの維持管理費、図書購入費などを支出してございます。 

以上で説明を終わります。 
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○菅決算審査特別委員長 

 ただいま、１０款教育の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 船戸委員。 

○船戸健二委員 

 ２４４ページ、１８節負担金、補助及び交付金、優秀選手派遣旅費助成金についてお聞き

します。 

申請された児童生徒、総員で何名いたか。また、その中で何名が助成されたのか。詳細に

ついてお伺いします。 

○菅決算審査特別委員長 

 梅津社会教育課長。 

○梅津社会教育課長兼図書館長 

 団体もございますので、含めて９件、２６名でございまして、支出額につきましては、総

体で１１２万８,０７６円になります。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

船戸委員。 

○船戸健二委員 

 ９団体の２６名、そのうち２３名が助成の対象になったという認識でいいのか、お伺いし

ます。 

○菅決算審査特別委員長 

 梅津社会教育課長。 

○梅津社会教育課長兼図書館長 

 あくまで、助成したのは、今言った９件、２６名ということになります。 

○菅決算審査特別委員長 

船戸委員。 

○船戸健二委員 

 申請された人数については、ご答弁がないようなので、再度お聞きします。 

○菅決算審査特別委員長 

 梅津社会教育課長。 

○梅津社会教育課長兼図書館長 

 ほかに申請されたのは、１件、１名でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 
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 質疑なしと認めます。 

 これをもって、１０款教育費の質疑を終了いたします。 

暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時３８分 

再開 午後 １時３９分 

 

○菅決算審査特別委員長 

再開します。 

 次に、２５５ページ、２５６ページ、１１款災害復旧費について、関係説明員から順次説

明を求めます。 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

それでは、２５５、２５６ページ中段、１１款災害復旧費の執行はございません。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 １１款災害復旧費の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、１１款災害復旧費の質疑を終了いたします。 

 次に、１２款公債費について、関係説明員から説明を求めます。 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

２５５ページ、２５６ページ、１２款、１項ともに公債費、支出済額１２億９,９１５万

９，３４４円。 

１目元金、支出済額１２億７,９２０万２,９３６円。 

２目利子、支出済額１,９９５万６,４０８円となってございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 １２款公債費の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 
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 これをもって、１２款公債費の質疑を終了いたします。 

 次に、２５５ページから２６０ページまで、１３款諸支出金について、関係説明員から説

明を求めます。 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

２５５ページ下段から２６０ページまで１３款諸支出金、支出済額１９億１,７６７万３,

５６３円。 

２５７ページに移りまして、１項特別会計繰出金、１目事業会計繰出金ともに同額の３億

２,０１８万４,０００円。ここでは、４特別会計への繰出金となってございます。 

次に、２項、１目ともに特別会計出資及び補助金で、支出済額７億７,９２０万１,５２８

円。ここでは、水道事業及び下水道事業並びに病院事業に対する補助金等を支出してござい

ます。 

次に、３項、１目ともに基金費で、支出済額８億１,８２８万８,０３５円。ここでは、歳

計剰余金、寄附金、預金利子などを原資として、１１の基金に積立てを行ってございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 １３款諸支出金の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、１３款諸支出金の質疑を終了いたします。 

 次に、２５９ページ、２６０ページ、１４款予備費について、関係説明員からの説明を求

めます。 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 １４款、１項、１目ともに予備費、予備費の執行はございません。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 １４款予備費の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、１４款予備費の質疑を終了いたします。 
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    ◎延会の議決 

○菅決算審査特別委員長 

 お諮りします。 

委員会運営の都合上、本日はこれで延会とし、明日１２日午前１０時から再開したいと思

います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会とし、明日１２日午前１０時より委員会を再開いたしま

す。 

 

    ◎延会の宣告 

○菅決算審査特別委員長 

本日は、これにて延会といたします。 

 

延会 午後 １時４５分 
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令和５年９月１２日（火曜日）午前１０時開議 

 

○議事日程 

 第 １ 委員会記録署名委員指名 

 第 ２ 認定第  １号 令和４年度大樹町一般会計決算認定について 

 第 ３ 認定第  ２号 令和４年度大樹町国民健康保険事業特別会計(事業勘定)決算

認定について 

 第 ４ 認定第  ３号 令和４年度大樹町後期高齢者医療特別会計決算認定について 

 第 ５ 認定第  ４号 令和４年度大樹町介護保険特別会計決算認定について 

 第 ６ 認定第  ５号 令和４年度大樹町介護サービス事業特別会計決算認定につい

て 

 第 ７ 認定第  ６号 令和４年度大樹町水道事業会計決算認定について 

 第 ８ 認定第  ７号 令和４年度大樹町立国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いて 

 第 ９ 認定第  ８号 令和４年度大樹町下水道事業会計決算認定について 

 

○出席議員（１０名） 

  １番 播 間 章 浩   ２番 寺 嶋 誠 一   ４番 吉 岡 信 弘 

  ５番 西 山 弘 志   ６番 船 戸 健 二   ７番 杉 森 俊 行 

  ８番 西 田 輝 樹   ９番 安 田 清 之  １０番 志 民 和 義 

 １１番 菅   敏 範 

 

○欠席議員（０名） 

   

○地方自治法第１２１条により出席した者の職氏名 

 町 長                     黒 川   豊 

 副 町 長                     松 木 義 行 

 総 務 課 長                     吉 田 隆 広 

 総 務 課 参 事                     杉 山 佳 行 

 企画商工課長兼地場産品研究センター所長         伊 勢 厳 則 

 企画商工課参事                     菅   浩 也 

 住 民 課 長                     水 津 孝 一 

 保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼 

 町立尾田認定こども園長兼学童保育所長          清 原 勝 利 



 

－ 2 － 

 保健福祉課参事                     瀬 尾 さとみ 

保健福祉課参事                     明日見 由 香 

農林水産課長兼町営牧場長                松 久 琢 磨 

 建設水道課長兼下水終末処理場長             奥   純 一 

 会計管理者兼出納課長                  楠 本 正 樹 

 

＜教育委員会＞ 

 教  育  長                     沼 田 拓 己 

 学校教育課長兼学校給食センター所長           井 上 博 樹 

 社会教育課長兼図書館長                 梅 津 雄 二 

 

＜農業委員会＞ 

 農業委員会長                     穀 内 和 夫 

農業委員会事務局長                   瀬 尾 裕 信 

 

＜監査委員＞ 

 代表監査委員                     北 林 博 美 

  

○本会議の書記は次のとおりである。 

 議会事務局長                     佐 藤 弘 康 

 係     長                     木 田 悟 史 



 

－ 3 － 

開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○菅決算審査特別委員長 

ただいまの出席委員は１０名であります。 

 定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

本日の審査日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 委員会記録署名委員指名 

○菅決算審査特別委員長 

 日程第１ 委員会記録署名委員の指名を行います。 

委員会記録署名委員は、規定により、委員長において、 

 吉 岡 信 弘 委員 

  西 山 弘 志 委員 

を指名いたします。 

 

◎日程第２ 認定第１号 

○菅決算審査特別委員長 

日程第２ 認定第１号令和４年度大樹町一般会計決算認定についてから日程第９ 認定

第８号令和４年度大樹町下水道事業会計決算認定についてまで、以上８議案を一括議題と

いたします。 

委員会を再開する前に、昨日の認定第１号令和４年度大樹町一般会計決算認定について、

船戸委員から質問のありました１０款教育費の説明に誤りがありましたので、再度説明を

求めます。 

梅津社会教育課長。 

○梅津社会教育課長兼図書館長 

昨日の船戸委員からのご質問のありました優秀選手派遣旅費助成金の件数についてでご

ざいますが、昨日、９件、２６名ということで説明させていただきましたが、９件、２５名

の誤りでしたので、大変申し訳ございませんでした。お詫びして訂正いたします。 

○菅決算審査特別委員長 

暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時０２分 

再開 午前１０時０４分 

 

○菅決算審査特別委員長 
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再開します。 

日程第２ 認定第１号令和４年度大樹町一般会計決算認定については、昨日の委員会に

おいて、歳出の１４款予備費までの質疑が終了していますので、本日は、事項別明細書の１

９ページから６６ページまで、歳入について、関係説明員から説明を求めます。 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

それでは、歳入を説明させていただきますので、決算書の１９、２０ページをお開き願い

ます。 

令和４年度一般会計歳入の決算について、款項目順に収入済額などについて順次説明さ

せていただきます。 

まず、１款町税、収入済額９億５,７２８万５,９８６円、不納欠損額２６万８,１５７円、

収入未済額１,７５９万４,９５４円。 

次に、１項町民税、収入済額４億１,１８７万６,６３６円、不納欠損額２１万２,８５７

円、収入未済額１,０４８万６,４２２円。 

目別では、１目個人、収入済額３億３,６２９万６,４３６円、不納欠損額２１万２,８５

７円、収入未済額は現年課税分が１７７万５７３円、滞納繰越分が８４２万５,８４９円、

計１,０１９万６,４２２円です。 

次に、２目法人、収入済額７,５５８万２００円、収入未済額は現年度課税分７万円、滞

納繰越分で２２万円、計２９万円です。 

次に、２項固定資産税、収入済額４億６,３３４万６,３００円、不納欠損額５万５,３０

０円、収入未済額６４０万５,４３２円。 

目別では、１目固定資産税、収入済額４億５,４４０万３,９００円、不納欠損額、滞納繰

越分で５万５,３００円、収入未済額、現年度課税分９０万６,６００円、滞納繰越分で５４

９万８,８３２円、計６４０万５,４３２円。 

次に、２目国有資産等所在市町村交付金及び納付金８９４万２,４００円。 

次に、３項軽自動車税、収入済額２,１３５万６,５００円、収入未済額７０万３,１００

円。 

目別では、１目環境性能割、収入済額７１万２,８００円。 

次に、２目種別割、収入済額２,０６４万３,７００円、収入未済額は現年度課税分１７万

７００円、滞納繰越分５３万２,４００円、計７０万３,１００円です。 

次に、４項、１目ともに町たばこ税５,５８２万１５０円。 

次に、５項、１目ともに入湯税４８８万６,４００円。 

１９ページから２２ページにかけまして、２款地方譲与税１億７,３７９万８,０００円、

１項、１目ともに自動車重量譲与税１億１,８７５万２,０００円。 

２１、２２ページに移りまして、２項、１目ともに地方揮発油譲与税３,９６７万４,００

０円。 
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次に、３項、１目ともに森林環境譲与税１,５３７万２,０００円。 

次に、３款、１項、１目ともに利子割交付金３０万９,０００円。 

次に、４款、１項、１目ともに配当割交付金２２８万４,０００円。 

次に、５款、１項、１目ともに株式等譲渡所得割交付金１８５万２,０００円。 

次に、６款、１項、１目ともに法人事業税交付金１,２８６万８,０００円。 

２３、２４ページに移りまして、７款、１項、１目ともに地方消費税交付金１億４,９２

２万７,０００円。 

次に、８款、１項、１目ともに環境性能割交付金１,４３５万７,０００円。 

次に、９款、１項、１目ともに国有提供施設等所在市町村助成交付金４１万３,０００円。 

次に、１０款、１項、１目ともに地方特例交付金４５０万７,０００円。 

２５、２６ページに移りまして、１１款、１項、１目ともに地方交付税３４億２,６５７

万円。 

次に、１２款、１項、１目ともに交通安全対策特別交付金７８万２,０００円。 

次に、２５ページから３０ページにかけまして、１３款分担金及び負担金、１項負担金と

もに同額の７,２１７万６,９２０円、不納欠損額は８万２,０９８円、収入未済額は３０万

４,６５５円です。 

目別では、１目総務費負担金３０万１,２３２円。 

次に、２目民生費負担金４,１６６万２,６２０円。 

２７ページ、２８ページに移りまして中段、３目衛生費負担金１万７,０００円。 

次に、４目農林水産業費負担金２７１万８,７０７円。 

次に、５目教育費負担金、収入済額２,７４６万３,８０１円、不納欠損額、学校給食費負

担金で８万２,０９８円、収入未済額は学校給食費負担金で３０万４,６５５円です。 

２９ページ、３０ページに移りまして下段、６目土木費負担金、収入済額１万３,５６０

円。 

次に、２９ページから３６ページにかけまして、１４款使用料及び手数料、収入済額１億

８,９０７万３,２２１円、収入未済額４２３万４,８３２円。 

次に、１項使用料、収入済額１億６,９８１万７,６１１円、収入未済額は４２３万４,８

３２円。 

目別では、１目総務使用料８０４万１,８６６円。 

３１、３２ページに移りまして、２目民生使用料２２１万７,１５０円。 

次に、３目衛生使用料４,０００円。 

次に、４目労働使用料１万７,１００円。 

次に、５目農林水産業使用料６,９０８万４,４７０円。 

次に、６目商工使用料８４万２,０００円。 

次に、７目土木使用料、収入済額は８,７４５万８,２１５円、収入未済額は住宅使用料で

４２３万４,８３２円。 
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３３、３４ページに移りまして、８目教育使用料２１５万２,８１０円。 

 次に、２項手数料１,９２５万５,６１０円。 

目別では、１目総務手数料２６４万４,１５０円。 

次に、２目衛生手数料１,５６２万１,４６０円。 

３５、３６ページに移りまして、３目農林水産業手数料９９万円。 

 次に、３５から４２ページにかけまして、１５款国庫支出金５億６,４０１万７,４６４

円、１項国庫負担金２億４,９９３万６,７０４円。 

目別では、１目民生費国庫負担金２億３,３０３万８,６５８円。 

 次に、２目衛生費国庫負担金１,６８９万８,０４６円。 

次に、２項国庫補助金３億１,１８５万５３６円。 

目別では、１目総務費国庫補助金１億９,５６９万８,７８２円です。 

続きまして、３７、３８ページに移りまして、２目民生費国庫補助金８,３２７万２,７５

４円。 

３９、４０ページに移りまして、３目衛生費国庫補助金１,２９７万６,０００円。 

次に、４目土木費国庫補助金１,９２７万６,０００円。 

次に、５目消防費国庫補助金は、収入がございません。 

次に、６目教育費国庫補助金６２万７,０００円。 

４１、４２ページに移りまして、３項委託金２２３万２２４円。 

目別では、１目総務費委託金２５万９,０００円。 

次に、２目民生費委託金１９７万１,２２４円。 

次に、４１から５２ページにかけまして、１６款道支出金３億５,４０４万１,６８０円、

１項道負担金、１目民生費道負担金１億２,３８２万７,７３１円。 

４３、４４ページに移りまして、２項道補助金２億７８２万６,２７２円。 

目別では、１目総務費道補助金５９８万８,８００円。 

次に、２目民生費道補助金４,２７１万３,１６３円。 

４５、４６ページに移りまして中段、３目衛生費道補助金６４万６,００８円。 

次に、４５ページから５０ページ上段にかけまして、４目農林水産業費道補助金１億４,

８１３万２,２６７円。 

４９、５０ページに移りまして、５目消防費道補助金２７０万円。 

次に、６目教育費道補助金１２６万４,０００円。 

次に、７目商工費道補助金６３８万２,０３４円。 

 次に、３項委託金２,２３８万７,６７７円。 

目別では、１目総務費委託金１,８６５万５,７９２円。 

次に、２目農林水産業費委託金４万６,４５１円。 

次に、３目商工費委託金２５４万１,０００円。 

５１、５２ページに移りまして、４目土木費委託金１１４万４,４３４円。 
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５１ページから５４ページにかけまして、１７款財産収入７,００３万３,２３４円、１項

財産運用収入１,０８０万１,１３９円。 

次に、１目財産貸付収入１,０７２万２,１４４円。 

次に、２目利子及び配当金７万８,９９５円。 

５３、５４ページに移りまして、２項財産売払収入５,９２３万２,０９５円。 

目別では、１目物品売払収入３７４万３,７５２円。 

次に、２目不動産売払収入５,５３６万２,８４３円。 

次に、３目残余財産収入１２万５,５００円。 

次に、５３ページから５６ページにかけまして、１８款、１項ともに寄附金で５億４,１

４０万３,５１９円。 

目別では、１目一般寄附金２万２,１６１円。 

次に、２目指定寄附金５億４,１３８万１,３５８円。 

５５、５６ページに移りまして、１９款、１項ともに繰入金で９億５,３１５万８,９７５

円。 

目別では、１目基金繰入金９億４,３７４万７,１２２円。 

次に、２目他会計繰入金９４１万１,８５３円。 

次に、５５ページから５８ページ上段にかけまして、２０款、１項、１目ともに繰越金で

３億６,２１１万５,８５１円。 

次に、５７ページから６４ページにかけまして、２１款諸収入、収入済額２億９,８９４

万４,８７３円、収入未済額は４４万７,３８９円、１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞

金６６万１,２７４円。 

次に、２項、１目ともに町預金利子１万１,１３５円。 

次に、３項貸付金元利収入、収入済額１億１,２０４万２,３７１円、収入未済額は４４万

７,３８９円。 

目別では、１目高齢者等にやさしい住宅整備資金貸付金元利収入、収入済額１１万２３１

円、収入未済額は８万１２９円。 

次に、２目災害援護資金貸付金元利収入、収入済額１７万１,７４０円、収入未済額は３

６万７,２６０円。 

次に、３目大樹町中小企業特別融資事業貸付金元利収入１億円。 

次に、４目奨学金貸付金元利収入１,１７６万４００円。 

５９、６０ページに移りまして、４項受託事業収入５,４８５万３,６９６円。 

目別では、１目総務費受託事業収入４０５万８２８円。 

次に、２目衛生費受託事業収入１,３００万９,７６４円。 

次に、３目農林水産業費受託事業収入３,７７９万３,１０４円。 

５９ページから６４ページかけまして、５項、２目ともに雑入１億３,１３７万６,３９７

円。 
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目別では、１目過年度収入はありません。 

次に、６３ページから６６ページにかけまして、２２款、１項ともに町債１０億１,３１

１万５,０００円。 

目別では、１目過疎債６億９,３３０万円。 

６５、６６ページに移りまして、２目臨時財政対策債４,２６１万５,０００円。 

次に、３目公共事業等債１,０３０万円。 

次に、４目公共施設等適正管理推進事業債２億５,７８０万円。 

次に、５目緊急防災・減災事業債９１０万円となってございます。 

以上、歳入合計、予算現額９４億５,３７７万８,０００円に対し、調定額９１億８,５２

６万５,８０８円、収入済額９１億６,２３３万３,７２３円、不納欠損額３５万２５５円、

収入未済額２,２５８万１,８３０円となるものでございます。 

以上で、歳入の説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 歳入についての説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 志民委員。 

○志民和義委員 

 ２３ページ、９款国有提供施設等所在市町村助成交付金ということで、予算が３０万円

で、そこへ支入済額４１万３,０００円ということですが、いつも横並びで同じ金額のよう

に記憶しているのですが、今回、増えた理由というのは何でしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 この部分の歳入につきましては、毎年度、国から受けられる部分でございまして、特に国

が持つ財産が増えて増えたというわけではございません。総体的な費用の部分で増減して

いるような形でございます。財産に関しては特に増えている用途はございません。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

安田委員。 

○安田清之委員 

 町税の関係で収入未済額、締めの関係でいろいろと……。 

○菅決算審査特別委員長 

 ページは何ページですか。 

○安田清之委員 

 ２０ページ。町税ね。この部分で、収入未済額になっていますが、多分１２月３１日で締
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めて、その後ということ、年度がまたがったりして、その後に入った数字というのは、この

数字と大分変わりますよね。締めてからのときだろうと思うので、その後何％ぐらい入った

のかどうか、分かりますか。 

○菅決算審査特別委員長 

水津住民課長。 

○水津住民課長 

 ただいまの収入未済の関係でございますが、決算書においては３月末の締めでの金額が

表示されておりまして、１２月末の……。（発言する者あり）失礼しました。 

 出納閉鎖の５月末の金額でして、１２月末から５月末までの金額については、ただいま資

料を持ち合わせておりません。 

○菅決算審査特別委員長 

安田委員。 

○安田清之委員 

 ５月３１日で閉鎖をしているのでしょう。出納閉鎖ね。ですから、そこから入ってきた分

というのは何％ぐらいあるかということで、多分調べていないと思うので。これ去年のだか

らね、要はね。今決算しているのはね。昨年のなので、今年度にまたがっている部分がある

ので、閉鎖をしてからその後どのぐらい入ってきているかというものを押さえていないだ

ろうと思うのですよ。押さえていないとおかしいので。要は、何月に、閉鎖というのは３月

３１日で帳面は切るわけですよね、現実的には。３月３１日で支払いをしていないものは未

済額、貸付金になっていますよということですよね。ですから、その以後、入ってきたのは

何％ぐらいあるのかなと思って聞いているので、決算なので。これ予算にもね、補正をしな

ければいけない部分ですよね、入ってきたら。現実的には。収入、これ未済額で出ているの

だから、今度、収入にならなければいけないのでしょう、要は。それが何％ぐらい入ってき

ているのかということを聞いているので、手元になかったら後で教えてください。いいです

か。多分手元に持っていないと思うので、何月何ぼ、何月何ぼという収入は出ていると思い

ますので、後でお教えをいただきたいということで、委員長よろしいですか。 

○菅決算審査特別委員長 

後で、資料でよろしいですか。 

ほかに質疑ございませんか。 

播間委員。 

○播間章浩委員 

 ただいまの同僚議員の質問とも重複する部分があるのですけれども、固定資産税の未収

額で……。 

○菅決算審査特別委員長 

 ページ数。 

○播間章浩委員 
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２０ページになります。収入未済額で６４０万円ほどありますけれども、入ってこない理

由というのは、何か把握している部分があるのか。 

また、滞納繰越というのもあるようですので、繰り越している分の対応というのはどのよ

うな対応をされているのか、お伺いできればと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

水津住民課長。 

○水津住民課長 

 ただいまの滞納部分の入ってこない部分の理由につきましては、随時職員として対応し

ているのですけれども、徴収しきれなかった部分で残っている部分がございまして、それが

積み重なった部分で滞納分ということになっておりまして、対応につきましては、その都度

納税者に対して分割でもいいので支払っていただけるような対応を取ってございます。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 ２０ページの中で不納欠損、それぞれ町民税と固定資産税にあるのですが、その理由とい

うのはどのような理由だったのでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

水津住民課長。 

○水津住民課長 

 不納欠損につきましては、今回６件の対応がありました。そのうち１件につきましては固

定資産税で、既に亡くなられた方の固定資産でありまして、遺族の方においても相続放棄さ

れております。これについては、毎年同じ金額５万５,３００円を不納欠損させていただい

ているのですけれども、固定資産の所有者がいない状況になっております。それと、そのほ

かの５件につきましては、外国人実習生の部分の町道民税といたしまして、合計で２６万

８,１５７円となってございます。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかにありませんか。 

志民委員。 

○志民和義委員 

 ６５ページ、臨時財政対策債の関係で、減額というか、借りなかったということなので

しょうけれども、借りなかった理由というのは、何か別に予算が来たのか、それともほかに

何か理由があるのか教えてください。大事な有利な借金なので、特にお聞きします。 

○菅決算審査特別委員長 

吉田総務課長。 

○吉田総務課長 
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 行政の財政の運営の中で、国から基準財政需要額及び収入額というのが算定して式で求

められます。その部分で、交付税も含めまして、足りない部分に対しての臨時財政対策債が

与えられるような形となっております。そういった部分で、自主財源とか交付税分で需要額

をある程度片せるということで、前年よりも借り入れる額が低くなっているような状態で

ございます。そういったルールで、この起債が借りられるような仕組みになってございま

す。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

西山委員。 

○西山弘志委員 

 ３４ページの一般廃棄物処理手数料の中に、雑入なのか、分からないので教えてほしいの

ですが、リサイクル品の、例えばアルミとか段ボールの収入を知りたいので、雑入に入るの

か分からないのですがよろしくお願いします。 

○菅決算審査特別委員長 

水津住民課長。 

○水津住民課長 

 ただいまご質問の一般廃棄物の処理手数料の部分についてですが、この処理手数料の中

には、リサイクルに関する部分の収入等は入ってございません。それは複合組合のほうでの

収入になりますので、一般会計には入ってございません。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はございませんか。 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 ３８ページの児童福祉施設の補助の中で、保育士等処遇改善の補助金が入っているので

すけれども、実際にはどのような処遇改善なり、その費用が充てられてきたのか教えていた

だきたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

清原保健福祉課長。 

○清原保健福祉課長兼十勝こども発達支援センター所長兼尾田認定こども園長兼学童保育

所長 

 保育士等処遇改善臨時特例交付金につきましては、保育士の処遇改善のために、賃金を上

げた場合に国のほうから補助金ということで交付されるもので、令和４年から９月まで収

入を３％程度引き上げるための処遇改善を行ったことに対して、国から補助されるものと

なっております。 

 以上です。 
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○菅決算審査特別委員長 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 そうしたら、大樹町に就職されておられる保母については、皆さん３％以上のアップが

あったと理解してよろしいでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

清原保健福祉課長。 

○清原保健福祉課長兼十勝こども発達支援センター所長兼尾田認定こども園長兼学童保育

所長 

 １人当たりの勤務状況、フルタイムの方、パートタイムの方などおりまして、金額につい

てはまちまちですけれども、割合については皆さん処遇改善を受けているということで、そ

のとおりでございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑はございませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、歳入の質疑を終了いたします。 

次に、議案並びに決算附属書類、事項別明細書の内容全般について、確認漏れ等があれば

質疑を受けます。質疑はありませんか。 

 船戸委員。 

○船戸健二委員 

 歳出の１２４ページ、１８節負担金、補助及び交付金についてお伺いします。 

 当初、予算されていた十勝障害者スポーツ大会当番町村負担金３５万円が計上されてい

ましたが、今決算において項目がないということは、結果として支出はなかったということ

で理解してよろしいのか、お伺いします。 

○菅決算審査特別委員長 

清原保健福祉課長。 

○清原保健福祉課長兼十勝こども発達支援センター所長兼尾田認定こども園長兼学童保育

所長 

 十勝の身障者のスポーツ大会ですけれども、大樹町当番で令和４年度は開催したところ

です。経費の面で、町の補助金と、ここにも載っておりますけれども、身体障害者福祉協会

大樹町分会のほうの負担ということでやりまして、あとは十勝の身障福祉協会の負担金も

ございますけれども、その中でやったところですが、十勝の負担金と身障分会の負担で開催

できたということで、町からの補助金は交付されないで終わったところでございます。 
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 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

吉岡委員。 

○吉岡信弘委員 

 １８６ページの報償費と委託料、ふるさと納税の関係に絡んで質問いたします。 

 施策報告では、３６ページに令和４年度の実績が載っております。詳しくないので教えて

いただきたいのですけれども、令和３年度の寄附実績が３,９９５件で、２億１,３００万円

強、それから令和４年度の寄附実績が８,７９９件で、件数が大幅に増えた中で寄附額は１

億２,６００万円強と少し減っているのですが、その理由をまず教えていただきたいと思い

ます。 

○菅決算審査特別委員長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 ふるさと納税の関係で、件数は増えて寄附額が減っているという理由でございますけれ

ども、寄附額が減ったという部分に関しましては、インターステラテクノロジズに対するク

ラウドファンディング部分が令和３年度と比較しまして、令和４年度は大幅に減ったとい

う部分でございまして、通常分の町に入ってくるといいますか、町の収入となる通常分のふ

るさと納税分に関しましては、増額となってございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

吉岡委員。 

○吉岡信弘委員 

 約５,０００件いかないですけれども４千何百件、その差額というのはクラウドファン

ディング部分だということで理解していいのですか。 

○菅決算審査特別委員長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 単純に件数の差額というわけではございません。細かくなりますけれども、内訳を説明い

たしますと、クラウドファンディング分としましては、令和３年度では７４件でありました

が、１件当たりの金額を多く寄附してくれる方もいらっしゃいますので、金額的には１億

６,２３７万８,０００円ありました。令和４年度のクラウドファンディングでは５９６件

に対しまして寄附額は２,４８３万３,００９円ということで、件数と金額とは比例しませ

んけれども、件数的には伸びているところでございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 
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吉岡委員。 

○吉岡信弘委員 

 もう１点お願いします。１８６ページの委託料の関係ですけれども、ふるさと納税推進業

務の委託ですが、これは個人でしたか、法人でしたか、委託先は。１件だと思うのですけれ

ども。 

○菅決算審査特別委員長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 委託先は、法人でございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑はございませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、歳入歳出決算全般についての質疑を終了いたします。 

 これより総括質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 志民委員。 

○志民和義委員 

 滞納整理機構のことについてお伺いをいたします。 

 前段同僚議員も言っておりましたが、滞納整理については相当苦労されて、苦労というか

一生懸命やっていると私は思うのですよね。そんなことで、私は、あえて送る必要はないな

と思っている立場なのですよね。そんなことで、町民を区別することなく、町の職員で是非

頑張っていただきたいということなのです。滞納整理機構に送ったからといって、どの程度

の差があるのかと。職員派遣したり、いろいろなことをやっているよりは、今いる職員で、

大変でしょうけれども、そのほうがずっと町民にもいいのではないかと思いますがいかが

でしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 滞納整理機構につきましては、当然、滞納につきましては、町で滞納プロジェクトなども

組織しまして情報の共有化等々も図りまして、それから納税係を中心とした、使用料等は建

設課なども入りまして情報の共有化を図りながら滞納の整理に向かっているところでござ

いますけれども、中にどうしてもなかなか協力いただけないという場合の手段としまして、

滞納整理機構にお願いする部分もございまして、効果が上がっているのかといいますと、大
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口の滞納者につきましての解決というのは結構ございまして、効果は十分にあったのかと

思っておりますし、今後も必要に応じてお願いしていきたいと考えているところでござい

ます。 

○菅決算審査特別委員長 

休憩します。 

 

休憩 午前１０時４５分 

再開 午前１１時００分 

 

○菅決算審査特別委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

 総括質疑を受けます。質疑はありませんか。 

 吉岡委員。 

○吉岡信弘委員 

 先ほど、ふるさと納税の関係で質問させていただきました。 

それで、ふるさと納税、私、決算、予算で過去にも質問させていただいているのですが、

推進ですね。先ほども前年度等の実績の比較を教えていただきましたけれども、件数は増え

ているけれども、項目の中に、使途の内容の中に町におまかせ、宇宙のまちづくり推進事業、

スペースポート整備事業、小型衛星打上げ用の支援事業と四つに分かれているのですが、町

におまかせの部分で件数が出ているのですが、金額的には前年度と大差ないと。若干は増え

ているけれども大差ないという中で、件数が多いのかなと。そういう面では報償費も予想で

増えるのかなと思うので、実質的な収入といいますか実績が上がっているのかどうか。 

報道で、令和４年度、２０２２年度分の管内の実績が出ていましたけれども、やっぱり１

０億円を超えている町村があります。今年見た中では、近隣の村でも１２億円という実績が

出ています。そういう中で比較すると、見劣りしてしまうという寂しさがあって、いろいろ

町内の事情も聞いておりますけれども、推進の関係で今後どのように取っていくのか、そこ

ら辺も実績等含めて、今後の対策も含めて、お聞きできればと。 

 件数や何かが増えているのは分かるのです。大分実績も上がっております。これ以上増や

せる余地があるのか、町内の産業の返戻品を提供する側がこれでいっぱいいっぱいなのか、

まだ増やせる余地があるのか。余地がなければ何ぼ頑張ってもよその町村には追いつけな

いということになりますので、そこら辺も含めて、今後の推進をどのように考えるかお聞か

せ願いたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 まず、ふるさと納税の件でございまして、実質的な収入は上がっているのかという部分で



 

－ 16 － 

ございますが、まず決算に準じている数字としまして、実際に町の収入となる通常分のふる

さと納税とクラウドファンディング、ＩＳＴに対する補助分も含まれた収入額ということ

になっていますので前年度としては減少となっていますけれども、実質の通常分に関しま

しては、令和４年度では１億１６９万８,３４９円が通常分のふるさと納税という収入額と

なっております。 

比較して、令和３年度としましては約５,０００万円ぐらいということになっていますの

で、令和３年度よりも収入としましては５,２５０万円ほど実質的には増えているというと

ころでございまして、その分、経費も、返戻品ですとか運送料も増えていますので、経費を

差し引きますと実質的に令和３年度と比較しまして２,４５０万円ほど増額となっていると

ころでございます。 

 寄附額を増やせる余地があるのかというところでございますけれども、返戻品をいかに

充実するかというところが金額を増やす分では重要なところでございますので、町内の返

戻品の開拓、そしてまた新たな魅力ある返戻品の充実に向けて精いっぱい今取り組んでい

るところでございます。 

○菅決算審査特別委員長 

吉岡委員。 

○吉岡信弘委員 

 件数、また実績も、聞きましたところ、増えているということでございます。ですが、先

ほど申しましたように、他町村と比較しますと見劣りする部分もあるという中で、課長が今

後の対応も説明されましたけれども、一生懸命、大樹町も一般財源を使える部分だと思いま

すのでよろしくお願いして、質問を終わります。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

寺嶋委員。 

○寺嶋誠一委員 

 再生可能エネルギー導入計画策定業務費の内訳を資料としていただいたのですが、８１

４万円の、簡単に言うと、金額は一切ないものですから、恐らく調査したり、いろいろな計

画のシナリオを作ったりという作成業務に関わる人件費ということだと思うのですけれど

も、その辺分かる範囲で教えていただければというのが、まず１点。 

 ２点目続けていいですか、委員長。 

○菅決算審査特別委員長 

 同じ内容ですか。はい。 

○寺嶋誠一委員 

 頂いた資料にも今後協議会の開催補助をしたりとか、打ち合わせ協議させてもらったり

とかという項目もあります。ですから、今後においても、今回の８１４万円だけで終わって

いるのか、これで今後、策定業務に関しては８年間の契約というのもありましたので、今後
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も引き続きこの業務費の内容で続けていくのか、この２点をお聞きしたいと思っています。 

○菅決算審査特別委員長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 再生可能エネルギー導入計画策定に伴う委託料という部分で、令和４年度決算で８１４

万円を支出させていただいたところでございます。この中身としましては、まず、資料提供

させていただいたのは、計画を策定するにあたっての、どういう内容の計画を策定すると

か、こういったことの項目を調査してくださいという具体的な計画の中身の部分の業務内

訳でございまして、これに伴う経費の積算としましては、コンサル会社ですので、人件費が

主立った経費の内訳となります。ですので、情報収集分析ですとか、将来推計、そしてシナ

リオの作成ですとか、そういった業務内容の項目の調査をするにあたっての人件費がどの

くらいかかるかというところが主な経費で、ほかには旅費、交通費。 

２点目の質問に移りますけれども、協議会の開催補助という分につきましては、令和４年

度の協議会開催に伴っての経費ですので、それ以降の経費については、この中には含まれて

おりませんので、契約はあくまでも策定する段階での協議会での旅費等の分がこの経費の

中に含まれているというところでございます。 

以上で説明を終わります。 

○菅決算審査特別委員長 

寺嶋委員。 

○寺嶋誠一委員 

 それでは、確認なのですが、今度、令和５年度以降、また同じように策定業務、計画を進

行すると思うのですけれども、これはまた別にという考えの理解でよろしいのですか。また

別にかかるということでよろしいのですか。それとも、これで一旦終わったということでの

理解ですか。 

○菅決算審査特別委員長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 計画策定業務は令和４年度で終了いたしましたので、令和５年度以降は、この計画を推進

するという目的でゼロカーボン推進協議会は開催しますが、現段階では委託するという予

定はございません。 

○安田清之委員 

関連で。 

○菅決算審査特別委員長 

安田委員。 

○安田清之委員 

 今聞いていると、えらいアバウトな計算なのだなと。人件費です、コンサルタント料です
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と。そんなアバウトに予算を執行するのか。普通は何の経費が何人、何が何人、人件費はい

くら。普通はこういう積算をするものだと、我々は、民間は思っておりますが、このような

アバウトな、きちんと説明のできないようなことは今後ないようにお願いをしておきたい

と思います。 

これね、これでは駄目ですよ。コンサルタントなんて分かんないのだよ、要は。させると

いうことは、うちの町がこういうことの調査をきちんとしてくださいという腹積もりを持っ

て向こうに与えるわけですよ。これを調査しなさいと、いくらかかるのですかということで

やるものだと、僕は思っております。 

そうですよね、まず一つ。そこはそうなのでしょう。そういうことをうちの町は分かって

いてコンサルタントに出しているという理解でよろしいのかどうか、お聞きいたします。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 コンサルタントの積算につきましては、人件費、あるいは交通費、あるいはアドバイザー

の報酬等々、かかる経費を積み上げての積算でございますので、説明で、今手元に資料がな

くて大体こういうものですということを言ったのであって、予算の段階ではその積上げを

しておりますので、今後もそうしたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

安田委員。 

○安田清之委員 

 町長も苦し紛れかなと。積算をさせるということは、町がこういうことをお願いするとい

う前提を持ってお願いをしたのだよねと聞いているのです、そうでしょう。 

物頼むのに、何もないから、これをやろうと。何をしたらいいか分からないではないです

か。おまえ、仕事しときなさい。だけど、仕事しときなさいって、何も言われなかったら、

何をしていいか分かんないのではないですか。これが仕事というのでしょう、少なくても。

これを、何を思ってお願いをしたのか、教えてくださいと言っているのですよ。 

そこは分かっているのだよね。発注をするということは、そのぐらいのことは分かって発

注していると理解をしております。うちの優秀な職員なのだからね。キャリアだよ、俺から

いうと。それぐらい、ぴしっと答えてください。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 失礼しました。予算の積算については先ほど申し上げたとおりですけれども、その以前

に、業者にこういったことをやりたいのだということを、入札の場合は当然ですし、随契の

場合も、こういったことをやりたい、こういったものをつくりたいので、例えば委員会を何

回開くとか、そういった見積りがあって積算に向かうということでございますので、あくま
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でも仕様書というのはあるということでございます。指示があるということでございます。 

○菅決算審査特別委員長 

安田委員。 

○安田清之委員 

 指示があるというので、後でお願いをしておきます。それだけです。 

○菅決算審査特別委員長 

資料をもらうということですか。 

○安田清之委員 

そう。もらわなければ分からないでしょう。 

○菅決算審査特別委員長 

資料いいですか。 

○安田清之委員 

 あとでいいよ。今読み上げる必要もないから。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

船戸委員。 

○船戸健二委員 

 土木費、大樹でかなえるマイホーム支援事業と大樹町住宅リフォーム支援事業について

お伺いします。 

 住宅取得費用の上昇により、申請件数の鈍化が懸念されていましたが、結果として、今後

も慎重な状態が続くことが考えられます。決算の結果を踏まえ、新築住宅取得の推進も重要

ですが、中古住宅の取得の推進のニーズが今後増えてくるのかと私は考えております。今

後、リフォーム支援事業のニーズが増えてくることが予想されるので、定住促進、空き家問

題解消、子育て世帯の住宅取得支援という観点からも、利用しやすいリフォーム支援事業で

なければなりませんので、助成金額について、今後検討が必要ではないかと私は考えている

ので、その点についてお伺いします。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 リフォームというよりも、大樹町でかなえるマイホームの制度のことかと思います。中古

住宅の取得というところで、新築も含めてですが、建設単価の高騰等ありまして、また近隣

の上昇も若干進んできているというところで、建て控えといいますか、新築が減ってくるの

ではないかと。それから、中古の購入が増えてくるのではないかという部分は、私もそのよ

うに思っているところでございます。 

 それらを促進するために、現在の補助制度の見直しという部分でございますが、今後につ

きましては、これからの検討ということにさせていただきますが、いろいろな観点があるか
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と思うのですよね。定住促進、移住・定住のこともございますし、子育てのこともございま

すし、高齢者の住宅というようなこともございますし、また併せて、今の時代ですので、Ｃ

Ｏ２の排出を抑えるといいますか、再生可能エネルギーの導入、あるいは省エネ住宅といっ

た部分の支援の部分もこれから必要になってくるかと思っておりまして、その辺も、国の補

助制度などもございますので、そちらをにらみながら、国の補助制度とタイアップした町の

補助制度というものを考えていきたいと思っているところでございますが、今後の検討と

させていただきたいと思っております。 

○菅決算審査特別委員長 

関連で。 

播間委員。 

○播間章浩委員 

 今、同僚議員から質問ありました、大樹でかなえるマイホーム支援事業についてですが、

令和３年度を見ますと、金額の差が大分出るかなと思います。補助額の差が、改定により差

が出た影響かと思うのですけれども、令和３年度の申請件数だったり、今回の令和４年度の

申請件数で、申請件数の差というのを教えていただきたいのと。 

 今おっしゃるとおり、住宅の高騰により、全然、家が建っていない状況かと思います。今

年に関しては、本当に確認申請がほぼ出されていない状況とお伺いしております。この辺

り、増額の必要性、今まで効果があったものを継続して、さらに増額の必要性もあるかと感

じております。 

中古住宅の部分でいきますと、昭和５６年以前の旧耐震の住宅については補助が出ない

という扱いになっておりますので、空き家問題の解消を含めて、古い住宅のほうがお金がか

かる。昭和５６年以前の住宅のほうがお金がかかる傾向にありますので、その辺りの改善も

必要かと考えておりますが、その点いかがでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 今ご質問のありました、大樹でかなえるマイホームの支援事業における申請件数につい

てご報告させていただきます。 

申請件数と実績が同じ数となりますが、令和３年度におきましては３２件を対象にして

ございます。また、令和４年度におきましては１３件となってございます。また、今年度の

状況についてなのですが、マイホームの申請としましては、今月の状況でいきますと約５件

程度上がってございます。ただ、令和４年度に実施されていて完成が今年度という物件も３

件程度あったかと思ってございますので、令和５年度の実績としましては、それら合わせて

８件程度が現状となってございます。 

 あと、耐震、いわゆる旧耐震の昭和５６年以前に建てられた建物についても利用できるも

のもあるのではないか、若しくは住宅施策を掘り下げる必要があるのではないかというお
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話だったかと思うのですが、そちらの実績はないのですが、耐震診断及び耐震改修について

も町として補助をしてございます。内容としては、耐震診断をされた費用の一部を、６万円

を上限として補助する、若しくは耐震改修におきましても費用の２分の１かつ６０万円を

限度として、耐震改修の補助をするという補助事業も実施してございます。 

そちらのほうが、平成２４年度から補助の成立をしているのですが、今のところ実績がな

い状況ですので、また周知活動の方法なども今見直しているところという状況となってご

ざいます。 

○菅決算審査特別委員長 

播間委員。 

○播間章浩委員 

 件数の差でいっても大分差が出ているかなと、実績ベースでも感じております。 

 それで、建築コストが上がっているにもかかわらず、給料は恐らくそんなに上がっていな

い。企業も大変だと思いますので、給料が上がっていないにもかかわらず建築コストが上

がって、住宅がなかなか建てられないという声も聞いております。そういった意味で、特例

的な意味でも、補助金の増額というのも必要ではないかと感じております。この辺りはいか

がでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 委員言われるように、建築コストが上がっているというのは実感しているところでござ

いまして、建築コストが上がっているので補助金を上げてほしいという部分は分かるので

すが、最初にマイホームのスタートをしたときは、管内でもかなり大きな額を出していたと

ころではございます。かなり思い切った施策でございまして、私どもの予算で見ると、大体

年間１０件ぐらいの予算を組んではいたのですが、全然足りなくて補正をして追加してい

るという状況もございまして、一定程度の効果はあったのかとは思ってはおりますが、た

だ、ここへ来ての建築コストの上がり方が尋常ではないというか、公共施設もそうなのです

が、どんどん急激に上がっているという部分で、それに追いつかないというところがありま

して、補助金の見直しというのは必要だというのは分かりますが、補助金が５０万円、１０

０万円増えたら建築が増えるのかというのは、リサーチしないとならないかとは思ってお

りますが、見直す必要があるかというところでは、５年間の時限にしておりますので、５年

ごとの見直しということは当然行います。 

 先ほど言いましたように、違った方面からの国の補助を求めて、再エネ等々の補助等を

持ってきて住宅に充てられるものがないかということで今探しているところでありまして、

そういったものも兼ねながら、住宅の全体として、これから補助というものを考えていきた

いと思っております。町として、省エネ住宅に誘導していく、あるいはＣＯ２を少なくして

いくような住宅とか、そういった狙いを持った補助にしていく必要があるのかと思ってお
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ります。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

志民委員。 

○志民和義委員 

 町営住宅の保証人の廃止についてお伺いいたします。 

国がそういうものは廃止ということで方針を出しておりまして、道営住宅はもう廃止し

ているのですよね。道営住宅と町営住宅、市営住宅もそうですけれども、混在しているとこ

ろは公平性を保つということで廃止しているということで、ここ大樹町の場合は、道営住宅

がないということで、そのままになっているのですけれども、もうそういう方針を国が出し

ている以上、早く保証人を廃止ということを打ち出したらいいのではないかと私は考えま

すが、いかがでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 道営住宅が保証人を廃止しているというのは承知しておりまして、それに伴いまして、私

どもも町内に保証人２人という規定を、町内でなくてもいいですよというような制度に変

えて、保証人をつけやすくしたというような段階であります。 

廃止して本当に良いのかというのは、先ほど滞納の状況も見ていただいた中では、公営住

宅の使用料の滞納というのは依然として少なくないものでございまして、そういった部分

も鑑みながら、保証人の在り方というのは検討してみたいなと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

志民委員。 

○志民和義委員 

 保証人がついているか、ついていないかということで、ほかのついていないところの自治

体と比較検討したらいいのではないかと思って、是非比較検討をお願いしたいと思います。 

 それで、町外でもいいと、そしてまた１人でもいいという方針に変わっていますよね。そ

れは承知しているのですよ。ですけれども、高齢者は、安定した年金収入はあるのですけれ

ども、頼む人が亡くなっていったりして、友達もいなくなってきているということを私も聞

かされているから私もこうやって質問しているのですよね。そういうことなのですよ。 

去年も聞いて、町に相談してくれということなのですけれども、それ以上言ったら、町に

相談して、保証人いないと言ったら、はっきり言って、それでいいのですよね。だったら、

いっそのこと、みんなやめたらどうでしょうと、私はそれを言いたいのですがいかがでしょ

うか。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 
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○黒川町長 

 先ほど比較検討したいと申しましたので、比較検討させてもらいたいと思っております。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

西山委員。 

○西山弘志委員 

 行政区長の報酬、３９行政区ありまして支払いになっていますが、行政区設置条例による

と４０行政区があると定められていますが、これの説明をお聞きします。 

○菅決算審査特別委員長 

 水津住民課長。 

○水津住民課長 

 行政区の個数なのですけれども、条例で、委員おっしゃるとおり４０区を分けてございま

す。 

○菅決算審査特別委員長 

西山委員。 

○西山弘志委員 

 ということは、４０あるのだけれども、区長報酬が３９ということは、一つは機能してい

ない行政区があるということですね。ということなら、４０にこだわらないで、３９と条例

で変えてもいいのではないかと思うのですがいかがですか。 

○菅決算審査特別委員長 

 水津住民課長。 

○水津住民課長 

 ３９に減らしてもいいのではないかという委員の考え方もあるかと思うのですけれども、

現在その地区においては、世話役がおりまして、問い合わせたところ、いろいろ行政区の中

でも合併するとか、そういった部分の話合いも少しずつ進んでいると伺っておりますので、

その話が、例えばくっついてニコイチになるといった相談があって、確定してくるとなった

場合に３９に減らすということも考えられるかと思いますので、そのときの対応までは現

在の４０行政区にしたいと思っております。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 教育委員会に奨学金のことについてお伺いしたいと思います。 

 令和４年度の決算でも支出額については３００万円ちょっと、それから収入額について

は１,２００万円近いぐらいの歳入が確保されております。どうしてかなと思うのは、進学

率も上がっていますし、相当数状況としては需要があるのではないかと思うのですけれど
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も、ずっとここ数年このような決算状況が続いております。 

そこで、教育委員会にお伺いしたいのですけれども、もうこの事業の歴史的使命が終わっ

ているからこのような数字なのか、学生支援機構とか、公のところも従前よりはお金が借り

やすくなっているのも事実かと思うのですけれども、ある程度貸与的なことも検討するよ

とか、大樹町に戻ってこられた方についてはある程度減額なり、制度の見直しについてどの

ようなことをお考えなっているかお聞きしたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 沼田教育長。 

○沼田教育長 

 本町における奨学金制度の今後の在り方ということのご質問かと思っております。 

委員ご指摘のとおり、奨学金を利用するという方が昨今大変少ない状況になってござい

ます。その理由等につきましても、教育委員会としましても、今利用している方、さらには

該当のお子さんがいる家庭といったところにリサーチをしているところでございます。そ

のリサーチも含めてでございますが、ただ、大事なことは、この制度を持っていることに

よって、必要に応じて学びたいのだけれども経済的な理由でという子がないように、やはり

この制度は当面は堅持しながら、さらに使いやすい制度内容を、この後リサーチを基にしな

がら検討してまいりたいと思っているところであります。 

また、減免制度等につきまして、他町村では既にやっているところもございます。そう

いったところの制度設計、さらにはそれを活用したお子さん達、又は保護者の皆さんの声な

んかもお聞きしながら、うちの町としてどういった形が利用しやすく本当に学びたい子ど

もの背中を押す制度となるかということを今後も検討してまいりたいと思っているところ

でございます。 

以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 検討していただけることを楽しみにしております。 

制度が始まったときは、札幌市なんかの予算総額よりも多い制度で、本当にたくさんの方

に利用していただいたのです。あと、制度疲労がないようにいろいろ教育委員会でも入学金

の準備金ですとか、専門学校への支援ですとか、制度を広げていただいていることについて

は、町民としてもありがたいと思っておりますけれども、今、教育委員会で各町村なり何な

り、リサーチということでの言葉がありましたので、是非もう少し全道的にも研究の場を広

げていただいて、第２次奨学金の構築をお願いしたいと思っております。いかがでしょう

か。 

○菅決算審査特別委員長 

 沼田教育長。 
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○沼田教育長 

 ただいま委員のほうからおっしゃられたとおり、管内はいろいろお聞きしているところ

でございますけれども、確かに全道各地、また特色に応じた、実態に応じた対応を取ってい

るところもあるやに聞いてございますので、幅広くそういったところの情報収集もしなが

ら検討してまいりたいと思っております。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

西山委員。 

○西山弘志委員 

 スクールバスに子どもの置き去り防止で、装置を設置しましたね。設置したブザーの音と

いうのは、大きさなのですが、車のホーンぐらいの大きさなのか、お聞かせください。 

○菅決算審査特別委員長 

 井上学校教育課長。 

○井上学校教育課長兼学校給食センター所長 

 置去り防止装置の音の大きさということでございますけれども、私も実際に鳴らしてみ

ました。かなり大きな音が鳴ります。実際には、ここでは鳴らせませんけれども、かなり大

きな音が鳴って、気付くということも承知しているところでございます。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

西山委員。 

○西山弘志委員 

 結局、バスを車庫に入れて、シャッターを閉めるわけですよね。そこで聞きづらくなる。

それと、例えばＪＡに６０万円払って車庫借りていますよね。あそこでブザー鳴って、どこ

に聞こえるのか。隣近所に人もいない、車もいない。ブザー鳴っても、その確認はどのよう

に行うのかお聞きします。 

○菅決算審査特別委員長 

 沼田教育長。 

○沼田教育長 

 スクールバスにおける置き去り装置の設置に伴う事故の防止という観点でのご質問だと

思っております。 

実際には、井上課長から説明させていただいたとおり、かなり大きな音で鳴っているとい

うことでございますが、ただ、委員おっしゃるとおり、それをつけることによって、絶対に

置去りが防止できるのかというのは、決してそうではなくて、前回の議会のときにも議員の

皆さまからご指摘いただいたとおり、最終的にはやはり運転手の皆さんの人的な確認とい

うことも併せてしなければ、それはならないかと思っておりますので、装置をつけたことで

安心するのではなく、さらに安全を万全にするために、運転していただいている方達との連
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携をしっかりと取ながら、そちらのほうの指導助言等もしながら、万全を期してまいりたい

と思っているところであります。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

西山委員。 

○西山弘志委員 

 私も乗っていたのですが、ドライバーは最後の子を降ろしたら、後ろまでいって確認して

いるのです。着いたらモップで中を掃除するので、二度確認。それでもということで、この

装置をつけたわけです。ところが、さっき言ったように、そういう場所に置いたバスが、も

し万が一残されたとして、ブザーが鳴っているといっても聞こえないではないですか。例え

ば鳴ったら、その場所だけ電波で何かを発信するとか、方法を考える考えがあるか、最後に

お聞きします。 

○菅決算審査特別委員長 

 沼田教育長。 

○沼田教育長 

 さらなる装置を取りつけるという考えは、今のところございません。 

委員おっしゃったとおり、運転手の方も二度三度点検いただいているという実態もござ

います。そういった実態も確認しながら、そして、さらにはそういった装置によって子ども

の安全が図られるようにもう一度、随時、運行をお願いしている委託先とも相談しながら点

検をし、万全に対応を取っていくようにしてまいりたいと思っているところであります。 

恐らく、さらに進展した防止装置が何年かしたら出てくるという可能性もあろうかと思

いますが、今、大体この装置で設置されているところでありますので、あとは人的にどのよ

うに対応していくかということが各自治体等に問われているのだろうなと思ってございま

すので、その体制については、さらに委託先とも相談しながら万全を期してまいりたいと

思っているところでございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

船戸委員。 

○船戸健二委員 

 社会体育推進事業、優秀選手派遣旅費助成金についてお伺いします。 

 これまで、大樹町スポーツ大会参加助成金の交付要綱は数回改定されていると思います

が、現在までの改定状況についてお伺いします。 

○菅決算審査特別委員長 

 梅津社会教育課長。 

○梅津社会教育課長兼図書館長 
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 平成２５年に最後に改定して以来、改定してございません。 

○菅決算審査特別委員長 

船戸委員。 

○船戸健二委員 

 平成２５年から改定されていないということでしたが、この助成事業は、保護者の経済的

な負担を軽減するだけではなく、子ども達が興味を持ったスポーツに目標を持って努力し

継続するためには、とても重要な事業だと私は思っております。競技人口の少ない競技やマ

イナースポーツと位置付けられている競技や加盟団体によって、子どもや保護者にとって

不利益や不平等などがあってはならないと思いますので、交付要綱の見直しについて今後

検討されるのかどうかお伺いします。 

○菅決算審査特別委員長 

 沼田教育長。 

○沼田教育長 

 大樹町スポーツ大会参加助成金交付要領についての見直しをということでございます。 

 ただいま委員からもご指摘ございましたが、本要綱に基づいた助成をするうえで、私ども

が大事だと思っていることは、子どもがその実力に応じて平等な機会を持てる平等性、さら

には実力やニーズに合わせて支援する公平性、そしてどのように助成がなされ、誰が受ける

資格があるのかというのを公にする透明性が大変重要だと思っております。 

一方で、現在、全道全国大会に関しましては、これも委員が言われたとおり、新しいスポー

ツがいろいろできているということで、種目の多様化でありますとか、子ども達の参加につ

いても所属しているチームを超えて選抜や広域にわたる合同チームなど、参加対応が多様

化しているというのが現状だと考えております。 

 そこで、単に助成の対象をどんどん広げていくということではなく、時代に則しながら公

平性と平等性、さらには透明性を持った制度となるように、交付要綱につきましては、随時

検討しながら、必要があれば見直しも図ってまいりたいと思っているところでございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかにございませんか。 

志民委員。 

○志民和義委員 

 選挙の投票に関してですが、一部自治体では、移動投票というのを実施しているところも

ございます。大樹町においても、今そういう対象者がいるのではないか。実際、あったらい

いという声を聞きますので、移動投票について、選挙管理委員会が出向いての投票というの

をしたほうがいいと思いますが、いかがでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

 吉田総務課長。 
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○吉田総務課長 

 委員おっしゃる移動投票の関係でございますが、今月９月１日に選挙管理委員会の定例

会がございました。その中でも、管内で実施していた取組に対して話題としております。当

町もこういった部分は将来的には必要な部分と考えておりますので、先進となっている町

村に内容等を再度確認しながら、今後、選挙管理委員会で実施に向けて検討を重ねていきた

いと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

志民委員。 

○志民和義委員 

 今月１日に開かれた選挙管理委員会で、そういう話題が出されて検討したほうがいいと

いうことになったということですか。 

○菅決算審査特別委員長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 そのとおりでございます。４月の地方統一選挙で、管内で実施した町村があるということ

で、選挙管理委員会の中でも話題になっておりましたので、まず今回の９月の状況などを選

挙管理委員のほうに報告させていただいております。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

西山委員。 

○西山弘志委員 

 ヤングケアラーが１５、６人に１人いるということが報道されています。そこで、ヤング

ケアラーを今何人ぐらい確認できているか、お聞きします。 

○菅決算審査特別委員長 

 沼田教育長。 

○沼田教育長 

 ヤングケアラーの実態の有無についてということでございます。 

 小中学校への調査ということでございますが、年に一度、文科省の調査を道教委を通して

行っております。また、随時小中学校で行われております教育相談等の様子からヤングケア

ラーの実態についてということで各学校に報告を求めているところ、今のところ該当する

お子さんはいないということで報告をいただいているところであります。 

○菅決算審査特別委員長 

西山委員。 

○西山弘志委員 
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 道教委とか、結局ヤングケアラーを見つけるのは、隣近所、行政区なのですよ。それは道

教委とかいろいろな方が話すけれども、子どもは学校や友達に「私、ヤングケアラーだ」と

言わないのです。隣近所が、朝は走っていく、時間ぎりぎり、帰るのも早い。そしてじいちゃ

ん、ばあちゃんの面倒をみないとと。子ども達が一緒に遊び、一緒に学び、一緒に部活でき

ないということ。 

そういうのではなくて、行政区単位、隣近所単位で確認してほしい、お願いできますか。 

○菅決算審査特別委員長 

 沼田教育長。 

○沼田教育長 

 ヤングケアラーの実態把握ということは、大変表に出にくいというのは委員ご指摘のと

おりだと認識しているところであります。 

昨年、行政区長会議のおりに、私のほうから区長方に向けて、ヤングケアラーというもの

はどういう実態でという、いわゆる定義付け等、ヤングケアラーを早期に発見し、有効な支

援をするためには、行政区の皆さんの日頃の関わり、そして目、そういったことが非常に大

事になるということでお願いをしたところでございました。それについては、今後も機会が

あるたびに行政区の皆さん、あるいは民生委員であるとか、幅広くそういったことが可能と

なる皆さんへの働きかけということは継続してやってまいりたいと思っているところであ

ります。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

船戸委員。 

○船戸健二委員 

 歳出の衛生費についてお伺いします。 

 風しん抗体検査業務の委託料が８万７,３５１円という実行結果ではありますが、この事

業は令和４年度から３年間延長されたもので、当初の予算では３７万４,０００円を計上さ

れていましたが、実行計画についてどう判断されているのか。また、今後どう対応されてい

くのかお伺いします。 

○菅決算審査特別委員長 

 瀬尾保健福祉課参事。 

○瀬尾保健福祉課参事 

 風しん抗体検査についてですが、予算に対して、令和４年度の実績については少ない人数

でございました。そのため、令和５年度も６年度も継続して実施していくということになっ

ておりますので、今年度につきましても個人への受診勧奨をしておりますし、また役場庁舎

内の職員で対象の者にも、未受診の方には積極的に受けていただくように説明をしている

ところです。 
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また、各種健診とかの機会に、対象でまだ未受診の方には検査を勧めていくことで、今年

度は取り組むということで実施しております。今年度も一応４０人を目処にということで

計画を立てているところです。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

船戸委員。 

○船戸健二委員 

 これから３年間、根気強くＰＲに努めていただき、より多くの受診を勧めていただきたい

と思いますのでよろしくお願いします。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

播間委員。 

○播間章浩委員 

 今後の企業誘致についてお伺いします。 

 現在、大樹町で用意しております川南工業団地も、今いろいろな会社からお声かけをいた

だいているとお聞きしております。その後、新しい工業団地だったり、企業を誘致する土地

の確保だったり、今後の予定があればお聞きしたいと思っております。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 川南工業団地は、あと２区画となっておりまして、大きな土地というか、大きな工場とか

が入れない状況でございます。企業が誘致されて、工業団地を新たに用意するのかというと

ころですが、その適地が現在は見当たらないところでありまして、現在、都市計画マスター

プランの見直しを行っており、用途区域の見直し等々も行っておりまして、例えばですが、

住宅専用地になっているところに工場は建てられないのですが、そういったところの見直

しは必要かどうかの検討を現在しているところであります。また、用途区域の拡大につきま

しても、現在、白地になっているところにも用途区域が必要かどうかの検討を加えており、

そういったことで対応もしていきたいなと思っております。 

企業誘致は、工業団地が必要で、すぐ大きなものが来るという状況であればまた違うので

すが、現在はそういった声を聞きながらという状況になっているところではあるのですが、

今後そういったニーズを把握しながら、土地利用についても対応していきたいと思ってお

ります。 

 ただ、市街地においては、大きな土地はあまりありませんので、必要な場合は根本的に考

えなければならない時期に来ているのかとは思っております。 

○菅決算審査特別委員長 

播間委員。 
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○播間章浩委員 

 町長おっしゃるとおり、市街地の中では段々新しい土地の利用というのが難しいと私自

身も感じております。その中で、今、大樹町内を視察したりといった企業なのですけれども、

やっぱり工業系の会社が多い感覚があります。ですので、市街地というよりも都市計画の見

直しというのもありますけれども、郊外で大きな土地の利用というのも検討してもいいの

かと思っております。話が出てから整備し出すと、なかなか追いつかないというところもあ

ると思いますし、ある程度先行して選定も必要かと感じておりますので、その辺り、是非ご

検討いただければと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

休憩します。 

 

休憩 午前１１時５３分 

再開 午後 １時００分 

 

○菅決算審査特別委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。 

 総括質疑を受けます。質疑はありませんか。 

志民委員。 

○志民和義委員 

 教育長に伺います。 

学校教育の関係で、少人数学級のことでございます。前年度も３５人を超えなくとも二学

級にして、クラス替えのないことを避けたいということを教育長もおっしゃっておりまし

て、大変重要なことだと考えております。 

 それで、現状と、引き続き３５人切っても、あるいは３０人切っても実施されていると聞

いたのですが、その点についてもお伺いいたします。 

○菅決算審査特別委員長 

 沼田教育長。 

○沼田教育長 

 ただいま少人数学級の編制についてのご質問でございました。 

 まず、現状でございます。大樹小学校において、１年生、３年生につきましては、町独自

の予算付けをしまして、教員を雇用し、二学級編制としております。５年生、６年生につき

ましては、北海道の少人数学級実践研究授業研究校ということで、この両学年については、

国に先んじて３５人学級ということで二学級編制をしているところであります。 

 なお、２年生、４年生については、既に二学級ということで進めておりまして、小学校は

全学年二学級編制で今進んでいるところでございます。 

 今後ということでございます。明確に何人になったら二学級、少人数指導ができるかでき
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ないかというのは、公的なものは、今、国・北海道が基準で示しております３５人というの

があくまでも基準となっております。ただ、本町としましては、義務教育の入門期でありま

す低学年、１・２・３年生につきましては、予算の関係もございますが、そういうことを鑑

みながら、何とか二学級編制できめの細かい指導をしたうえで、小学校の入門期をスタート

させたいと思っているところでございますが、そのときの子どもの人数及び町の予算といっ

たものを勘案しながら、なるべく子ども達にとってより良い環境を整備していくという視

点で考えて対応してまいりたいと思っているところであります。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

吉岡委員。 

○吉岡信弘委員 

 昨年、プールが新しくできました。旧プールの関係ですが、解体予定はあるのか。また、

その敷地を、何か今後予定しているのか。できれば、将来的に第６期の中で検討されるとい

う答弁もありましたが、学童保育所をその後に建設できればと私なりに思っているところ

なのですが、その辺りの経過あるなしで、なければないでいいのですが、その辺りをお聞か

せいただきたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 旧プールの解体の予定でございますが、今すぐに解体ということになりますと、単独費用

ということになりますので、今言われましたような、跡利用が考えられたときに併せて解体

もしたいと思っております。 

跡利用につきましては、今言われたようなプランも含めて今後の検討ということで今考

えているところでございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかにありませんか。 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 教育委員会に、学力観といったら、いろいろ人それぞれあるものですから難しいのです

が、私、教育委員会で児童生徒がどれほどの学力を維持できているというか、確保されてい

るのかということからお聞きしたいと思っております。 

 どうしてこのことを言うかといいますと、実は教育研究所の執行予算が異常に低かった

ものですから、そういう学力に対するいろいろ指導的な各学校なり先生方に対するサービ

ス的なあれが落ちているのではないかと思って、それで教育委員会にお聞きしたいと思っ

ております。 
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先生方のそれぞれの指導方針や学級の中でもいろいろありますが、昔に比べて今変わっ

たと思っているのは、宿題が極端に少なくなったり、夏休み、冬休みの学習でも、夏休み帳、

冬休み帳なんかも本当にぺらぺらになっております。それで、教育委員会として現況をどう

思っているのかということ。 

それから、先生方のそれぞれの学級の方針、学校の教育方針がありますので一概に教育委

員会がどうすれということは難しいとは存じていますが、秋田県の例で見聞したら、算数と

国語を、俗に言うドリルみたいなものをエンドレスで１年間、父母も含めて丸つけしたり

やっていたのが印象的なのですよね。その授業の中で完結するような学力向上というのが

一番望ましいのでしょうが、なかなか教育課程上であれもこれもという中では直接的な学

力向上のための指導も難しいのではないかと思っているのですが、その状況と将来的なこ

とについて教育委員会のお考えをお聞きしたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 沼田教育長。 

○沼田教育長 

 大樹の子どもの学力についてのご質問でございます。 

 まず、現状でございます。客観的な子どもの学力を測る一つの物差しとして、毎年文部科

学省で行っております全国学力・学習状況調査がございます。今調査には、今年度も本町の

６年生が町学校では参加をしております。中学校は３年生が参加をしております。その結果

が過日届きまして、後ほど、先ほど話題にもなったございました教育研究所のほうで大樹の

子どもの学力という形で分析し、その実態の応じた具体的な授業改善を含めた改善の手だ

てを明確にして、後ほど各学校に資料提供という形で配布する予定になってございます。 

 また、各学校におきましては、それぞれの学校の調査結果を踏まえまして、現状と授業改

善、さらには家庭との連携ということで、家庭学習の在り方等について検討し、各学校の中

の学校改善プランという形で授業の改善、あるいは家庭との連携という形で具体的な取組

を今検討し、間もなく公表し、具体的に動く予定でございます。 

 なお、教育委員会としましては、子どもの学力の定着、あるいは学力の伸長という観点か

ら、各小中学校におきましては、学習アプリということで、ＩＣＴを活用したドリル学習を

使えるようにということで、そちらの予算を出しまして、各学校で導入し、授業等、あるい

は家庭学習に活用いただいていると聞いております。 

 そして、教育委員会としましては、そういった取組を通じながら、子ども達が進学、進級

するときに困らない学力はどの子にもつけなければならないということで、各学校に、先ほ

ど申し上げました、全国学力・学習状況調査等の客観的な調査結果を基に、具体的な改善を

お願いしているところでございます。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 西田委員。 
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○西田輝樹委員 

 ＩＣＴのこともお伺いしたいと思ったら、もう頑張っているということですので、学力を

無理やり競うのは、僕は求めていません。それぞれ１人１人の子ども達が、自分はこういう

職業に就きたいとか、こういう進路や自分の夢がかなうよう確実に担保されることを望ん

でおります。しかしながら、現実的には獣医になりたいと言ったら獣医の学校は正直な話、

非常に難しい入試を突破しなければなりませんので、現実論として、競うのではなくて１人

１人の確実な学力をと思っております。 

 学力コンクール的なことも重要だと思うのですけれども、教育委員会は頑張っています

けれども、英検ですとか数検とか漢検とか、そういうことで学力が知らず知らずのうちに高

まっていくことも十二分に考えられますので、今ある延長線上の英検、数検、漢検のような、

あとほかに、高校生だったらＴＯＥＩＣとかＴＯＥＦＬとかいろいろな英語一つ取っても

そういう客観的なものがありますけれども、是非独自に今あるものを一歩も二歩も進めて

いただくことが子どもの学力を増進というか伸長されて、自分の夢も実現できることでは

ないかと思いますので、そういうことに傾注していただきたいと思うのですが、いかがで

しょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

 沼田教育長。 

○沼田教育長 

 委員ご指摘のとおり、学力の下支えとして英語検定、数学検定、漢字検定等行ってござい

ます。また、高校生においては、各種検定の補助等も行っているところでございまして、そ

ういったものも子どもの学習に向けた自信につながっていったり、意欲につながるものだ

と思ってございますので、そちらにつきましても今後も継続してまいりたいと思いますし、

さらなる受験者の掘り起こし等も学校と協力しながら進めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかにありませんか。 

西山委員。 

○西山弘志委員 

 乳がん検診についてお伺いしたいのですが、乳がんの早期発見、治療、北海道市町村職員

の助成制度があり利用することができるということで、また女性スタッフが対応する乳腺

クリニックもあります。十勝１７市町村が助成制度を利用しているわけなのですが、そこ

で、十勝１７市町村がこのクリニックに助成対象として名前が出ているのですが、大樹町の

名前が出ていない。これは受診者の選択肢の幅を広げるという面では、なぜ名前がここにな

いのか、加入することはできるのか、お聞きします。 

○菅決算審査特別委員長 

 瀬尾保健福祉課参事。 
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○瀬尾保健福祉課参事 

 乳がん検診の助成についてのご質問ですが、大樹町では、町で行う集団健診と協会病院に

委託している健診があります。また、節目年齢の年度で４１歳になられる方については、

クーポン券を発行しまして無料で受けられる健診を行っておりまして、そこにつきまして

は、十勝の町村会で委託しておりまして、そこで委託している医療機関全てで乳がん検診を

受けられるということになっております。 

 現在、乳がん検診につきましては、協会病院で行っている助成もございますので、そちら

をご利用していただくということで、帯広に新しくできた医療機関かとは思うのですが、そ

ちらとは直接委託契約はしてございません。できないかというと、できないことはないので

すが、需要として今あまりないということで委託はしておりません。 

○菅決算審査特別委員長 

 西山委員。 

○西山弘志委員 

 委託はしていないと。でも、十勝で１７市町村がそこに加入というか名前を連ねて、これ

がパンフレットにも出たのですが、これを見ていると市町村の名前が出て、大樹が載ってい

ないと。大樹町はなんで載っていないのだと。受診者の選択肢の幅が狭まっていると。これ

は広い面で、病院の好き嫌いもいろいろあると思うのですよね。これも選択肢の一つとし

て、広くそういう場を持つべきではないかと思うのですがいかがですか。 

○菅決算審査特別委員長 

 瀬尾保健福祉課参事。 

○瀬尾保健福祉課参事 

 貴重なご意見ですので、今後検討していきたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかにございませんか。 

船戸委員。 

○船戸健二委員 

 水産振興費についてお伺いします。 

 今決算においても、負担金、補助及び交付金や各種事業を支援されていますが、現在の大

樹町の漁業従事者不足は、非常に深刻な状況だと私は思っております。水産庁でも、北海道

においても、情報発信や就業相談会が開催されていますが、大樹の漁業現場において、新規

就業者の確保が非常に困難な現状であり、船員が確保できずに漁に出られないという事例

も出てきています。現在の各種補助事業、支援事業に加えて、今後、町としても組合と連携

し、漁業従事者の担い手確保の支援や助成の拡充が必要だと思うので、その点についてお考

えをお伺いします。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 
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○黒川町長 

 漁業者の後継者も含めて従業者不足という部分は、いずこの業界も働き手が不足してい

るというのはあることなのですけれども、特に漁業の場合は不足が顕著であるということ

は認識しているところでございまして、これらの確保につきまして、漁獲のこととかいろい

ろあると思いますので、職業の選択の中で漁業が魅力的になるような施策が重要なのかな

と思いますが、不足に対して、実際なかなか後継が少なくて後々困るという話は出ているの

ですけれども、その辺りについて、実際のところの漁協とよくよく相談をしまして、漁協と

話合いながら、何か打つべき対策があれば、町も協力してやっていきたいと思いますので、

まずは漁協と話をしてみたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかにありませんか。 

寺嶋委員。 

○寺嶋誠一委員 

 生涯学習センター費について、需用費です。燃料費関係なのですが、現在、スマート街区

でチップと化石燃料と両方供給していると思うのですが、まだチップの割合が金額ベース

で大体４０％くらいの供給率なのですけれども、実際はもう限界ですか。今、スマート街区

から出している供給率について、限界かどうかお聞きしたいと思いまして。 

○菅決算審査特別委員長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 スマート街区事業で管理しているのが総務課ですので、私のほうでお答えさせていただ

きたいと思います。 

 昨年１年間のスマート街区で木質ボイラーの運用は、４月に１か月間運転して、夏期間は

運用してございません。１１月から翌年３月までまた木質チップを併用しているような形

です。昨年の利用実績から言いますと、令和３年度で学習センターの年間需要量が４万８,

０００リットルでした。それに対して令和４年度は２万８,０００リットルということで、

委員おっしゃるとおり、４割程度削減してございます。これ以上の削減は見込めないかとい

いますと、実質、夏場チップを運用しないで化石燃料を使っておりますので、そういった部

分では、まだまだ化石燃料に頼らないでチップに依存する分は大きいかと思いますが、ボイ

ラーの運用効率が夏場は下がるというのをお聞きしていますので、そういった兼ね合いも

あって、今後どの時期に木質を併用していくかというのは、データを見ながら検討を重ねて

運用していきたいと思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかにございませんか。 

安田委員。 
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○安田清之委員 

 まず一つ、物品売払、昨年、町営牧場の飼料等のあれで、牛がいないので飼料を売ったと

いうことになっておりました。今年も乳量が少ないので、売払いをするのか、しないのか。

その金額を調べると、随分少ないと思っておりました。これが適正なのかどうなのか、ここ

ら辺をお教えいただきたいと。 

今後、牛の預けが伸びてくるのであれば別ですが、また今年も同じように数量は増えてい

ないということでありますので、飼料等、牧草ですね、これをまた販売するのか、しないの

か、ここら辺をお聞かせいただきたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 松久農林水産課長。 

○松久農林水産課長兼町営牧場長 

 物品の売払いに関してだと思います。 

昨年、物品の売払いでロールパックを売払いしています。単価７,０００円、３０本ほど

売払いをさせていただきました。今後の見込みなのですが、やはり今後も増えていくかとは

考えてございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

 まだ増えていくという解釈でいいのだね。 

ロールパックというのは、ビニールか何かをかぶせたやつだよね。あれって１個当たり、

僕の知っている限りでは１万８,０００円ぐらいでしょう。そんなに言わないのかい。言わ

ないの。適正なの、それ。ところで。売っているのは１万円なのか３,０００円なのか２,０

００円なのか。ここら辺、適正な価格で売っているのだろうと認識はしておりますが、今後

そうしたら、この金額以上で売られていくという認識でよろしいですか。 

○菅決算審査特別委員長 

 松久農林水産課長。 

○松久農林水産課長兼町営牧場長 

 ロールパックなのですが、昨年、１本７,０００円で売っております。これは市場価格と

いいますか、見ながら値段を設定してございます。 

 今年度も、ロールパックを作りましたら、うちの町営牧場の牛にもあるのですけれども、

余り次第売っていく形を取っておりますので、今後も増えることは予想してございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 
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 ７,０００円というのは、梱包料をつけて売っているのだろうと思います。市中では７,０

００円では売れていません。それ以上です。ここら辺はしっかり認識をしておいてくださ

い。 

 それでは、次に進みます。いいですか、委員長。 

○菅決算審査特別委員長 

 いいです。 

○安田清之委員 

 商工業の関係で利子補給をしております、大樹町。まず一つ、この利子補給は何のために

行われているか、お聞かせいただきたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 目的でございますが、大樹町内の中小企業の育成振興並びに経営の合理化を促進すると

いう目的でございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

 大変すばらしい観点で今までも続けていただいていることは、皆さん感謝していること

だろうと思っております。 

しかしながら、近年、借りる方が減っている理由は何か調査しているかどうか、お聞かせ

いただきたい。 

○菅決算審査特別委員長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 現在、町で１億円を帯広信用金庫に預託いたしまして、融資枠を４億円用意してございま

す。一時期３億円を超えるような融資枠があったのですが、新型コロナウイルスによって国

の施策もありまして、金利を実質ゼロにするという融資を出していることもありまして、そ

ちらに融資が流れたというところもありまして、現在は１億７,０００万円程度の融資枠と

なってございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

 コロナの資金、特別融資ですね。これは、町も利子補給を手厚くしているところでありま

すが、現実的に運転資金並びに設備資金という利子補給になっておりますね。それからもう
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一つは、指定銀行以外は利子補給をしないと。一番先にお聞きした、何のためにという部分

でいくと、どこの銀行で借りても利子補給をするべきだと、僕は思うのですよ。 

なぜなら、窓口が少ないと金利が固定される可能性がある。今、帯広信金の金利、市中銀

行、よそで借りた金利等々を鑑みると、違うところから借りている方もおります。運転資金

並びに設備資金ですね。利子補給をする考え方に基づくと、どこで借りても利子補給をする

べきだと僕は思うのですが、前向きに考えることができるかどうか、町長にお伺いします。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 利子補給の補給先を固定せず、実態といいますか、借りたところの補給をしたらいいので

はないかというご意見かと思います。 

 これまでの利子補給も長いことやっておりまして、経過というのもあろうかと思います

し、あるいは町内の金融機関を確保すると。今、金融機関もこれから先どうなるかという時

代でもありますので、そういった面もありますので、そういったことも鑑みながら、特に商

工会のお考えもお聞きしながら、広げるのがいいのか、現状がいいのかということの議論は

してみたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

 商工会と。これは、前々から僕聞いているのですよ。答弁は前の町長も同じ、その前の町

長も同じ、商工会と協議をしてという。協議だけでずっと進んできているのですよ。これ

ずっとやってきていますから、僕ね。 

現実的に、商工の振興のために利子補給を始めたのですよね。そうですよね。であれば、

どこで借りてもするべきだと。なぜなら、下手すると帯広指定機関、大樹に１か所、それか

ら国民金融公庫の二つですよね。だけれども、銀行はたくさんありますよね。その銀行だけ

を守らなければいけないのか。であれば、我々も守っていただかなければ困るのですよ、商

工業をやっている方、そうですよね。だって、金利がほかで借りたほうが安くて、指定され

たほうが高ければ、一番困るのは借りたほうですよね、現実的に。そう思いませんか町長、

この部分。 

まず、指定銀行から借りたら１.２５でした。ほかの銀行から借りたら１.１でした。であ

れば、安いほうが払うほうとしては有り難いのではないですか。そう思いませんか、どうで

すか。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 商売は自由でありますので、安いところから借りるということは当然あろうかと思いま
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すし、銀行も競争の社会でありますので、他店よりも有利な条件で貸したい銀行もあろうか

と思います。それはそれで商業の自由ですので、そういうものだと思いますけれども、町と

してどうなのかというところは、その部分だけではなく、地元の金融機関という部分も鑑み

ながら考えていかなければならない部分もあると思いますので、その辺を考慮しながら議

論してみたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

 しつこくいきますので、町長ごめんなさいね。 

 現実的には、金融機関は守られているのですよ、国に、きちんと。潰すときは金融庁が潰

すのですから。法的資金を投入して守るのですから。民間企業はそういうことはございませ

ん。金融庁は、銀行、組合等々はきっかり守っているのですよ。商人、それから漁業者含め

て、誰も守ってくれていないのですよ。それをうちの町は守るのですか、もう一度。商業の

ための振興のためと言っているのであれば、安いほうから借りて、少しでも助けてやろう、

金利を助成するから下がると。その分を上乗せしているのですよ、銀行は。うちしかいない

のだから競争原理は一つも働いておりません。これでは駄目だと思うのですが、町長どうで

すか。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 金融機関が金融庁に守られているという部分と、私が地元の金融機関というのは若干意

味が違いまして、地元企業という意味で、もちろん商工業者の皆さんを守るというのはおこ

がましいですけれども、活力を持って活動していただけるような制度というのをこれまで

もやってきたし、これからもやっていこうと思っているところでありますので、金融機関も

同じように、やはり地元の金融機関をまず大事にしたいという気持ちはあります。 

 ただ、金利の話で、もっと有利なところがあるという部分は、これは当然だろうと思いま

す。借りる自由はどこにいてもありますし、金融機関同士も競争されているわけですから、

それに対して異存はないわけですけれども、果たして利子補給というところで、範囲を広げ

るのがいいのかというところは、全くどこでもいいですよとできるのかどうかも含めて、繰

り返しになりますけれども、商工会ともよく相談しながら考えてみたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

 十分検討をしていただきたいと思います。 

 現実的には、僕は農協にも金融機関ありますよね。水産、漁業組合にも。であれば、そこ

も同じ地元の金融機関という解釈もできると。並びに郵便局も貸出しをしますよね。何で１
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社だけなのかと。 

現実的に、本当に商店の方、大きなお金を動かすときに、金利の１％、２％というのは大

きいのですよ。今トラック１台買うと４,０００万円、５,０００万円ですよ、要は。こうい

うものをしっかりと職員の皆さんも、車もどんどん上がっているでしょう、買うとき。今は

もう２年待ちだなんてやっている。だから、１円でも安く自分の商店を守ろうというのは、

商店の皆さんの努力だろうと僕は思っております。 

やはり守る以上は、一機関はすばらしい銀行ですから金利も多分安いのだろうと。だか

ら、高いのはそこの経営が悪いから高いのかもしれないという解釈もできるわけですね。と

ころが、安いところもあると。だけれども、地元のほうが高いと。これは商売の原理で貸す

ほうは自由ですから、高くしようと、最低何％という金利は決められていますから、その範

囲で貸すわけですけれども、ここら辺は、利子補給を町は振興のため、商店が努力にしてく

れているということに僕は十分感謝をしておりますが、大きなお金を動かす業者の皆さん

から考えると、１％、２％の金利が負担に、利子補給してもらっても、そっちのほうが将来

的には安くなるということになるわけですよ。 

だから十分、これは指定機関としている銀行にもしっかりと議論をしていただきたいと

思います。何でそうなるのだと、要は。ほかの銀行が安いのに、何で一機関、一つしかない

から銀行、現実的に何ぼあれしてもね。だから、現実的には、うちの町融資に対しては、１.

２５が下段でございますと言っているのですよ。これでは、指定機関の話でありません。指

定機関であれば、その店の規模等々踏まえたうえで金利を決めるのだけれども、最低はもう

ここで決めていますと言われると、借りるほうはそれ以上もう言えないのですよ。 

ここら辺も町長ね、しっかり検討、商工会と信金と。何で１億しか預けていないのに、預

けているのだよね、あれ、現実的には。それで４億円までと増やしてくれたのだよ、これ。

伏見町長のときですよ、これね、多分。俺が聞いて増やした。だから、伏見町長のときにやっ

たままなのですよ。だから、そのときは、黒川町長は商工課長か何かでいたかな。これだと

思うよ。そこら辺も踏まえて、やっぱり実情に合わせて利子補給のことを少し考えていただ

きたいと思っております。 

商工業に多大な補助金やらを出しているのは分かっていますから、そこら辺はしっかり。

農協も入れるのか、漁業も入れるのか、そこら辺も議論をしっかり庁内でしていただきたい

と思います。そこだけもう一回、議論はしてくれるということで、確認をさせていただきた

いと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 今回の提案でございますので、しっかりと議論をしていきたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかにございませんか。 
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船戸委員。 

○船戸健二委員 

 町営牧場についてお伺いします。 

 町営牧場の事業運営において、飼料の高騰、農業機器の更新、農業作業委託業務費用等、

牧場経営の改善は厳しい状況だと私も理解しております。将来的な収支採算の係数として

８０％を目標としていると協議会でもご説明をいただきましたが、決算を踏まえて、現在の

認識と今後の対策について、どうお考えかお伺いします。 

○菅決算審査特別委員長 

 松木副町長。 

○松木副町長 

 令和４年度の決算を見てもお分かりのとおり、非常に経営収支は悪いです。その要因とし

て、過去も何度か常任委員会の場で、まず一つは今の酪農情勢にある、もう一つは世界的な

物資の高騰にある。それともう一つ、大樹町内独特の家畜伝染病の状況があるというご説明

を、私、農林水産課長兼町営牧場長の頃に何度かさせていただきました。 

 この状況が今年、来年、解決するかという部分になりますと、非常に厳しいと思います。

一旦上がった物資につきましては、これが値下がりするなどということはほとんど考えら

れませんし、現在、体力を失いつつある地域酪農、これからゴーサインが出ても、すぐにトッ

プギアに入るかどうかという部分もございます。 

 また、町営牧場は性格上、後継牛をつくっていく、養っていくという職務なのですけれど

も、現在、町内酪農家飼養頭数を若干減らしながら、後継牛をつくっても搾れない可能性が

あるということで抑制しているものですから、急激な頭数の回復というのも望めないと思っ

ています。 

 ただ、大樹町自体は１万４,０００ヘクタールという農用地がございますが、そのうちの

１４分の１は、ほぼ町営牧場です。この土地は、大樹の地域酪農、地域畜産にとって大きな

資源と考えていますので、短期的に見ると結構足を引っ張ることになるとは思うのですけ

れども、中長期的に見ていただいて、地域の基幹産業を支えるという部分で、回復の兆しを

期待するというものでございます。 

 ただ、当初、料金改定をしたときに、８割を目指すと言ったのは事実でございますし、そ

のときは、夏１,０００頭、冬５００頭ぐらいを面倒見られればいいかと思ったのですが、

現在、夏６００頭、冬４５０頭という形です。これが、例えば家畜伝染病から卒業する大規

模農場が出てくるとか、また現在、若干牛乳不足と言われ始めているのですが、また生乳の

生産がひっ迫気味になるとか、そういった機会があると町営牧場の利用というのも回復す

るものと思っていますし、それまで若干厳しいのですが、実際、収支としてもかなり悪いと

思いますが、できる範囲のコストの削減を通じながら、また自給粗飼料とかのいいものを

作って、購入飼料とか購入肥料を減らすといった努力もしながら進めていきたいとは考え

ているところでございます。 
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○菅決算審査特別委員長 

船戸委員。 

○船戸健二委員 

 基幹産業を支えるという考えはとても理解しますが、ある一定の水準を超えた場合、やは

り指定管理や委託管理、売却等も含めて、自前である町営牧場である必要性についても再度

議論をしていただき、様々な形を検討していただきたいと思うのでよろしくお願いします。 

○菅決算審査特別委員長 

 松木副町長。 

○松木副町長 

 ご指摘のとおりと考えています。 

とりあえず、今年からは二つの牧場のうちの一つを指定管理に持っていったと。これで多

分数百万円単位でありますけれども、経費の節減にはなっているのだろうと思います。幾ら

地域の畜産を支えるための貴重な資源と考えていても、やはりそれ以外の部分で町の一般

財源を食い過ぎるという部分に関しましては、ご指摘のとおりと思いますので、指定管理か

ら、若しくは運営の委託、若しくは処分というところも踏まえながら、今しばらく検討を進

めたいと考えます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

安田委員。 

○安田清之委員 

 現実的に、今、町の財政、決算を見させていただいて、並びに令和５年度の当初予算等々

も承認したところであります。しかしながら、昨今の物価高騰、賃金の高騰を踏まえたうえ

で、町の財政を鑑みると、苦しい時期が令和７年ぐらいから来ると思います。 

起債の償還時期が来るのだろうと認識していますが、間違っていたらお許しいただきた

いと思いますが、工事代金、物品、油も含め、全部が値上がりしている状態です。これを町

がきちんと町の財政を鑑みて予算を執行していくうえで、本当に予算が足りなくなる可能

性が出てくるのではないかと、僕、思うのですよ。僕自身そんなに能力があるわけではあり

ませんが、人件費、まずパートで４０円上がるわけですよね、油がもう２００円近い、それ

から家を建てる、家を補助したらいいというご意見もありました。坪百万円、３０坪の家を

建てたら３,０００万円、土地を買ったらもう４,０００万円。 

僕が町長にお伺いしたいのは、来年度の予算を執行するうえで、令和５年は我々も認めて

いますから、本当に予算をつくるうえで苦しい思いにならないのかと思っているのですよ。

町長方はこういうものをお考えになるときに、心境は今どうですか。お聞かせいただきたい

と思います。 

○菅決算審査特別委員長 



 

－ 44 － 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 言われるとおりでございまして、諸物価高騰している、あるいは人件費が上がる、職員の

人件費も今年の人事院勧告では１万円程度上がるということで、数千万円の補正が必要だ

ということでございまして、今まではどちらかというと縮小気味で来ているところもあり

ましたが、令和に入ってからは大きな公共事業業が多かったのですが、それも一休みという

か、今年は大きなものはないのですが、人件費やその他がいろいろ上がっていると。 

ある意味、庁舎なんかも高騰の前に終わって、その点ではタイミングよくやれたという、

結果論ですが、ところもあります。ただ、これからもやることがいっぱいありますので、こ

れから行う部分については、高い単価で考えなければならない。今までの常識が通用しない

というようなことがあろうかと思います。 

 予算に関しては、これからになりますが、やりたいことというのはたくさんございまし

て、その中で取捨選択しながら、あるいは総合計画で議論をしていただいておりますので、

その中に優先順位をつけながら、計画的に実施していきたいと思っております。諸物価高騰

のことも当然頭に入れながら、有利な起債、あるいは本当に必要な面積なのかとか、規模で

すね、そういうことを吟味しながら進めていきたいと思っておりますし、今ある基金、ある

いは起債の残高、これは先でも答弁しましたが、決して管内的に楽なほうではないという認

識は持っておりますので、そういった中で十分検討しながら進めてまいりたいと思ってお

ります。 

 委員言われるように、令和７年から庁舎の元金償還が大きくなると。令和７年、８年、９

年がピークだなと思っておりますので、その辺も鑑みながら、そこを超えて返していけるよ

うな起債の運用というものも考えていかなければならないと思っているところでございま

す。十分念頭に置いて取りかかりたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

 町長、全部私が聞きたことを言っていただきました。 

本当にしっかりと、これは町長だけではないのですね。本当にお金が大変な時期が来るよ

ということを職員、ここにおられる課長職の皆さん、参事の皆さん、やっぱり植えつけてい

ただきたいと。紙１枚でも大事にしようと、水１滴大事にしようと、そういう何を削れるか、

何をしたらどうなるかという、職員の皆さんも知恵を出していただかなければ、町長、副町

長、教育長の３人だけでは町は回らないのですよ。やっぱり課長職の皆さんが手足になって

大樹の町をどうするかという考えをしていただくということが、僕は一番重要だと思って

おります。 

たくさん必要なものがあるのだろう、要求もあるだろう。だけれども、本当にいつかここ

をやらなければ、止めなければいけないというものもたくさんあると。総合計画でと言って
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いますから、しっかりこの議論はしていただきたいと思いますので、町長、特にお願いをし

ておきます。総合計画でしっかりと必要外のものはしっかり削っていくことを職員の皆さ

んにも、紙１枚、水１滴、電気、ガソリン、真剣に取り組んでいただかないと大樹町大変な

ことが起きていくと思っておりますので、職員の皆さんはそう思っていないかもしれない

けれども、大樹町がなくなると一番困るのは町民でございますので、よろしくお願いをして

やめておきます。 

ありがとうございました。 

○菅決算審査特別委員長 

休憩します。 

 

休憩 午後 １時５０分 

再開 午後 ２時００分 

 

○菅決算審査特別委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

 総括質疑を続けます。総括質疑はありませんか。 

 播間委員。 

○播間章浩委員 

 ＴＭＯ活動推進事業の補助金ですが、令和４年度１,４５０万円支出されておりました。

私の勉強不足のところもあるのですけれども、補助金の趣旨と金額設定、あと補助した後の

使い道、この辺りはどのように管理されているか、お聞きできればと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 ＴＭＯへの補助金の関係でございますけれども、令和４年度で１,４５０万円の補助を

行っております。この分の内訳としましては、道の駅の運営に係ります人件費分が１,２９

０万円、そして２階の経済センター、２階多目的ホールの経費分としまして６０万円、そし

て新型コロナウイルス感染症対応の特例加算分として１００万円を合わせまして１,４５０

万円という形で積算をしてございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

播間委員。 

○播間章浩委員 

 これは、人件費に応じて、もうほぼ固定ということになるのでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

 伊勢企画商工課長。 
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○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 道の駅を運営するにあたりまして、ＴＭＯでも年間の出資予算を組みます。その中で収入

の分をある程度見込むわけなのですが、それでも補えない分の人件費相当分を町のほうで

補助しているというところでございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

播間委員。 

○播間章浩委員 

 町のほうからも１,４５０万円という形で補助されているということなので、もっと売上

を出していけば、こういった補助金も減っていくのではないかと、感覚的なところもあるの

ですが、そういったところでより道の駅の魅力化ですね、出すばかりではなくて、もっと魅

力ある道の駅にするべく、協議会という話もありましたが、そういったところも随時進めて

いただければと思います。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑ございませんか。 

西山委員。 

○西山弘志委員 

 アルコールチェック体制についてお伺いします。 

 また今年度もアルコールチェック器が増えました。そこで、現在のチェックの器械は何台

あって、どのように振り分けられているか、お聞きします。 

○菅決算審査特別委員長 

 吉田総務課長。 

○吉田総務課長 

 アルコール検知器の数についてお答えさせていただきます。 

現在、役場のほうで２６台購入してございます。それで、各課に公用車両を持ち合わせて

おりますので、各課に１ないし２台配布している形で、職員が各課で乗るときにはアルコー

ルチェックをしていただいて、管理者である管理職若しくは管理職がいない場合は係長等

がアルコール度を管理していただいて、公用車の車両管理部のほうにアルコール度数と確

認した責任者の印を押す形で管理してございます。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

西山委員。 

○西山弘志委員 

 ありがとうございます。これは本当に２６台もあるということで、また管理職の方々が

しっかり見守って確認を取っているということは、職員を守るために大事なことなので、絶
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対力を抜かないでしっかりやっていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

安田委員。 

○安田清之委員 

 町長方の耳、痛いかなと思いますが、この間、新聞でマイナンバーの関係で報道されてい

ました。記載漏れなのか、何か説明を若干受けて、うちの職員のミスではないような気もす

るのですが、記載もしなくてもいいような事例ですが、新聞に出ると職員は何をやっている

のだというご意見があります。 

課長方、真剣に聞いていてよ、これね。町長に言いたいのは、課長は分かっているけれど

も、係長は分からないでいいと思ったとかということに、連携ミスがあるのではないかと。

やはり課長がきちんと目を通し、係長がしっかりとその下に対してもコミュニケーション

がうちの役場は取れているのだろうか、どうか。ここら辺、誰に聞いたらいい、町長だね、

やっぱりな。横の連携、多分、町長並びに教育長あたりは職員を集めていろいろ議論をして

いるのだろうと思いますが、ああいうミスがあるというのは恥ずかしいことであります。 

ですから、僕からの提言では、庁舎内にいない職員というのはたくさんいますよね。現実

的には教育委員会、らいふ、病院、みんな離れていますよね。目が届いているのだろうと思

いますが、町長、副町長、教育長がいないと気が抜ける部分があるのだと思うのですよ、現

実的に。 

こういうことは、離れている、教育長が一番いいの。離れて教育長がいるところの連携は

どのようにやっているかお聞かせください。職員とのコミュニケーション含めて、業務用連

絡含めて、お教えをいただきたいと。教育長お願いします。 

○菅決算審査特別委員長 

 沼田教育長。 

○沼田教育長 

 委員がおっしゃるとおり、内部の情報共有、そして連絡、報告、相談体制というのは、組

織にとっては必須の要件だと思っているところであります。教育委員会は、庁舎から離れて

独立して業務にあたっておりますが、私どもの体制としましては、朝と帰りに必ず全員によ

ります打ち合わせを持っております。また、毎週１回、係長、課長、それから私含めた内部

での１週間の行事、事業等を見据えたうえの打ち合わせ、連絡等をしているところでござい

ます。 

また、庁舎との打ち合わせにつきましては、毎週１回、町長の下で管理庁議をやってござ

いますので、そこのところで、本庁舎と離れております私どもの連携と情報共有というのは

図っているところでございますが、ミスというのは、委員おっしゃるとおり、そういったと

ころから綻びが見えているというのは、私どもも日常の中で冷やっとすることございます

ので、今後も引き締めて内部で情報共有しながら、しっかりと組織として同じ方向を見て進
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んでまいりたいと、改めて今背筋がぴんとなったところでございました。 

以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

 教育長にいいことを言っていただいたので、十分心に秘めて職員、ここにおられる方は最

高幹部ですから、しっかりと職員に対して物を言っていただきたい。憎まれることを嫌がっ

たら、課長職等々、町長、副町長等々はやれないわけです。町長、副町長というのは全部見

られないのですよ。お願いできるのはあなた方課長職しかいないので、これはしっかり肝に

銘じてやっていただきたいと私からお願いをしておきます。 

 そのまま続けていいですか、もう一つ。 

○菅決算審査特別委員長 

 別な案件ですか。どうぞ。 

安田委員。 

○安田清之委員 

 若干関連するのです。聞くことはね。 

私ね、いつもこの頃思っていまして、うちの職員、ネームはつけています、現実的には。

服の中に入れてしまったら名前は分かりません。町長も含めて、みんなボタンすると、その

中に入ってしまうのだよ。 

案ですから、お願い。するしないは別ですから、町長にお考えいただきたいのは、どこの

会社でも記章ってありますよね。我々議員もしていますよね。職員はしていないのですよ、

誰も。うち、記章ってないのですか、町長。まず一つお伺いします。記章はないのか。 

○菅決算審査特別委員長 

黒川町長。 

○黒川町長 

 襟につける記章は作っておりません。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

 僕ね、作るべきだと思うのですよ。せいぜい、そんな高いものではないでしょう。町が持っ

て、はい、使いなさいと。万が一、辞めたときには、お返しくださいと。これはどこの企業

もそうですから、要は。これを僕はするべきだと、まず思います。そこら辺、町長どうです

か、そういう考えありますか。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 
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 記章につきましては、十分考えたいと思っております。私も、道の職員に１年派遣されて、

そのときも記章、道のマークを貸与されました。貸与ですので、離職するときにはお返しす

ると。なくしたら始末書ものというものでございますけれども、そういったことがございま

した。道職員皆さんつけておられますので、町としても、公用車と同じで、大樹町の車です

というのと、私、大樹町の職員ですという部分の表示のためには記章があって、そしてマー

クは町章のマークでありますので、これに愛着を持って、誇りを持って仕事をしていただく

という部分でも、記章に関しては、今まで私も職員生活四十数年やっていますけれども、

ずっとなかったのです。ただ、町によっては作っているところもありますので、今後うちの

町でもぜひ導入するべきではないかという思いもありますので、内部でよく検討してみた

いと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

 十分協議をしていただきたいと思います。 

 それと、僕、今回、議会として相馬のほうに親善訪問をさせていただきました。そこで思

いついたことをしゃべらせていただきます。 

 現実的に、職員の皆さんがきちんと、相馬市の人間であるという腕章をかけているのです

よ。お迎えのときも、何のときも。ですから、いろいろなところから何千人という人が来て

いても、ああ、この人方は相馬市の職員の皆さんだなと分かるような腕章をしていた。うち

ははんてんを着ているけれども、買っていますよね、大樹町で。はんてんだと。ほかの人も

着ていると分からない。職員なのか、職員ではないのか。ああいうこと含めて、町長ね、考

えるべきだと思います。 

現実的に、相馬野馬追の親善訪問をさせていただいたときの職員の対応の仕方、職員並び

に街の人と会うことの多さというのがあるようで、きちんと市の職員という自覚を持って

ネームプレートと腕章をしていると。 

うちは今、柏林公園祭りがありますが、商工会もはんてんを着たり、役場もはんてん着た

り、大樹町商工会とは書いてあってもそこまでは見ないのだと思います。きちんとスタッフ

として、大樹町の職員として分かるようなことをするべきと。襟にする紋章と同じようにお

考えいただければありがたいと思いますし、対応の仕方、町民に対する対応、職員の顔が見

えない。現実的に我々は課長職、係長職は会っていますから分かりますけれども、若い方は

案外住民とのコンタクトが、交流が少ないような気が私自身はしております、現実的に。職

員の方が住民との関わりが少ないような気がしておりますので、それも含めて職員という

自覚を持たすうえで、そういうことをしっかり協議を、紋章、町章を含めて検討していただ

きたいと思いますが、町長、お願いをいたします。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 
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○黒川町長 

 今言われましたことを、イベント等で職員としてきちんと分かるようにという部分は、大

事だと思っております。私も相馬市に行かせていただきまして、皆さん、本当に暑い中、大

変一生懸命汗だくになって私どもを接待していただいたと。それも元気よく、明るく接待し

ていただいたというところは、大変印象に残っておりまして、我が町の職員も一生懸命やる

のですけれども、相馬市を見倣っていったらいいと思っております。 

その点では、私が常々言っているのは、５,４００人の町民の皆さんが私どものサービス

のお客様ですので、５,４００人のお客さんを覚えること、それから覚えてもらうことが大

事だと常々言っております。そういった意味でも、こういったイベントのときは職員ですと

いうことで、顔を売るといいますか覚えてもらう、そしてこちらも覚えていくと。ふだんの

仕事の職務ではない部分で関われるわけですから、一期一会でありますので、そういったと

ころを大事にして次の仕事に活かしていくことが大事かと思っておりますので、はっぴ等

も着るし、駐車場係の方は腕章もしますし、ビブスも着たりして、分かるようにはしていま

すが、さらにわかりやすいような方法も考えてみたいと思います。 

ありがとうございました。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、総括質疑を終了します。 

これより、認定第１号の討論を行います。討論はありませんか。 

志民和義委員。 

○志民和義委員 

 ただいま提案されております令和４年度大樹町一般会計決算認定に反対の討論を行いま

す。 

 総務費、徴税費、賦課徴税費の十勝圏複合事務組合滞納整理機構への支出でございまし

て、日頃から滞納整理に町職員が力を合わせて取り組んで高い収納率を上げており、そのこ

とを承知しております。しかし、私は町民の問題は町職員で解決していくことが重要だと考

えております。住民の事情をよく知っている職員にそれを解決していく力を備えていると

認識しておりまして、以上の理由から、滞納整理機構に回すことなく職員で徴収するべきだ

と考え、本決算認定に反対をいたします。 

○菅決算審査特別委員長 

 次に、賛成討論の発言を許します。討論はありませんか。 

西田輝樹委員。 

○西田輝樹委員 
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 令和４年度一般会計決算認定の賛成討論をさせていただきます。 

令和４年度大樹町一般会計歳入歳出決算認定について、賛成の立場で意見を申し上げま

す。 

歳入の状況を見ますと、調定額に対する収入割合は、前年度と同割合の９９.８％となっ

ています。主要財源である町税の収入割合は、前年度から０.３ポイント増の９８.２％と、

引き続き高い数字を維持しており、決算額も前年度を４,２９１万円ほど上回る９億５,７

２８万円となっております。 

歳出の執行率は、前年度から３.９ポイント減の９３.５％となりましたが、翌年度繰越額

を除いた不用額は、前年度とほぼ同割合の１.７％であり、効率的に予算執行されているも

のと判断します。 

この結果、繰越財源を除いた実質収支は３億４０８万円の黒字となり、歳入の確保や歳出

の削減に対する努力は十分評価できるものと考えます。 

また、地方債の現在高は、一部繰上償還を行ったことにより、起債償還額が起債歳入額を

上回ったことから２億６,６０９万円減の９２億４,２２３万円となっております。 

基金残高については、起債の一部繰上償還に減災基金を繰り入れたことなどにより、３.

１％減の３９億６,３６１万円となっておりますが、報告のあった健全化判断比率を見ても

起債の償還が計画的に進んでいることなど各比率を維持しており、引き続き健全な財政状

況となっております。 

予算執行の内容及び成果についても、決算審査意見のとおり、効率的かつ適正に執行され

ておりますので、令和４年度一般会計歳入歳出決算を認定することに賛成いたします。 

○菅決算審査特別委員長 

 次に、反対討論の発言を許します。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 次に、賛成討論の発言を許します。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了します。 

 これより、認定第１号令和４年度大樹町一般会計決算認定についてを起立により採決い

たします。 

本件は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

       （賛成者起立） 

○菅決算審査特別委員長 

着席してください。 

起立８名、起立多数であります。 
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 よって、本件は原案のとおり認定することと決しました。 

 

   ◎延会の議決 

○菅決算審査特別委員長 

 お諮りします。 

 委員会運営の都合上、本日はこれで延会とし、あさって１４日午前１０時から委員会を再

開したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれで延会とし、あさって１４日午前１０時より委員会を開催します。 

 

◎延会の宣告 

○菅決算審査特別委員長 

本日は、これにて延会といたします。 

 

延会 午後 ２時２４分 
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令和４年度決算審査特別委員会会議録（第３号） 

 

令和５年９月１４日（木曜日）午前１０時開議 

 

○議事日程 

 第 １ 委員会記録署名委員の指名 

 第 ２ 認定第  １号 令和４年度大樹町一般会計決算認定について 

 第 ３ 認定第  ２号 令和４年度大樹町国民健康保険事業特別会計(事業勘定)決算

認定について 

 第 ４ 認定第  ３号 令和４年度大樹町後期高齢者医療特別会計決算認定について 

 第 ５ 認定第  ４号 令和４年度大樹町介護保険特別会計決算認定について 

 第 ６ 認定第  ５号 令和４年度大樹町介護サービス事業特別会計決算認定につい
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 第 ７ 認定第  ６号 令和４年度大樹町水道事業会計決算認定について 

 第 ８ 認定第  ７号 令和４年度大樹町立国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いて 

 第 ９ 認定第  ８号 令和４年度大樹町下水道事業会計決算認定について 

 

○出席委員（１０名） 

  １番 播 間 章 浩   ２番 寺 嶋 誠 一   ４番 吉 岡 信 弘 

  ４番 西 山 弘 志   ６番 船 戸 健 二   ７番 杉 森 俊 行 
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 １１番 菅   敏 範 
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 総 務 課 長                     吉 田 隆 広 

 住 民 課 長                     水 津 孝 一 

 保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼 

 町立尾田認定こども園長兼学童保育所長          清 原 勝 利 

 保健福祉課参事                     瀬 尾 さとみ 

 保健福祉課参事                     明日見 由 香 

 建設水道課長兼下水終末処理場長             奥   純 一 
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 会計管理者兼出納課長                  楠 本 正 樹 

 町立病院事務長                     下 山 路 博 

 特別養護老人ホーム所長兼老人デイサービスセンター所長  牧 田   譲 

 

＜教育委員会＞ 
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 主     事                     奥 野 美 咲 
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開議 午前１０時００分 

 

   ◎開議の宣告 

○菅決算審査特別委員長 

ただいまの出席委員は１０名であります。 

 定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

本日の日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 委員会記録署名委員指名 

○菅決算審査特別委員長 

 日程第１ 委員会記録署名委員の指名を行います。 

委員会記録署名委員は、規定により、委員長において、 

 船 戸 健 二 委員 

  杉 森 俊 行 委員 

を指名いたします。 

 

◎日程第３ 認定第２号 

○菅決算審査特別委員長 

 日程第２ 認定第１号令和４年度大樹町一般会計決算認定についてから日程第９ 認定

第８号令和４年度大樹町下水道事業会計決算認定についてまで、以上、一括議題とされた８

議案のうち、日程第２ 認定第１号令和４年度大樹町一般会計決算認定についての審査は

終了しておりますので、これより、日程第３ 認定第２号令和４年度大樹町国民健康保険事

業特別会計(事業勘定)決算認定についての審査に入ります。 

 関係説明員から議案並びに事項別明細書の説明を求めます。 

 水津住民課長。 

○水津住民課長 

 それでは、認定第２号令和４年度大樹町国民健康保険事業特別会計(事業勘定)決算認定

について説明させていただきます。 

 決算認定についてご説明申し上げますので、議案の次のページ、総括表をご覧ください。 

 令和４年度国民健康保険事業特別会計決算総括表につきまして、科目ごとに決算額を申

し上げます。 

 歳入。 

保険税、決算額１億５,８７９万２,９５１円、不納欠損３,０００円、収入未済額１,６３

０万４,７３１円、収入割合は９０.７％で、前年度と比較して１.５ポイントの増となって

おります。国庫支出金、決算額４,０００円、道支出金４億６,０９２万７,２６７円、財産

収入１２７円、繰入金９,５３４万３,９１７円、繰越金１,１３０万１,９３５円、諸収入７
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８万３１６円。 

 収入合計、予算額７億４,３７０万５,０００円、調定額７億４,３４５万８,２４４円、決

算額７億２,７１５万５１３円、不納欠損が３,０００円、収入未済額が１,６３０万４,７３

１円、収入割合は９７.８％でございます。 

 次に、歳出ですが、総務費、決算額５,４９４万３,３７９円、保険給付費４億３,３４８

万９,８１１円、国民健康保険事業費納付金２億１,９６５万１,０００円、共同事業拠出金

の支出はございません。保険事業費５１５万５,８９４円、公債費の支出はございません。

諸支出金６１５万３,２００円。 

 歳出合計、予算現額７億４,３７０万５,０００円、決算額７億１,９３９万３,２８４円、

不用額２,４３１万１,７１６円、執行率が９６.７％です。 

歳入歳出差引残額７７５万７,２２９円で、同額を翌年度へ繰り出すものでございます。 

次に、事項別明細書で説明いたしますので、事項別明細書２６１ページ、２６２ページを

お開き願います。 

歳入です。収入済額のみ申し上げます。 

１款、１項ともに保険税、１目一般被保険者保険税、収入済額ともに同額の１億５,８７

９万２,９５１円。現年課税分では、収入割合が９８.３％で、前年対比、増減なしです。滞

納繰越分では収入割合が２８.８％で、前年比５.８ポイントの増となっております。不納欠

損は１件分で３,０００円となっております。２目退職被保険者保険税、収入済額はござい

ません。 

２款国庫支出金、１項国庫補助金、１目国民健康保険災害臨時特別補助金ともに同額の

４,０００円です。 

３款道支出金、１項道補助金、１目保険給付費等交付金ともに同額の４億６,０９２万７,

２６７円。保険給付費に充てられている普通交付金が４億３,３５５万４,２６７円と、特別

交付金が２,７３７万３,０００円となっております。 

４款財産収入、１項財産運用収入、次のページ、１目利子及び配当金ともに同額の１２７

円です。 

５款繰入金９,５３４万３,９１７円、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金ともに同額

の８,３１１万８,９１７円。このうち保険税の負担を抑えることを目的とした５節一般被

保険者療養給付費繰入金を皆減し、６節その他一般会計繰入金に変え、国保会計基金に積立

てを行うものです。 

６款、１項ともに繰越金、１目前年度繰越金ともに同額の１,１３０万１,９３５円。 

次のページに移りまして、７款諸収入７８万３１６円、１項延滞金及び加算金、１目延滞

金ともに同額の６４万９,３００円。２目加算金の収入はございません。２項雑入１３万１,

０１６円、１目療養給付費等負担金、基金の積立てをしたことにより皆減です。２目第三者

行為徴収金４万１,１０８円。３目雑入８万９,９０８円。 

収入合計、予算現額７億４,３７０万５,０００円、調定額７億４,３４５万８,２４４円、



 

－ 5 － 

収入済額７億２,７１５万５１３円、不納欠損額が３,０００円、収入未済額が１,６３０万

４,７３１円となるものでございます。 

次に、歳出を説明いたしますので、２６７ページ、２６８ページをお開き願います。 

歳出です。支出済額のみ申し上げます。 

１款総務費５,４９４万３,３７９円、１項総務管理費、１目一般管理費ともに同額の５,

３０７万７,４３４円、１２節委託料では国保事務に係る電算システムにつきまして、市町

村の事務軽減、費用負担軽減の観点から令和２年度に北海道が導入しました国保事務処理

標準システム保守業務をするため経費を支出してございます。次のページに移りまして、２

項徴税費、１目賦課徴税費ともに同額の１７５万２,２４５円。３項、１目ともに運営協議

会費ともに同額の１１万３,７００円。 

２款保険給付費４億３,３４８万９,８１１円、１項療養諸費３億７,９００万３,０５８

円、前年対比で９９.１％となっております。１目一般被保険者療養給付費３億７,６２４万

８５０円。次のページに移りまして、２目一般被保険者療養費１７４万５,９４５円。３目

審査支払手数料１０１万６,２６３円。２項高額療養費５,２０１万２,６４３円、１目一般

被保険者高額療養費５,２０１万２,６４３円、前年対比９８.３％となっております。２目

一般被保険者高額介護合算療養費の支出はございません。３項移送費の支出はございませ

ん。４項出産育児諸費２１０万１,０５０円、１目出産育児一時金２１０万円。２目審査支

払手数料１,０５０円。５項葬祭諸費、１目葬祭費ともに同額の２４万円。次のページに移

りまして、６項傷病手当諸費、１目傷病手当金１３万３,０６０円。 

３款国民健康保険事業費納付金２億１,９６５万１,０００円。この納付金は、平成３０年

度から国民健康保険が都道府県単位化されたことにより、北海道が算定した額を納めるも

のでございます。１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費分ともに同額の１億５,

４３７万７,０００円。２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等

分ともに同額の４,６５１万２,０００円。３項介護納付金分、１目介護納付金分ともに同額

の１,８７６万２,０００円。 

４款共同事業拠出金、１項、１目ともに支出はございません。 

次にページに移りまして、５款保健事業費５１５万５,８９４円。１項保健事業費、１目

保健衛生普及費ともに同額の５７万７８５円。２項、１目ともに特定健康診査等事業費とも

に同額の４５８万５,１０９円、１２節委託料の特定健康診査の実施人数は４１２人となっ

ております。 

６款公債費の支出はございません。 

次のページに移りまして、７款諸支出金６１５万３,２００円、１項償還金及び還付加算

金３６万４,２００円、１目一般被保険者保険税還付金９万２００円、２目保険給付費等交

付金償還金２７万４,０００円。２項繰出金、１目直営診療施設勘定繰出金ともに同額の５

７８万９,０００円。この繰出金は、北海道から大樹町立病院の運営に特別に要した費用と

して交付された緊急患者受入体制に対して病院会計に繰り出したものでございます。 
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歳出合計、予算現額７億４,３７０万５,０００円、支出済額７億１,９３９万３,２８４

円、不用額２,４３１万１,７１６円となるものでございます。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 議案並びに事項別明細書の説明が終わりました。 

これより、事項別明細書の歳入歳出全般についての質疑を受けます。 

質疑はありませんか。 

 志民委員。 

○志民和義委員 

 国保会計を支える被保険者の数は、ここずっと減少していると前も聞いたのですが、その

傾向は今も変わらないでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

水津住民課長。 

○水津住民課長 

 委員おっしゃるとおり、世帯数は年々減ってきてございまして、令和４年度は７７２世帯

となっております。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 ２６２ページの保険給付費等の交付金で、保険者努力支援金ということで支援を受けて

いるというか交付を受けているようにここに書いてありますけれども、具体的な努力とい

うのはどういうことで評価されているのでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

水津住民課長。 

○水津住民課長 

 保険者努力支援分につきましては、予防、健康づくり等、特定健診、メタボ予防など、取

組状況に応じて交付される交付金となってございます。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、歳入歳出全般に関する質疑を終了します。 

これより、認定第２号の総括質疑を行います。質疑はありませんか。 

志民委員。 
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○志民和義委員 

 国保会計に特有といいますか、傷病手当金、それから均等割だとか、そういう社会保険に

はない、家族が増えても変わらない社会保険と違う制度になってきている。これは、等しく

していくような方法に持っていくべきだと考えていますけれども、そういうようなことが、

町長の考えと町村会についてはどういう動きになっているでしょうか、お伺いいたします。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 傷病手当金、あるいは均等割等々の、応益割という考え方が社会保険にはないということ

で、社会保険はあくまでも働き手の方からいただいているということでございますけれど

も、社会保険がそうだから国保もそうでなければならないということではないと思うので

す。国保は国保の仕組みがあろうかと思いますので、そういった応益割を均等割の配分など

の見直しというのは、あるいは軽減措置とかといったことはあろうかと思うのですけれど

も、そもそものつくりの部分で社会保険と右倣えにするべきだという議論は、私は聞いたこ

とがないですし、そうするべきだとも思っておりません。現状でいいのではないかと思って

おります。 

○菅決算審査特別委員長 

志民委員。 

○志民和義委員 

 町村会で、傷病手当金についての動きについてはどうでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 手元に資料がないのですけれども、その辺、私が就任してからは議論があった記憶はござ

いませんので、議論はなかったと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、総括質疑を終了いたします。 

これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 
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 これより、認定第２号を採決いたします。 

 お諮りします。 

本件は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり認定することと決しました。 

 

◎日程第４ 認定第３号 

○菅決算審査特別委員長 

日程第４ 認定第３号令和４年度大樹町後期高齢者医療特別会計決算認定についてを議

題といたします。 

関係説明員から議案並びに事項別明細書の説明を求めます。 

 水津住民課長。 

○水津住民課長 

 認定第３号を説明いたしますので、議案のほうにお戻り願います。 

 認定第３号令和４年度大樹町後期高齢者医療特別会計決算認定についてご説明申し上げ

ますので、次のページの総括表をお開き願います。 

 令和４年度後期高齢者医療特別会計決算総括表について、科目ごとに決算額を申し上げ

ます。 

 歳入。 

後期高齢者医療保険料、決算額７,０５５万９,９００円、不納欠損額、収入未済額はござ

いません。収入割合は１００％で、前年と比較して０.１ポイントの増となっております。

繰入金、決算額２,８３１万４３９円、繰越金５８万６,３０２円、諸収入５万３,８６０円。

広域連合支出金３９万６,２６２円。 

収入合計、予算現額１億７０万５,０００円、調定額９,９９０万６,７６３円、決算額９,

９９０万６,７６３円、不納欠損、収入未済額はございません。収入割合は１００％でござ

います。 

次に、歳出です。 

総務費、決算額１００万１,１２８円、後期高齢者医療広域連合納付金９,８８３万８,７

３９円、諸支出金４万１,２００円。予備費の決算額はございません。 

歳出合計、予算現額１億７０万５,０００円、決算額９,９８８万１,０６７円、不用額８

２万３,９３３円、執行率が９９.２％です。 

歳入歳出差引残高２万５,６９６円で、同額を翌年度へ繰り越すものでございます。 

次に、事項別明細書で説明いたしますので、事項別明細書の２７９ページ、２８０ページ

をお開き願います。 
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歳入です。収入済額のみ申し上げます。 

１款、１項、１目ともに後期高齢者医療保険料、同額の収入済額７,０５５万９,９００円、

収入割合は、現年度分、滞納繰越分ともに１００％となっております。後期高齢者医療保険

制度に加入している方の保険料で、対象人数は年間平均で１,０９５人となっております。 

２款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金ともに同額の２,８３１万４３９円。 

３款、１項、１目ともに繰越金、同額の５８万６,３０２円。 

４款諸収入５万３,８６０円、１項延滞金及び過料の収入はございません。２項償還金及

び還付加算金、１目保険料還付金ともに同額の３万１,２００円。２目還付加算金の収入は

ございません。３項雑入、次のページに移りまして、１目雑入ともに同額の２万２,６６０

円。 

５款広域連合支出金、１項広域連合交付金、１目後期高齢者医療特別調整交付金、収入済

額３９万６,２６２円。 

歳入合計、予算現額１億７０万５,０００円、調定額９,９９０万６,７６３円、収入済額

９,９９０万６,７６３円、不納欠損額、収入済額はございません。 

次に、歳出です。 

２８３ページ、２８４ページをお開き願います。支出済額のみ申し上げます。 

 １款総務費１００万１,１２８円、１項総務管理費、１目一般管理費ともに同額の９１万

８,６５８円。２項、１目ともに徴収費、同額の８万２,４７０円。 

２款、１項、１目ともに後期高齢者医療広域連合納付金、同額の９,８８３万８,７３９円。

この納付金は、後期高齢者医療制度の運営主体であります広域連合に納付するもので、保険

料の収入と町が負担する保険基盤安定制度の負担金、事務費の負担金を支出しております。 

３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金ともに同額の４万１,２０

０円。 

４款予備費の支出はございません。 

歳出合計、予算現額１億７０万５,０００円、支出済額９,９８８万１,０６７円、不用額

８２万３,９３３円となるものでございます。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 議案並びに事項別明細書の説明が終わりました。 

 これより、事項別明細書の歳入歳出全般についての質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。  

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、歳入歳出全般に関する質疑を終了いたします。 

これより、認定第３号の総括質疑を行います。質疑はありませんか。 
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志民委員。 

○志民和義委員 

 大樹町後期高齢者医療制度なのですけれども、もともとは国保一本できたところです。保

険制度というのは、そもそも広く一本にしておいてやったほうが効率的だし、負担が少なく

なるということです。それで、分けてしまって、国保からの支援とか、あるいは社会保険か

らの支援とか、そうなると保険制度そのものに対する競争というわけではないのですけれ

ども、場合によっては、会社あたりが不景気になってくると、そういうのはけんぽ組合あた

りから支援金は納めないとかということが一部報道されたりすると、制度自体がもともと

一本のほうがいいのではないですか。私はそう思いますけれども、いかがでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

 黒川町長。 

○黒川町長 

 後期高齢者医療制度につきましては、広く社会の中で運用されてきたものでありまして、

大変徴収率等々を見ても、町としてもスムーズにいっていると思っているところでござい

まして、特に大きな制度を変える必要があるかという議論は今のところないかと思ってい

るところでございまして、適切な運用を図ってまいりたいと思っているところでございま

す。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに総括質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、総括質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 志民委員。 

○志民和義委員 

 ただいま提案されております令和４年度大樹町後期高齢者医療特別会計決算認定に反対

討論を行います。 

 この制度は、発足当初から高齢者を区別することになると批判が多く、かつての老人保険

制度でよかったと私は考えております。よって、本決算認定に反対をいたします。 

○菅決算審査特別委員長 

 次に、賛成討論の発言を許します。討論はありませんか。 

 寺嶋誠一委員。 

○寺嶋誠一委員 

 ただいま議題となっております認定第３号令和４年度大樹町後期高齢者医療特別会計決

算認定について、賛成の立場で討論させていただきます。 
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 後期高齢者医療制度につきましては、急速に少子高齢化が進む中で、国民の医療費が増加

する状況にあり、特に増え続ける老人医療費を安定的に賄うための医療制度として、高齢者

の皆さんが安心して医療を受けられるよう構築された制度です。 

 北海道では、道内の全市町村が加入する北海道後期高齢者医療広域連合がこの制度の運

営主体を担っており、制度発足後１５年が経過し、安定した事業運営が行われています。 

 後期高齢者医療特別会計における町の事務としては、対象者の加入や離脱の届出、保険料

の徴収、保険証の引渡しなど、被保険者の身近な窓口業務を遂行しているところでありま

す。 

 本会計においては、事業運営が円滑に進められており、事務処理においても適切に処理さ

れていることから、本会計の決算に賛成いたします。 

○菅決算審査特別委員長 

 次に、反対討論の発言を許します。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 反対討論なしと認めます。 

 次に、賛成討論の発言を許します。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 賛成討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了します。 

 これより、認定第３号令和４年度大樹町後期高齢者医療特別会計決算認定についてを起

立により採決いたします。 

 本件は、原案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

       （賛成者起立） 

○菅決算審査特別委員長 

 着席してください。 

起立８人、起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり認定することと決しました。 

 

◎日程第５ 認定第４号 

○菅決算審査特別委員長 

 日程第５ 認定第４号令和４年度大樹町介護保険特別会計決算認定についてを議題とい

たします。 

 関係説明員から議案並びに事項別明細書の説明を求めます。 

 清原保健福祉課長。 

○清原保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立尾田認定こども園長兼学
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童保育所長 

 それでは、認定第４号の議案をお開きください。 

 認定第４号令和４年度大樹町介護保険特別会計決算認定につきましてご説明を申し上げ

ますので、次のページの総括表をご覧ください。 

 令和４年度介護保険特別会計決算総括表につきまして、科目ごとに決算額を申し上げま

す。 

 歳入です。 

 介護保険料、決算額１億２,６８５万６,８９０円、収入未済額５１万６,９４０円、収入

割合９９.６％。収入割合は、前年度と同じとなっております。国庫支出金１億７,６４４万

２,６６３円、道支出金９,８９９万５,１１４円、支払基金交付金１億６,０４９万４２７

円、財産収入１,９１５円、繰入金１億２,８６２万６,７６０円、諸収入２２０万１,５５８

円、繰入金３,６５１万９,９２３円。 

 歳入合計、予算現額７億１,４７９万６,０００円、調定額７億３,０６５万２,１９０円、

決算額７億３,０１３万５,２５０円、不納欠損額はございません。収入未済額５１万６,９

４０円、収入割合９９.９％でございます。 

 次に、歳出です。 

 総務費、決算額２,０８８万２,４０９円、保険給付費５億６,２９４万１,２５４円、地域

支援事業費５,８５９万４,４３４円、基金積立金１,２７７万１,３９５円、諸支出金２,５

３３万６,８５０円。 

 歳出合計、予算現額７億１,４７９万６,０００円、決算額６億８,０５２万６,３４２円、

不用額３,４２６万９,６５８円、執行率９５.２％でございます。 

 歳入歳出差引残額４,９６０万８,９０８円、うち翌年度へ繰り越す額は同額の４,９６０

万８,９０８円となります。 

 それでは、決算の内容につきまして事項別明細書でご説明申し上げますので、２８５ペー

ジ、２８６ページをお開きください。 

 初めに、歳入です。 

 １款、１項ともに介護保険料、１目第１号被保険者介護保険料、収入済額１億２,６８５

万６,８９０円、現年度分は１億２,６７９万１,８９０円。６５歳以上の方に負担いただい

ております介護保険料で、３月末における被保険者数は１,９２９名となっております。収

入未済額は現年度分が２５万３,４８０円で７名分、滞納繰越分が２６万３,４６０円で４

名分でございます。 

 ２款国庫支出金１億７,６４４万２,６６３円、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、

収入済額１億１,０４１万７,３１４円。２項国庫補助金６,６０２万５,３４９円、１目調整

交付金４,６５７万１,０００円、２目地域支援事業交付金１,６５０万３４９円、３目介護

保険事業費補助金はございません。４目地域支援事業調整交付金１０９万１,０００円、５

目保険者機能強化推進交付金９０万３,０００円、６目介護保険保険者努力支援交付金８６
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万１,０００円、７目特別調整交付金６万６,０００円、８目災害臨時特例補助金３万３,０

００円。 

 ３款道支出金９,８９９万５,１１４円、次のページにまたがります。１項道負担金、１目

介護給付費負担金９,０２２万６１６円。２項道補助金、１目地域支援事業交付金８７７万

４,４９８円。 

 ４款、１項ともに支払基金交付金、同額の１億６,０４９万４２７円、１目介護給付費交

付金１億５,４２７万８,８６９円、２目地域支援事業支援交付金６２１万１,５５８円。 

 ５款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金ともに同額の１,９１５円。 

 ６款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金ともに同額の１億２,８６２万６,７

６０円。次のページをお開きください。２項基金繰入金、１目介護給付費準備基金繰入金は

ございません。 

 ７款諸収入２２０万１,５５８円、１項延滞金及び過料、１目第１号被保険者延滞金、２

目第１号被保険者過料はございません。２項雑入２２０万１,５５８円、１目第三者納付金、

２目返納金はございません。３目雑入２２０万１,５５８円、次のページに記載があります

が、地域包括支援センターで行った要支援の方に係る介護予防サービス計画作成費の収入

が主なものです。 

 ２９１ページ、２９２ページです。 

８款、１項、１目ともに繰越金、同額の３,６５１万９,９２３円。 

 歳入合計、予算現額の合計７億１,４７９万６,０００円、調定額７億３,０６５万２,１９

０円、収入済額７億３,０１３万５,２５０円、収入未済額５１万６,９４０円となるもので

す。 

 次のページをお開きください。 

 歳出です。 

 １款総務費、支出済額２,０８８万２,４０９円、１項総務管理費、１目一般管理費ともに

同額の１,２７８万９,９３３円。一般管理費では、職員１名分の人件費と事務経費を支出し

ております。次のページをお開きください。２項、１目ともに賦課徴収費、同額の２０万３,

１８５円。３項介護認定審査会費７８８万９,２９１円。介護サービスを利用するために必

要な介護認定の費用を支出しております。１目介護認定審査費１７４万５,４８６円、２目

介護認定審査会費４３０万３,７４１円。南十勝４町村で共同設置する介護認定審査会の負

担金を支出しております。令和４年度の認定審査件数は、大樹町分で３６２件となっており

ます。３目認定調査費１８４万６４円。 

 ２款保険給付費５億６,２９４万１,２５４円、次のページをお開きください。１項介護

サービス等諸費５億５,１３７万１,３１３円、１目居宅介護サービス給付費１億９,７８９

万１,１７７円、２目居宅介護サービス計画費３,３３７万９,０２７円、３目施設サービス

給付費２億９,２２１万９,９９２円、４目福祉用具購入費７４万３,４６９円、５目住宅改

修費１３１万２,１３７円、６目特定入所者介護サービス費２,５３３万５,３５０円、７目
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審査支払手数料４９万１６１円。２項高額介護サービス費１,１５６万９,９４１円、１目高

額介護サービス費１,０２９万３,３３５円、次のページをお開きください。２目高額医療合

算介護サービス事業費１２７万６,６０６円。 

 ３款地域支援事業費５,８５９万４,４３４円、１項介護予防日常生活支援総合事業費１,

６９７万７,００５円、１目介護予防生活支援サービス事業費９８０万５,９６１円、２目一

般介護予防事業費７１７万１,０４４円。ここでは、委託料として社会福祉協議会に委託し

ている介護予防教室の経費などを支出しております。２項包括的支援事業任意事業費４,１

６１万７,４２９円、１目包括的支援事業費３,８６４万６,１５２円。ここでは、包括支援

センター運営費及び職員３名の人件費を支出しております。次のページをお開きください。

２目任意事業費２９７万１,２７７円。町が行っている配食サービス事業や介護タクシー利

用助成事業、また社会福祉協議会に委託している介護職員初任者研修や除雪サービスに要

する経費を支出しております。 

 次のページをお開きください。 

４款、１項ともに基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金、同額の１,２７７万１,３

９５円。 

 ５款諸支出金２,５３３万６,８５０円、１項償還金及び還付加算金１,５９３万５,６７

０円、１目第１号被保険者保険料還付金５５万１,６８０円、２目償還金１,５３８万３,９

９０円。２項繰出金、１目他会計繰出金ともに同額の９４０万１,１８０円。 

 歳出合計、予算現額の合計７億１,４７９万６,０００円、支出済額６億８,０５２万６,３

４２円、不用額３,４２６万９,６５８円となるものです。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 議案並びに事項別明細書の説明が終わりました。 

 これより、事項別明細書の歳入歳出全般についての質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 志民委員。 

○志民和義委員 

 介護保険の関係で認定数ですけれども、これは、過去何年か、あるいはこれからの認定者

数は減ってくると考えているのかどうか。そういう報道も一部ありますので、お聞きしたい

と思います。 

○菅決算審査特別委員長 

清原保健福祉課長。 

○清原保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立尾田認定こども園長兼学

童保育所長 

 要介護、要支援の認定者数ですけれども、令和４年度は令和５年３月で４１０人でした。

昨年の令和４年３月で４２８人ということで、１年で１８人減っているということになっ
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ております。今後、１号被保険者というのは、段々減ってきております。ということで、割

合でいきますと、要介護認定者数も減っていくことが予想されます。 

また、今後、介護予防事業などを実施することで、要介護認定者が減るように努力してい

くということで考えております。 

以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

志民委員。 

○志民和義委員 

 町としてもそういう傾向にあるということで、ただ単に減ってきているのではなくて、介

護予防事業が功を奏してきているということは、私も分かりますね。そういうことで、現に

自宅でもよくなっているという人もおりますので、この次の介護サービス事業とも関わる

のですが、老人ホームの入所者についても今後減っていくと予想しているのかどうか……。 

○菅決算審査特別委員長 

 総括でお願いします。 

ほかに質疑はありませんか。 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 ３０２ページの任意事業について確認させていただきたいことがあります。 

 初任者研修が支出されていると思うのですが、広報でお聞きすると募集人員が５人ぐら

いなのですけれども、介護保険事業の委託業者に対する支出額はどれぐらいになるのでしょ

うか。 

○菅決算審査特別委員長 

 明日見保健福祉課参事。 

○明日見保健福祉課参事 

 介護職員初任者研修ですが、株式会社ニチイ学館に委託しております。そちらに支払いま

す委託料としては１５９万５,０００円となっております。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 西田委員。 

○西田輝樹委員 

 気になることがあって、１５０万円で５人の方の受講と考え、募集人員、多分目一杯来て

いるのではないかと勝手に思っているのですが、コストからいったら通常、民間業者の方が

個人で資格を取りに行くのは、よく新聞なんかには８万円ぐらいの金額ではないかと思う

のです。そのコストというのは、僕は、５で割ると１人３０万円になると思うのですが、そ

れでよければ、通常の世間的な金額からいっても高い金額ではないかと前から思っていた

のですが、そのことについてはいかがなものでしょうか。どうしてもその金額なのでしょう
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か。 

○菅決算審査特別委員長 

 明日見保健福祉課参事。 

○明日見保健福祉課参事 

 初任者研修の費用についてですが、この委託金額は１３名定員ということで積算されて

おります。１人当たり換算しますと定員１３名いらしても１５、６万円ということになろう

かと思っております。印象としては、高いと私も思っているところなのですが、地方地域支

援事業の交付金の中で補助事業となっておりまして、町の持ち出しとしましては、そのうち

５分の１となっております。 

 以上でございます。 

○菅決算審査特別委員長 

休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５９分 

再開 午前１１時１０分 

 

○菅決算審査特別委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、歳入歳出全般に関する質疑を終了します。 

これより、認定第４号の総括質疑を行います。質疑はありませんか。 

志民委員。 

○志民和義委員 

総括でございますけれども、やがて団塊の世代の減少ということが、いずれ来ますよね。

そうなったときに施設入所者とか、そういうところも減少が予想されるのですけれども、そ

ういう点についての見通しなんかは持っていらっしゃるでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

清原保健福祉課長。 

○菅決算審査特別委員長 

 今後、団塊の世代の方々が後期高齢になったり、そこの世代が過ぎますと、１号認定の方

も段々減っていくというのは推計されております。今後、介護保険を進めていくにあたって

は、介護保険の事業計画ということで３年に一度計画を策定するのですけれども、その策定

年度が今年度となっておりまして、策定におきまして人口の推移などを推計しまして介護
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保険の必要なサービス料なども推計していくことで介護保険サービス全体の必要量という

のを定めていくことになります。その介護保険計画策定において、その辺りの数値について

も精査させていただきたいと思っています。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

（なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、総括質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、認定第４号令和４年度大樹町介護保険特別会計決算認定についてを採決いた

します。 

 お諮りします。 

本件は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり認定することと決しました。 

 

◎日程第６ 認定第５号 

○菅決算審査特別委員長 

 日程第６ 認定第５号令和４年度大樹町介護サービス事業特別会計決算認定についてを

議題といたします。 

 関係説明員から議案並びに事項別明細書の説明を求めます。 

 牧田特別養護老人ホーム所長兼老人デイサービスセンター所長。 

○牧田特別養護老人ホーム所長兼老人デイサービスセンター所長 

 それでは、認定第５号令和４年度大樹町介護サービス事業特別会計決算認定につきまし

てご説明申し上げますので、認定第５号の議案の次ページの総括表をお開き願います。 

 令和４年度介護サービス事業特別会計決算総括表につきまして、科目ごとに決算額を申

し上げます。 

 歳入。 
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 サービス収入、決算額１億８,９８４万８,８９６円、分担金及び負担金４,３３７万３,６

９５円、収入未済額３３万３,０４１円、収入割合９９.２％、前年対比０.５ポイントの減

となっております。繰入金１億４,３８８万６,０００円、繰越金１,０５３万９６９円、諸

収入３１４万８２２円。 

 歳入合計、予算現額３億８,６０７万円、調定額３億９,１１１万３,４２３円、決算額３

億９,０７８万３８２円、収入未済額３３万３,０４１円、収入割合９９.９％、前年比０.１

ポイントの減となっております。 

 次に、歳出です。 

 居宅介護サービス事業費、決算額６,２２８万５,７９７円、介護老人福祉施設事業費３億

１,５５５万６,８７０円。 

 歳出合計、予算現額３億８,６０７万円、決算額３億７,７８４万２,６６７円、翌年度繰

越額はございません。不用額８２２万７,３３３円、執行率９７.９％となっております。 

 歳入歳出差引残高１,２９３万７,７１５円、同額を翌年度へ繰り越すものでございます。 

 それでは、決算の内容につきまして事項別明細書でご説明申し上げますので、３０５、３

０６ページをお開きください。 

 初めに、歳入です。収入済額のみを申し上げます。 

 １款サービス収入１億８,９８４万８,８９６円、１項介護給付費収入１億８,３４７万３,

５５５円、１目居宅介護サービス事業収入２,５９２万９,９０１円、２目介護老人福祉施設

事業収入１億５,７５４万３,６５４円。２項介護予防日常生活支援総合事業費収入、１目通

所型サービス事業費収入ともに同額の６３７万５,３４１円。 

 ２款分担金及び負担金、１項負担金ともに同額の４,３３７万３,６９５円、１目居宅介護

サービス事業負担金３４０万９,７５４円、２目介護老人福祉施設事業負担金３,９９６万

３,９４１円、収入未済額３３万３,０４１円。 

次のページをお開きください。 

３款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金ともに同額の１億４,３８８万６,０

００円。 

 ４款、１項、１目ともに繰越金１,０５３万９６９円。 

 ５款諸収入３１４万８２２円、１項受託事業収入、１目介護サービス事業収入ともに同額

の５万２,２５０円。２項、１目雑入ともに同額の３０８万８,５７２円。 

 歳入合計、予算現額３億８,６０７万円、調定額３億９,１１１万３,４２３円、収入済額

３億９,０７８万３８２円、収入未済額３３万３,０４１円となっております。 

 次のページ、３０９、３１０ページをお開きください。 

 歳出です。支出済額のみ申し上げます。 

 ３０９ページから３１４ページにかけまして、１款、１項ともに居宅介護サービス事業

費、１目通所介護費ともに同額の６,２２８万５,７９７円。内容につきましては、老人デイ

サービスセンター１日定員３０名の運営に係る経費、介護の職員５名、会計年度任用職員１
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１名、合計１６名の人件費並びに施設管理費を支出しております。１７節備品購入費では、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、液晶テレビとパーテーショ

ンを購入しております。 

 次に、３１５ページから３２２ページにかけまして、２款、１項ともに介護老人福祉施設

事業費、１目介護老人福祉施設費ともに同額の３億１,５５５万６,８７０円。特別養護老人

ホーム定員５０床、短期入所生活介護ショートステイ１０床の運営に係る経費、介護、看護、

調理員などの職員３０名、再任用職員１名、会計年度任用職員２６名、合計５７名の人件費

並びに施設管理費を支出しております。また、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金を活用しまして、１２節委託料では勤怠管理システムを導入しております。また、１

４節工事請負費では、浴室脱衣所の冷房設備工事を行っております。こちらも新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して実施しております。 

 次に、３２１、３２２ページをお開きください。 

 歳出合計、予算現額３億８,６０７万円、支出済額３億７,７８４万２,６６７円、不用額

８２２万７,３３３円となるものです。 

 以上で説明を終わります。 

○菅決算審査特別委員長 

 議案並びに事項別明細書の説明が終わりました。 

 これより、事項別明細書の歳入歳出全般についての質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○西田輝樹委員 

 ページで分からないのですけれども、ショートステイのことでお伺いしたいのですが、そ

の月によっては平均利用者数が９.……。 

○菅決算審査特別委員長 

暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時２４分 

再開 午前１１時２４分 

 

○菅決算審査特別委員長 

再開します。 

 質疑はありませんか。 

        （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、歳入歳出全般に関する質疑を終了します。 
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 これより、認定第５号の総括質疑を行います。質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○西田輝樹委員 

 ショートステイのことについてお伺いしたいのですが、月によっては月末利用者という

か、月利用者が９.９という高い数値も出ているのですが、断るような現象というのは起き

ていないのか。ご希望の部分を受け入れているのかということを確認したかったのですけ

れども。 

○菅決算審査特別委員長 

牧田特別養護老人ホーム所長。 

○牧田特別養護老人ホーム所長兼老人デイサービスセンター所長 

 ただいま委員からご質問の短期入所利用者の利用人数の件でございますが、一月の短期

入所の利用者数は１０床ということで１０人までの利用になってございます。こちらは月

の利用をならして平均して１０人というところですので、日によっては１０人を超えて利

用することも、場合によってはございます。 

１０床ということでなっておりますので、通常は１日の利用が１０人にとどめるのが一

般的なのですけれども、昨年ですと、コロナの感染が施設内でまん延した際にショートの利

用を受入れできないというのは、感染対策を講じているものですから、ショートの利用の方

を感染させることもできませんので、ショートの受入れを中断しているという対応を感染

対策として実施しております。 

そういったことで断る場合もございますし、あと、利用調整というか、申込みがないこと

も場合によってはあります。そういったことは、ここ数年では短期入所の利用者は多いの

で、そういうことはないのですが、利用調整の中で断る場合もありますが、昨年につきまし

ては、コロナの感染対策の部分でお断りしている部分があったことがございます。 

以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

吉岡委員。 

○吉岡信弘委員 

 老人ホームのほうが定員５０人ということですが、施策報告で見ますと、４２人、４３人

と入所定員を８人下回ったり、７人下回ったりしている月があるのですが、入所希望者の待

機者はいると思うのですが、ここら辺の大幅に入所者が減っている理由をひとつお聞かせ

ください。 

○菅決算審査特別委員長 

牧田特別養護老人ホーム所長。 

○牧田特別養護老人ホーム所長兼老人デイサービスセンター所長 

 ただいま議員からご質問のありました特養入所利用者平均の人数が減っているというこ
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とでございます。 

 昨年の利用人数、それから特養の減収にもつながっているわけですが、理由としまして、

先ほどの質問でもお答えしたとおり、昨年１０月までは前年並みに利用者が推移していた

ところでございます。１１月頃から町内においても新型コロナウイルス感染症が拡大し、当

施設におきましても感染がまん延して１１月２２日から５０日間感染対策を講じておりま

す。この感染対策期間中、新規利用者の受入れ、それから先ほどの短期入所の受入れを中止

してございます。 

その間、新規の受入れができなかったこと、それからコロナ禍では入所前の調整に時間を

要するというところがございまして、特養入所前に病院に入院しているといった方もおり

ますが、なかなか利用者の調査というのが病院も面会ができないということもあり、入所前

の調整に時間を要していることも要因としてあったかと思います。 

 感染対策期間を終えた後も、早期に利用人数を回復させることは難しく、結果として１年

間の延べ人数として５９４名、１日平均で１.６人利用者数が減少していることがございま

して、昨年度の平均利用者数が減少していることにつながっているところでございます。 

 以上です。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、総括質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、認定第５号令和４年度大樹町介護サービス事業特別会計決算認定についてを

採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり認定することと決しました。 

暫時休憩します。 
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休憩 午前１１時３１分 

再開 午前１１時３３分 

 

○菅決算審査特別委員長 

 再開します。 

 

◎日程第７ 認定第６号 

○菅決算審査特別委員長 

 日程第７ 認定第６号令和４年度大樹町水道事業会計決算認定についてを議題といたし

ます。 

 関係説明員から議案並びに決算書の説明を求めます。 

 奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 決算認定第６号令和４年度大樹町水道事業決算認定について説明申し上げます。 

 説明は、公営企業会計制度に従い、決算報告書は税込み金額で、財務諸表は税抜き金額で

作成してございます。 

 それでは、決算書の１ページ、２ページをお開き願います。 

 令和４年度水道事業決算報告書。 

 こちらでは、決算額にて説明させていただきます。 

１、収益的収入及び支出。 

 収入は、第１款水道事業収益、決算額５億１９０万３,５２３円、第１項営業収益２億６,

６５２万８,７５４円、２項営業外収益２億３,５３７万４,７６９円となってございます。 

 続いて支出、第１款水道事業費用、決算額５億１,８８９万６,３９０円、第１項営業費用

４億９,７５３万５,１９１円、第２項営業外費用２,１２２万８,８７７円、第３項予備費は

なく、第４項特別損失１３万２,３２２円となってございます。 

次に、３ページ、４ページをお開き願います。 

 ２、資本的収入及び支出。 

収入は、第１款資本的収入、決算額９,７７７万８,９６４円、第１項工事補償金５,１３

５万６,２１４円、第２項工事負担金４７０万３,６００円、第３項繰入金４,１７１万９,１

５０円となってございます。 

 続いて、支出、第１款資本的支出、決算額３億９,０６７万２,３３７円、第１項建設改良

費１億９,６９２万１,６８８円、第２項配水管等補償工事費８,４５６万８,０００円、第３

項量水器整備事業費８２０万６,５５０円、第４項企業債償還費１億９７万６,０９９円と

なってございます。また、翌年度繰越額は建設改良費におきまして１,２５２万２,０００円

としてございます。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額２億９,２８９万３,３７３円は、損益勘
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定留保資金で補塡してございます。 

 続いて、９ページ、１０ページをお開き願います。 

 令和４年度大樹町水道事業報告書。 

 １、概況。 

（１）総括事項。 

ア、給水状況、令和４年度末の給水状況は、２,８１９戸、対前年比４９戸の増。続いて、

年度末の各水量についてです。年間有収水量１２４万９６９立方メートル、対前年比１万

７,３００立方メートルの減。続いて、１日最大給水量４,６１４立方メートル、対前年比１

６立方メートルの減。１日平均給水量３,４００立方メートル、対前年比４７立方メートル

の減。 

続いて、イ、事業状況。 

建設改良事業１億９,６９２万１,６８８円、対前年比９,６８０万４,４４７円の増。配水

管等補償事業８,４５６万８,０００円。対前年比７,５３３万９,０００円の増。量水器整備

事業８２０万６,５５０円、対前年比９３万９,６５０円の増。合計です、２億８,９６９万

６,２３８円、対前年比１億７,３０８万３,０９７円の増となってございます。増の主な理

由は、建設改良費では道営事業による大樹第３地区の実施に伴う負担金と令和３年度から

繰り越した浄水場の設備更新による工事請負費の増となってございます。また、配水管等補

償工事では、帯広広尾自動車道開通に向けて実施してございます道道幸徳大樹停車場線改

良舗装工事に伴う総配水管移設工事の実施により工事請負費の増となったものです。 

ウ、財政状況。 

財政状況につきましては、先ほど決算報告書と重複するため、省略させていただきます。 

続いて、１０ページ中段、（２）議会議決事項、議案第６７号から議案第２５号までの補

正予算が４件と、令和３年度決算認定、令和５年度当初予算の、合わせて６件の議決をして

ございます。 

 （３）行政官庁認可事項は、該当事項はございません。 

 続いて、（４）職員に関する事項、令和５年度３月３１日現在において、事務職員２名、

技術職員１名の合計３名となってございます。前年度からの増減はございません。 

 （５）料金その他供給条件の設定、変更に関する事項は、特記する事項はございません。 

 続いて、１１ページ、１２ページをお開き願います。 

 ２、工事。 

 （１）建設工事の概要。 

 ア、建設改良工事、工事名、住吉浄水場浄水設備更新工事から大樹町老朽消火栓更新工事

第２工区までの４件の工事を実施し、合計としまして７,０１５万３,６００円の工事請負

費を執行してございます。 

 続いて、イ、配水管等補償工事費、工事名、南町１号線外１路線改良舗装工事に伴う配水

管移設工事と、道道幸徳大樹停車場線改良舗装工事に伴う送配水管移設工事の２件の工事
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を実施し、合計としまして８,４５６万８,０００円の工事請負費を執行してございます。 

 １２ページに移りまして、（２）保存工事の概要。 

 ア、量水器更新工事、工事名、検定満期メーター更新工事としまして、第１工区から第３

工区までの３件の工事を実施し、合計で５０２万２,６００円の工事請負費を執行してござ

います。 

 続いて。１３ページ、１４ページをお開き願います。 

 ３、業務。 

 （１）業務量、年度末給水人口は、５,４４９人、対前年比５人の減。表中段の配水量、

年間配水量１４２万８,５５２立方メートル、対前年比１万４,２２８立方メートルの減。有

収水量、年間有収水量１２４万９６９立方メートル、対前年比１万７,３００立方メートル

の減。表下段です。有収率８６.８７％、対前年比０.３４％の減となってございます。次に、

供給単価２０３円６９銭、対前年比２２円６８銭の減。給水原価３２５円１０銭、対前年比

３０円３３銭の増となってございます。供給単価の減の主な要因としましては、水道料金基

本料５か月分の免除に伴い、給水収益の減によるものです。 

 なお、一般会計補助金にて補塡されるその免除額を給水水量と解釈した場合の供給単価

は２３２円７６銭となり、対前年比６円程度の増となってございます。また、給水原価の増

の主な要因は、事業実施による資産減耗費と総係費内の人件費及び水道料金としての動力

費の増によるものとなってございます。 

 （２）事業収入に関する事項。 

営業収益２億４,３１７万３,４５５円、対前年比２,６２０万６,１５３円の減。営業外収

益２億３,５３６万３,５５３円、対前年比３,０５８万４,４９３円の増となってございま

す。合計４億７,８５３万７,００８円となり、対前年比では１００.９２％の微増となって

ございます。 

（３）事業費に関する事項。 

営業費用４億８,６８０万９０３円、対前年比３,８１８万４,８３０円の増。営業外費用

１,８５１万４,０７１円、対前年比２５２万８,５００円の減。特別損失１３万２,３２２

円、対前年比、皆増となってございます。営業費用増額の主なものは、修繕費と電気料金の

高騰による動力費及び設備更新に伴う資産減耗費の増によるものです。また、特別損失にお

きましては、過年度水道使用料の不納欠損としまして６件実施してございます。合計です。

５億５４４万７,２９６円、対前年比３,５７８万８,６５２円の増となってございます。 

 １４ページをご覧願います。 

４、会計。 

（１）重要契約の要旨としまして、契約金額１,０００万円以上のものを記載してござい

ます。坂下浄水場前処理設備更新工事と道道幸徳大樹停車場線改良舗装工事に伴う、総配水

管移設工事の２件の工事を実施し、合計、契約金額１億２１６万８,０００円となってござ

います。 
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 （２）企業債及び一時借入金の概況。 

イ、企業債。 

借入先は、北海道財務局と公営企業金融公庫となってございます。合計金額で説明しま

す。前年度末残高７億２,６７５万５,２２８円から当年度借入高はなく、当年度償還高の１

億９７万６,０９９円を差し引いた年度末残高は６億２,５７７万９,１２９円となってござ

います。 

ロの一時借入金は、ございません。 

 続いて、１６ページ、１７ページをお開き願います。 

 その他の書類としまして、税抜き金額の明細について、主なものをご説明いたします。 

 １、収益的収支明細書。 

収入。 

 水道事業収益、営業収益、給水収益、水道使用料２億２,９８０万１,８０９円、対前年比

２,９１６万１７４円の減。営業外収益、一般会計補助金１億１,８９５万８,６００円、対

前年比３,０３３万７,３６６円の増。長期前受金戻入１億１,５４６万２,８１２円、対前年

比６１万９,１２０円の増。収益合計４億７,８５３万７,００８円、対前年比４３７万８,３

４０円の増となってございます。 

 続いて、支出です。 

水道事業費用、営業費用、原水及び浄水費、修繕費１,３１７万６,１００円、対前年比５

７６万６００円の増。同じく原水及び浄水費、動力費２,１２３万９８４円、対前年比３９

３万１,２６０円の増。次に、１７ページに移りまして、配水及び給水費、修繕費３８９万

６,２１９円、対前年比１２３万９,２５４円の増。総係費、給料から公課までの合計金額２,

９７９万７,５２５円、対前年比６３８万９,６３８円の増。減価償却費、有形固定資産減価

償却費３億９７２万５,８２５円、対前年比１,１９１万３,１７２円の減。資産減耗費、固

有資産除却費４,９６５万５,８２２円、対前年比３,６５２万２,４８６円の増。費用合計５

億５４４万７,２９６円、対前年比３,５７８万８,６５２円の増となるものです。 

 続いて、１８ページ、１９ページをお開き願います。 

 ２、資本的収支明細書。 

収入。 

資本的収入、工事補償金５,１３５万６,２１４円、対前年比５,０６８万６,２１４円の

増。工事負担金４７０万３,６００円、対前年比２３０万４,５００円の減。収入の合計９,

７７７万８,９６４円、対前年比４,７６９万２,００３円の増となるものです。損益勘定留

保資金におきまして２億９,２８９万３,３７３円、対前年比１億２,６９７万１６円の増。

収入合計としまして３億９,０６７万２,３３７円、対前年比１億７,４６６万２,０１９円

の増。 

 続いて、支出です。 

資本的支出、建設改良費、固定資産取得費、負担金１億１,５７５万５,６８０円、対前年
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比８,３４５万６,４６０円の増。同じく固定資産取得費、工事請負費５,９５０万円、対前

年比１,７８２万円の増。１９ページをご覧願います。配水管等補償工事費、工事請負費７,

６８８万円、対前年比７,６２１万円の増。支出合計３億７,６１４万８,１９０円、対前年

比１億６,６５０万７,３５９円の増。 

 続きまして、２０ページ、２１ページをお開き願います。 

 ３、固定資産明細書。 

（１）有形固定資産明細書。 

資産の種類、土地から建設仮勘定までの年度当初現在高は１３５億１,３０４万４,１７

４円に、構築物、機械及び装置、建設仮勘定の当年度増減額を反映した結果、年度末現在高

は１３７億１,０１１万５,７５０円となり、減価償却累計額７４億９,４２８万８,９６０

円を差し引いた年度末償還未済額を６２億１,５８２万６,７９０円となってございます。 

 続いて、２２ページ、２３ページをお開き願います。 

 ４、企業債明細書。 

 発行総額は、平成５年から平成２９年までの政府資金１２口と公庫資金３口の計１５口

で２１億５,９７０万円、そこから年度当初償還高累計１４億３,２９４万４,７７２円と、

当年度償還高の１億９７万６,０９９円を差し引いた未償還残高は６億２,５７７万９,１２

９円となってございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 休憩します。 

 

休憩 午前１１時５６分 

再開 午後 １時００分 

 

○菅決算審査特別委員長 

再開します。 

議案並びに決算書の説明が終わりました。 

 これより、決算書の歳入歳出全般についての質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、歳入歳出全般に関する質疑を終了します。 

 これより、認定第６号の総括質疑を行います。質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 
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 質疑なしと認めます。 

 これをもって、総括質疑を終了します。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、認定第６号令和４年度大樹町水道事業会計決算認定についてを採決いたしま

す。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり認定することと決しました。 

 

◎日程第８ 認定第７号 

○菅決算審査特別委員長 

 日程第８ 認定第７号令和４年度大樹町立国民健康保険病院事業会計決算認定について

を議題といたします。 

 関係説明員から議案並びに決算書の説明を求めます。 

 下山町立病院事務長。 

○下山町立病院事務長 

 それでは、認定第７号令和４年度大樹町立国民健康保険病院事業会計決算認定について

ご説明申し上げます。 

 決算書の２ページ、３ページをお開き願います。 

 令和４年度大樹町立国民健康保険病院事業決算書。 

 １、決算報告書、税込みでございます。 

 決算報告書につきましては、決算額でご説明させていただきます。 

 （１）収益的収入及び支出。 

収入は、第１款病院事業収益、決算額１０億７,９６６万８,３５３円、第１項医業収益５

億３,９５９万５,２６３円、第２項医業外収益５億４,００７万３,０９０円。 

 次に、支出です。 

第１款病院事業費用、決算額１０億５,５９９万８,８５１円、第１項医業費用１０億５,

２５７万５,９７８円、第２項医業外費用３４２万２,８７３円、第３項予備費、予備費の充

用はございません。 
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 次に、４ページ、５ページをお開き願います。 

 （２）資本的収入及び支出。 

収入は、第１款資本的収入、決算額５,７００万２１６円、第１項一般会計負担金４,７７

３万２,２１６円、第２項国庫支出金１５１万２,０００円、第３項道支出金７５万６,００

０円、第４項企業債７００万円、第５項貸付金返還金、収入はございません。 

 次に、支出は、第１款資本的支出、決算額５,９２１万２１６円、第１項建設改良費１,６

３０万７,５００円、第２項企業債償還金４,０６９万２,７１６円、第３項貸付金２２１万

円。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額２２１万円は、損益勘定留保資金で補塡

しております。 

６ページをお開き願います。 

 ２、財務諸表。 

（１）損益計算書、税抜きでございます。 

損益計算書は、発生主義に基づき収益と費用を対比させ、その結果、どのぐらいの利益、

又は損益となったのか、１会計年度中の経営状況を表したものです。 

表の下のほうになります。令和４年度は２,２１１万１,６０４円の純利益となりました

ので、当年度未処理欠損金は、その分減少しまして１０億８,０４３万７６６円となりまし

た。 

７ページ、（２）剰余金計算書、税抜きでございます。 

剰余金計算書は、１会計年度に資本金の処分や剰余金がどのように変動したのかを表し

たものです。令和４年度は、未処理欠損金が減少したことによりまして、年度末の資本合計

は９,８４４万５,９６５円となるものでございます。 

次に、（３）欠損金処理計算書、税抜きでございます。 

欠損金処理計算書は、欠損金を補塡するための処理を明らかにするものですが、当年度の

処理額はございません。 

８ページ、９ページをお開き願います。 

（４）貸借対照表、税抜きでございます。 

貸借対照表は、年度末決算日時点におけます資産、負債及び資本の状況を表すもので、ど

のようにお金を集めたのか、どのように投資しているのかの財政状況を表しているほか、費

用化されていない経済価値を集計し、当年度と次年度以降の損益計算を結びつけるものと

なっております。 

１０ページをお開き願います。 

 令和４年度大樹町立国民健康保険病院事業報告書。 

１、概況。 

（１）総括事項です。 

令和４年度における本事業の収支決算の結果としましては、収益的収支（税抜）におけま
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す総収益は１０億７,４８２万１,４９７円、対前年比４.５％の増。総費用は１０億５,２７

０万９,８９３円、対前年比２.５％の増で、収支差引２,２１１万１,６０４円の利益が生じ

たため、当年度未処理欠損金は１０億８,０４３万７６６円、対前年比２.０％の減となりま

した。 

 また、資本的収支（税込）におきましては、総収入５,７００万２１６円、総支出５,９２

１万２１６円で、不足する２２１万円は、損益勘定留保資金から補塡しております。 

 （２）議会議決事項です。 

 補正予算が３件、令和３年度決算認定及び令和５年度当初予算が各１件、合計５件でござ

います。 

 （３）職員に関する事項です。 

令和５年３月３１日現在の職員数ですが合計で９８名、前年度に比べ２名の減となって

おります。異動のあった部分の内訳は、医師で小児科医の採用による１名の増。看護師で採

用５名と退職６名、差引き１名の減。給食調理員で配属替えによる１名の増と退職２名、差

引き１名の減。フルタイム会計年度任用職員で採用２名と退職１名、差引き１名の増。パー

トタイム会計年度任用職員で採用３名と退職５名、差引き２名の減。 

なお、パートタイム会計年度任用職員２４名の内訳は、看護師４名、栄養士１名、給食調

理員１０名、介護補助員１名、医療事務員２名、リハビリ補助員２名、眼科補助員１名、病

棟作業補助員３名となっております。 

 １１ページをご覧ください。 

２、工事。 

 （１）建設工事の概況です。医師住宅（旧院長住宅）の修繕工事を行い、１０月２１日に

竣工しております。工事費は税込み１,１７７万円です。 

 ３、業務。 

 （１）業務量です。入院は内科、外科、小児科合わせまして１万３,６８３人、前年比３

２１人の減。１日平均患者数は３７.５人で、前年比０.９人の減となっております。外来は、

内科から耳鼻咽喉科まで合わせて２万６,６１９人、前年比２,８６６人の増。１日平均患者

数は１０９.５人で、前年比１１.３人の増となっております。 

 （２）事業収入に関する事項、税抜でございます。 

 表の左側、医業収益は５億３,４８０万７,８６６円、前年比２,３４０万７,６４６円、４.

６％の増。うち入院収益は２億６,３６９万９,８４８円、前年比３６８万８,８９５円、１.

４％の増。外来収益は２億２,３２３万２,１５６円、前年比３,８１１万３,４４４円、２０.

６％の増。これは、主に小児科医師の着任に伴います収益の増でございます。その他医業収

益は４,７８７万５,８６２円、前年比１,８３９万４,６９３円、２７.８％の減。これは、

新型コロナワクチン接種に関わります収益の減が主な要因でございます。 

表の右側、医業外収益は５億４,００１万３,６３１円、前年比２,２７１万２,６８７円、

４.４％の増。増減の主な要因は、他会計補助金で１,３８６万４,０００円の増、長期前受
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金戻入で６０８万６,０６６円の減、国庫支出金で４４３万９,０００円の減、道支出金で

２,１９１万７,９１０円の増、これは新型コロナウイルス感染者に確保した病室数に対す

る経費としまして２,２６４万９,０００円の交付があったことによる増などとなってござ

います。 

以上、事業収入の合計は１０億７,４８２万１,４９７円、前年比４,６１２万３３３円、

４.５％の増となっております。 

（３）事業費用に関する事項、税抜きでございます。 

表の左側、医業費用は１０億３,２８０万８,０６９円、前年比２,３０３万２,８２０円、

２.３％の増。主な要因は、給与費で１,１９８万８,８８３円、１.６％の増、材料費で４８

８万３９円、４.６％の増、経費で９４４万９,８７６円、１０.７％の増となっております。 

表の右側、医業外費用は１,９９０万１,８２４円、前年比２４３万２,９８１円、１３.９

％の増。主な要因は、雑支出で２６４万８,３１１円、１６.２％の増となっております。 

以上、事業費用の合計は１０億５,２７０万９,８９３円、前年比２,５４６万５,８０１

円、２.５％の増となっております。 

４、会計。 

（１）重要契約の要旨でございます。 

令和４年６月２３日付で、医師住宅修繕工事１,１７７万円の契約を菊池建設株式会社と

交わしてございます。 

次に、１２ページをお開きください。 

令和４年４月１日から令和５年３月３１日までのキャッシュフロー計算書でございます。 

キャッシュフロー計算書は、業務、投資、財務活動に分類し、１会計年度にどれだけの現

金収入があり、どれだけの現金支出があったか、式の流れを表したものです。 

令和４年度の資金期末残高は８,６１６万３,８８２円、期首残高に比べまして２,５２４

万２,０２８円の減となっております。 

次に、１７ページをお開きください。 

財務諸表附属書類の２、資本的収支明細書、税抜きでございます。 

節の額でご説明いたします。 

 （１）収入の部。 

 一般会計負担金で４,７７３万２,２１６円、国庫補助金で１５１万２,０００円、道補助

金で７５万６,０００円、企業債で７００万円、貸付金返還金０円。収入合計は５,７００万

２１６円。損益勘定留保資金２２１万円を合わせますと、合計５,９２１万２１６円となっ

てございます。 

 次に、（２）支出の部。 

機器及び備品購入費４１２万５,０００円、工事請負費１,０７０万円、企業債元金償還金

４,０６９万２,７１６円、貸付金２２１万円、支出合計は５,７７２万７,７１６円となって

ございます。 
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１８ページをお開きください。 

 ３、固定資産明細書です。 

 １列目の土地から車輛までの計、年度当初の現在高２０億４,２８５万８,７４１円に建

物及び器械備品の当年度増減額を反映した結果、中ほどの列になります、年度末現在高の計

は２０億５,７２３万２,１２４円となり、減価償却累計額の現在高の計６億７,８２６万５,

８２０円を差し引きました、最後の列になります、年度末償却未済額の計は１３億７,８９

６万６,３０４円となってございます。 

 次に、４、企業債明細書です。 

 平成２４年度の病院改築実施設計及び医師住宅建設から令和４年度の医師住宅改修工事

まで、１列目の発行総額の計は８億２,８１０万円。中ほどの列、償還高累計１億４,７１９

万１,１０７円を差し引きました未償還残高の計は６億８,０９０万８,８９３円となってご

ざいます。 

 なお、最後の列、翌年度償還予定額は、貸借対照表の流動負債には円単位で記載しており

ますが、ここでは３,９７７万１,０００円となってございます。 

 以上で、令和４年度大樹町立病院事業決算書の説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 議案並びに決算書の説明が終わりました。 

 これより、歳入歳出全般についての質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○西田輝樹委員 

 議案６ページの一番下に、当該年度末処理欠損金ということでの金額があるのですが、

僕、財務的なことがよく分からないものですから、悪質的な金額なのか、それとも決算の結

果それぞれ償却とか心配ないお金なのか、そこら辺のまず説明をお願いしたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

下山町立病院事務長。 

○下山町立病院事務長 

 末処理欠損金の額でございますが、通常であれば、事業の中の利益をもって欠損金、減価

償却している分の建物ですとか減価償却済みの分に対しまして、その次に買う分として利

益をストックして差し引いていくものなのですが、そこはうちの病院そもそもの、例えば余

剰予算で物を何か買います、建物建てますといったときに、全て病院の会計の中から負担す

るものは実はないのです。補助金又は企業債で、足りない分につきましては一般会計負担金

ということで一般会計のほうで過疎債を起こしてもらう、又は一般会計の中の一般財源を

充当してもらうということで、実際、病院のストックの中から、病院が貯めていたお金の中

から支出することはなくて、そういった意味もありまして、本来であれば減価償却した分を

次の投資に向けてストックして未処理欠損金を増やさないようにするのが一番いい方法だ
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とは思うのですが、うちの場合は、そういった借入というか、物を買う時点、物を建てる時

点でもそういった方策を取っていますので、この額は増えたからといって病院が倒産する

とか、赤字ですとか、そういった意味ではございませんので、安心してくださいと言ってい

いのかどうか分かりませんが、数字が、見た目は未処理欠損金ということで増えてはいくの

ですが、今回は利益計上でしたので減っていますけれども、大樹町立病院の場合はそういっ

た方式でやっていますので、通常であれば若干増えているかということが起こるようになっ

ております。もちろんこのようにしないで、未処理欠損金を出さない決算方式を取っている

管内の道内の公立病院もございます。 

○菅決算審査特別委員長 

西田委員。 

○西田輝樹委員 

 僕の知識がなくて、大変申し訳なく思っているのですが、この額が、そんなに悪質なもの

ではないという事務長のお言葉だと思ってはいるのですが、この額は正常の額ではないと

前々から思っていたのです。この額がなくなっていくには、例えば今一般会計から４億７,

０００万円とか何億何千万円とかということで毎年毎年一般会計からお金を投入されてい

るので、こういうマイナスなお金というのが生じてこないのではないかと正直思っていた

のですが、そうではないようですので、この金額がなくなるためには、例えば町がさらに１

億円ずつ毎年お金を町立病院に渡せば、この額がなくなるというものでもないのですね、今

の話からすると。どうなのでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

下山町立病院事務長。 

○下山町立病院事務長 

 損益計算書の中で、医業収益、医業外収益、医業費用、医業外費用ということで、当然一

般会計負担金４億５,０００万円、４億７,０００万円も損益計算の中に入っています。です

ので、もちろん多くいただければ、その分が利益計上になりますので、例えば令和４年度の

決算でいけば、１億円を多くなれば２,２００万円の利益が１億２,２００万円となります

ので、未処理欠損金も１億円減ることになります、欠損金処理をすれば。ということなので

すが、本来は一般会計負担金からもらって帳消しにするものではなくて、病院が自分の経営

の中で得た利益、純粋な利益の中で消していくものなのですが、公立病院は単純に、当然公

営企業なので利益追求をしなさいということにはなっているのですが、全部が全部利益追

求をしなさいという地方公営企業法の立てつけではなく、本当に必要な医療行為の分につ

いては公営企業法にのっとって利益を出しなさいというのはあるのですけれども、その他

の分、不採算の部分、例えば純粋な医業ではないところの健診ですとか、そういう部分につ

いては、当然公立病院ですので、そこは利益を出して必ずやりなさいという話ではないとい

う地方公営企業法の立てつけになっていますので、純粋な利益分が本当はあっていいので

すが、違う部分もあって、その分は一般会計から補っていただいているところもあります。 
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さらに純粋な利益の分でいきますと、うちの病院は純粋な利益を得なければならないと

ころの部分でもマイナスがございますので、一般会計負担金ありきの会計になっています。 

この１０億円というのが現金の赤字ではありませんので、将来投資するときに必要であ

るお金がこれだけ必要なのだけれどもということなのですよね。実際そのときに建てると

きには一般会計負担金にお願いして、起債とか補助金とか、それを入れてゼロから立ち上げ

る、病院の中のストックを使わないで建てるということになりますので、欠損金が１０億円

あるからといって、経営が悪いとかということではないと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

安田委員。 

○安田清之委員 

 若干重複いたします。聞いていて、どうも納得がいかないのは、一般財源から持ち出しは

当たり前だという話に聞こえます。入れていただければ、十分黒字になります。企業という

のは、売上があって、経費があって、雑入いろいろありますよ。それを差引きしてプラスに

なるというのが企業ですよね。どうも、もう一般財源が入らなければ経営ができないのか

と、現実的には。そのように聞こえるのですが、そのとおりですか。一般財源が入らなけれ

ば、病院は成り立たないのか、成り立つのか、お聞かせください。 

○菅決算審査特別委員長 

下山町立病院事務長。 

○下山町立病院事務長 

 現状におきましては、一般会計の負担金がなければ経営は成り立ちません。病院独自で資

金調達する方法もありますが、借金です。収支に見合わない決算となりますので、病院が成

り立つことはないです。 

ただ、一般会計負担金でいただいている中には、言い訳になるかもしれませんが、普通交

付税で大体９,０００万円、特別交付税で９,５００万円ぐらいの措置がありまして、それを

超えた分について、純粋に大樹町の一般財源から大樹町立病院のほうに負担していただい

ているということになります。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

中身については十分認識をしているところですが、現実的に本当は、一般財源の持ち出し

が少ないほうがいいわけですから、その努力を、総括になってしまうね。それでは後で、総

括でいきます。 

そのまま続けていいですか。 

１４ページ、時間外手当７７４万３１３円。これは、病院の受付時間は５時までですか。

ですよね。５時まで、４時まで。そこだけ、しっかりと教えてください。 
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○菅決算審査特別委員長 

下山町立病院事務長。 

○下山町立病院事務長 

 職員の就業時間は８時半から５時１５分までですが、受付時間は、午前は８時半から１１

時半まで、午後は１時半から４時半までとなっております。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

 時間外が出るということは、多分、勤務、救急患者が来たとか、そういうことで時間外が

出てきているのだろうという認識をしているのですが、７７４万円といったら、すごく多い

ですよね、現実的には。そこら辺の内訳というのは、本当は聞けばいいのですが、後で結構

ですけれども。 

事務長ね、これが多いと思うか、少ないと思うか。ここだけお聞かせください。 

○菅決算審査特別委員長 

下山町立病院事務長。 

○下山町立病院事務長 

 多いか少ないかというお話ですが、額から見れば、時間外が発生しておりますので多いの

は多いのですが、年度間で比べますと、今はコロナワクチンの接種ですとかを土曜日にやっ

たりというのがございます。昨年、令和４年度でいきますと、１１月、１２月にコロナの患

者がすごい爆発的に発生した関係で、それに関連する職員の時間外がどうしても生じてお

ります。事務局の職員も、もれなくたくさん時間外をしないと処理できない状況になってご

ざいまして、これが一般的な、通常勤務していても発生する時間外がどうしてもございま

す。事務局につきましては、毎月必ずレセプトの報告がありますので、どうしても月初めは

時間内に処理できなくて、若干あります。病棟看護師、介護士につきましても、大体１人当

たり月に４、５時間ぐらいなのですが、時間を超えてカルテの整理が遅くなったりですと

か、臨時的ではあるのですが、結果としてみれば、経常的になってしまっている時間外の部

分もございます。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

志民委員。 

○志民和義委員 

ページ数が分からないもので申し訳ないです。 

大災害、予想外と言われていますけれども……。 

○菅決算審査特別委員長 

 それは総括でお願いします。 

ほかに質疑ありませんか。 
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       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

質疑なしと認めます。 

これをもって、歳入歳出全般に関する質疑を終了します。 

 これより、認定第７号の総括質疑を行います。質疑はありませんか。 

志民委員。 

○志民和義委員 

 最近、想定外の水害ということで、非常用の電源が機能しなかったというところも出てき

ておりますが、大樹の大樹町立病院は特に、役場はいいのですが、町立病院もしばらく経っ

ておりますので、私の記憶もなくなっているのですが、非常用電源の設置場所と点検内容は

どういうものなのか、点検回数はどうなっているのか、お伺いします。 

○菅決算審査特別委員長 

下山町立病院事務長。 

○下山町立病院事務長 

 発電機の設置場所ですが、屋上のほうに発電機用の屋根付きのしっかりしたもので設置

しております。点検回数なのですが、最初の頃はしていなかったのですが、今は１年に１回

点検をメーカーのほうにしてもらっております。 

○菅決算審査特別委員長 

志民委員。 

○志民和義委員 

 屋上ではなかったかと思ったのですが、改めて確認いたしました。 

それで、点検というのは、いわゆるエンジンをかけるということで、年１回というのはい

いのかと思うのです。もう少し回数を増やしたらいいのではないかと。お金もかかるかもし

れないけれども、万が一ということもありますので、その点についてはどうでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

下山町立病院事務長。 

○下山町立病院事務長 

 点検は何回がいいのかというのはないのでしょうが、病院職員の事務局員は専門の職員

でもなく、こういったものに精通しているものもないのですが、不安は日々感じながら業務

にあたっています。というのも、瞬時停電が起こったときに、しっかり非常用発電装置が働

くのかどうかというのは毎回すごく気になりながら、一昨日の雷のときにも、若干瞬時停電

があったようで、そのときは発電機が動くまでではなかったのですけれども、瞬時停電があ

るたびに事務局職員は結構ひやひやしているところなのですが、点検が１回でいいかどう

かといえば、今は点検業者との中で、１回でいいよということでやっていますので、何回も

やればいいと思いますけれども、１回で今のところは足りているのかと思っております。今

のところはというか、１回の点検で足りているものと認識して業務にあたっております。 
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○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

安田委員。 

○安田清之委員 

 先ほども一般財源の関係でお話をいたしました。 

 病院ですから、患者は、本当は町のためには増えないほうが喜ばしいのだと思うのです

よ、病院行かないほうが健康なわけですから。そうすると、職員の皆さんがいるわけですか

ら、収入が上がらないから一般財源から持ち出しをしなければ病院は成り立たないと。これ

もどうも反比例をする問題なので。 

ただ、患者数が若干少ないのかなという気がしておりまして、そこら辺は、先ほど説明あ

りましたけれども、人数等々、随分１日の診る患者数が少ないと思ってみておりました。そ

れは、大樹の町民が健康だから来ないのか、何かがあるのか、ここら辺は、それ以上言って

もしようがないので、なるべく病院の経営を考えたうえでは、来ていただくよう努力をお願

いしておきますので、お願いですから、答弁も何も要りません。しっかりと財源確保、町も

支出をしっかりしていますから大丈夫だとは思いますが、民間企業であれば倒産という形

になりますので、事務長はじめ、職員の皆さんが十分心を締めていただきたいとお願いをし

ておきます。 

それからもう一つ、いいですか。 

先ほどの時間外、多分、民間でいえば、国に請求書を出さなければならないのです。レセ

プト、こういうものがかかったのだといって出すのでしょう。だから、これは日々、この人

数ならできるのかと思うのだけれども、ここら辺がマンネリ化という言葉を、間違って聞い

たかもしれませんけれども、若干マンネリもあるかという言い方をしていたかなと思いま

すので、なるべくこういう支出は極力抑えるように努力ができるかどうか、事務長は大変だ

とは思いますが、職員並びに先生という中で板挟みになっている部分もあるのだと思いま

すが、町の財政を考えたうえでは、少し切り詰めていただければ有り難いと思うのですが、

これは令和４年度の決算ですから、５年度は少しでも減らしていただくよう努力ができる

かどうか、お願いをいたします。 

○菅決算審査特別委員長 

下山町立病院事務長。 

○下山町立病院事務長 

 先ほども説明したとおりなのですが、どうしても時期的に、タイミング的に、レセプトも

常時こなせるものではなくて、保険者のほうからデータが来ないとできない処理もござい

まして、どうしても期限があって、通常時間外にやらなければならないこともあります。病

棟のほうも同じなのですけれども。 

その中で努力するしか、どのように効率良く仕事をやっていくかというのは、みんなで考

えながら、協議しながら、いろいろ話を絶やさないようにしてやっていければいいです。令
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和５年度は、その結果が伴えばいいと思っているでは駄目ですから、そうしたいと思います

ので、職場のみんなと情報共有して進めたいと思います。 

○菅決算審査特別委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

播間委員。 

○播間章浩委員 

 今と関連してしまうところもあるのですけれども、話を聞いていると、病院も経営という

ところもありますし、町内でも民間の医療機関があると思うのですよね。そういったところ

は、こういった形で一般財源が入らずに経営されていると思います。 

要は、民間での医療機関も十勝管内もたくさんあるわけですけれども、例えば大樹町の町

民の方がほかの病院に行っている状況だったり、そういった町内の病院に行っていない理

由というか、その辺り分析ができているのか。ほかに通われている方も多くいらっしゃると

お聞きしておりますけれども、その辺りの状況は把握されているのでしょうか。 

○菅決算審査特別委員長 

下山町立病院事務長。 

○下山町立病院事務長 

 実際にどれだけ院外、町外に患者が行っているかというのは、病院自体ではデータを持っ

ていないのですが、僕も最近知ったのですが、統計データとして、受療率というのがあるみ

たいなのですよね、一定程度の。どのように計算するか詳細は把握していないのですが、受

療率でいきますと、大樹町民の場合ですと、うちの病院に大体１１０人ぐらいの外来患者が

来て、大庭さんが何人か、森クリニックに何人か行っていて、大樹町全体で受療率というの

は２９０人いますという、統計データ上の話なのですけれども、というのがございます。１

日平均２９０人の方が病院を受診されているという統計データがあります。そのうち、うち

の病院に来ているのが１１０人程度ということで、統計データ上の把握しかしていないの

ですが、果たしてそれが２９０人、１日平均ですからかなりの人数なのですが、本当にそれ

だけいるかというのは分かりませんが、そういった統計データでの把握はしてございます。 

○菅決算審査特別委員長 

播間委員。 

○播間章浩委員 

 病院事務局内で把握できていないのかもしれないのですが、例えば町との連携をします

と、国保のほうで、どこの病院に行ったかというのは通知が来るわけではないですか。そう

いったところで、どこの病院、どういった医療機関に皆さん行かれているか、小児科も大樹

はありますけれども、あるにもかかわらず帯広に行っている方も多分いらっしゃると思う

のです。そういったところ、せっかくいい病院があるわけですから、分析もしながら、たく

さん患者を受け入れていただければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○菅決算審査特別委員長 
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 ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、総括質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、認定第７号令和４年度大樹町立国民健康保険病院事業会計決算認定について

を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり認定することと決しました。 

 

◎日程第９ 認定第８号 

○菅決算審査特別委員長 

 日程第９ 認定第８号令和４年度大樹町下水道事業会計決算認定についてを議題といた

します。 

 関係説明員から議案並びに決算書の説明を求めます。 

 奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 決算認定第８号令和４年度大樹町下水道事業決算認定についてご説明申し上げます。 

説明は、公営企業会計制度に従い、決算報告書は税込み金額で、財務諸表等は税抜き金額

で作成しております。 

 それでは、決算書の１ページ、２ページをお開き願います。 

令和４年度大樹町下水道事業決算報告書。 

こちらでは、決算額にて説明させていただきます。 

１、収益的収入及び支出。 

収入。 

第１款下水道事業収益、決算額３億３,６５７万９,２５４円、第１項営業収益８,１７３

万９９１円、第２項営業外収益２億５,４８３万８,００７円、第３項特別利益１万２５６円
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となってございます。 

続いて、支出。 

第１款下水道事業費用、決算額３億３９８万８,０８９円、第１項営業費用２億８,８５４

万８,４４６円、第２項営業外費用１,３７３万７６４円、第３項特別損失１７０万８,８７

９円、第４項の予備費はなしとなってございます。 

続いて、３ページ、４ページをお開き願います。 

２、資本的収入及び支出。 

収入は、第１款資本的収入、決算額２,４３３万７,７２４円、第１項企業債８５０万円、

第２項繰入金３４８万８,５２４円、第３項受益者負担金２９３万２,５００円、第４項受益

者分担金１８万円、第５項国庫補助金９２３万６,７００円となってございます。 

続いて、支出。 

第１款資本的支出、決算額１億４,０１６万９,３６７円、第１項建設改良費４,２４４万

８,４１５円、第２項企業債償還費９,７７２万９５２円となってございます。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億１,５８３万１,６４３円は、損益勘

定留保資金で補塡してございます。 

続いて、９ページ、１０ページをお開き願います。 

令和４年度大樹町下水道事業報告書。 

１、概況。 

（１）総括事項。 

 ア、水洗化状況。令和４年度末は２,００６戸、対前年比４２戸の増。続いて年度末の各

水量についてです。年間処理水量３３万７,５２２立方メートル、対前年比３,９８８立方

メートルの減。年間有収水量３１万１,６１３立方メートル、対前年比２,２５７立方メート

ルの減。 

続きまして、イ、個別排水処理施設設置状況。令和４年度末は２２１戸、対前年比３戸の

増。続いて、年度末の水量について、年間処理水量及び年間有収水量ともに４万９,４８１

立方メートル、対前年比５０６立方メートルの増。 

ウ、財政状況。財政状況につきましては、先ほどの決算報告書と重複するため、省略させ

ていただきます。 

１０ページ中段、（２）議会議決事項。 

議案第６８号から議案第２８号までの補正予算４件と、令和３年度決算認定、令和５年度

当初予算を合わせて６件の議決をしています。 

（３）行政官庁認可事項の該当事項はございません。 

（４）職員に関する事項。 

令和５年３月３１日現在において、事務職１名、技術職員１名、合計２名です。前年度の

増減はございません。 

（５）料金その他供給条件の設定、変更に関する事項は、特記する事項はございません。 
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続いて、１１ページ、１２ページをお開き願います。 

２、工事。 

（１）建設工事の概況。 

ア、建設改良工事、公共下水道です。工事名、汚泥供給ポンプ整備修繕から大樹公共下水

道工事川北地区その２までの９件の工事を実施し、合計２,９５６万３,６００円の工事請

負費を執行してございます。 

イ、建設改良工事費の個別排水処理施設。工事名、個別排水処理施設整備工事第１工区か

ら、同工事の第３工区までの５件の工事を実施し、合計９４３万６,９００円の工事請負費

を執行してございます。 

１２ページに移りまして、３、業務。 

 （１）業務量。 

 ここでは、公共下水による水洗化の事業量となってございます。年度末水洗化人口は３,

５７０人、対前年比１６人の増。処理及び有収水量につきましては、先ほどの概況説明と同

じで、表下段の有収率９２.３２％、対前年比０.４１％の増となってございます。 

 なお、表の記載はございませんが、下水道水洗化率は９５.８％、対前年比０.１％の増と

なってございます。 

 続いて、（２）事業収入に関する事項。 

 営業収益７,５０９万１,６３６円、対前年比８８５万９,８３９円の増。営業外収益２億

５,０４６万４,８７２円、対前年比１,８７０万２,０７６円の減。特別利益９,３２４円、

対前年比、皆増となってございます。雨水処理費の科目替えによる営業収益は増となり、個

別排水処理施設の建設戸数減少に伴い、営業外収益が減になってございます。合計としまし

て３億２,５５６万５,８３２円となり、対前年比９８３万２,９１３円の減となってござい

ます。 

 続いて、（３）事業費に関する事項。 

 営業費用２億７,９６９万６,９２４円、対前年比１,７６６万３,５７８円の増。営業外費

用１,３７２万９,５８５円、対前年比２６２万７,２５７円の減。特別損失１７０万８,８７

９円、対前年比１０１万６,０７１円の増となってございます。営業費用の増額の主なもの

は、電気料金の高騰による動力費および設備更新と個別排水処理施設の除却に伴う資産減

耗費の増によるものです。また、特別損失におきまして、過年度水道使用量の不納欠損６件

と、過年度消費税の修正申告に伴う返納金等々が増となってございます。以上、合計としま

して２億９,５１３万５,３８８円となり、対前年比は１,６０５万２,３９２円の増となっ

てございます。 

 続いて、１３ページ、１４ページをお開き願います。 

 ４、会計。 

 （１）重要契約の要旨としまして、契約金額１,０００万円以上のものは、該当ございま

せん。 
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 （２）企業債及び一時借入金の概況。 

 イ、企業債。借入先は、北海道財務局と公営企業金融公庫及びその他としまして民間資金

となってございます。合計金額で説明します。前年度末残高８億３,２４１万４,６１１円

と、当年度借入高８５０万円から当年度償還高の９,７７２万９５２円を差し引いた当年度

末残高は７億４,３１９万３,６５９円となってございます。 

ロの一時借入金は、ございません。 

 続いて、１５ページ、１６ページをお開き願います。 

 その他の書類としまして、税抜き金額の明細について、主なものをご説明いたします。 

 １、収益的費用明細書。 

収入。 

 下水道事業収益、営業収益、使用料６,６４８万５,３１３円、対前年比２９万８,５１６

円の増。同じく営業収益、雨水処理負担金８５６万５,３２３円、対前年比、皆増。営業外

収益、一般会計補助金１億７,２６９万３,４８４円、対前年比２,７５６万２,１１６円の

減。特別利益、過年度損益修正損９,３２４円、対前年比、皆増。収益の合計としまして３

億２,５５６万５,８３２円、対前年比９８３万２,９１３円の減。 

 続いて、支出です。 

 １６ページをご覧願います。 

 下水道事業費用、営業費用、処理場管理費、動力費７９３万１,０２１円、対前年比１６

５万８,４２６円の増。個別排水管理費、委託料１,５０２万５,０００円、対前年比１２１

万７,９９９円の増。総係費、給料から公課費までの合計額２,０６２万２,６１２円、対前

年比２０３万３,７８５円の増。資産減耗費、固定資産除却費８１９万５,８０６円、対前年

比、皆増。特別損失、過年度損益修正損とその他特別損失の計としまして１７０万８,８７

９円、対前年比１０１万６,０７１円の増。費用の合計としまして２億９,５１３万５,３８

８円、対前年比１,６０５万２,３９２円の増となるものです。 

 続いて、１７ページ、１８ページをお開き願います。 

 ２、資本的収支明細書。 

収入。 

 資本的収入、企業債８５０万円、対前年比１,４１０万円の減。繰入金３４８万８,５２４

円、対前年比１２６万８,３２４円の増。国庫補助金９２３万６,７００円、対前年比３４３

万４,２００円の増。収入の合計２,４３３万７,７２４円、対前年比９６７万６,９７６円の

減。損益勘定留保資金１億１,５８３万１,６４３円、対前年比１,８２６万８,０２０円の

減。これら合計としまして１億４,０１６万９,３６７円、対前年比２,７９４万４,９９６円

の減となるものです。 

○菅決算審査特別委員長 

 休憩します。 
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休憩 午後 １時５９分 

再開 午後 ２時１０分 

 

○菅決算審査特別委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。 

 議案並びに事項別明細書の説明を引き続き求めます。 

奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 ページ同じく、１７ページ、１８ページ。 

２、資本的収支明細書。 

支出です。 

 資本的支出、建設改良費、公共下水道建設費、委託料４２０万円、対前年比１４５万円の

増。１８ページに移りまして、個別排水処理施設建設費、工事請負費８５７万９,０００円、

対前年比２,３４０万６,０００円の減。支出の合計１億３,６８８万５,９９３円、対前年比

２,５４６万９,７０９円の減となるものです。 

 続いて、１９ページ、２０ページをお開き願います。 

 ３、固定資産明細書。 

 （１）有形固定資産明細書。 

表内の資産の種類、土地から建設仮勘定までの年度当初現在高の４６億８,１５２万９,

０８１円に建物、構築物、工具器具及び備品、建設仮勘定等の当年度増減高を反映した結果、

年度末現在高は４７億１,２１５万５,４５３円となり、減価償却累計額３億３,１７３万６,

２４６円を差し引いた年度末償還未済額は４３億８,０４１万９,２０７円となってござい

ます。 

続いて、２１ページ、２２ページをお開き願います。 

４、企業債明細書。 

２８ページまで続きまして、発行総額は平成５年から令和５年までの政府資金７６口と

公庫資金で２６口、その他の民間資金１口の計１０３口、合計２１億９,５００万円。そこ

から年度当初償還高累計１３億５,４０８万５,３８９円と、当年度償還高の９,７７２万９

５２円を差し引いた未償還残高は７億４,３１９万３,６５９円となってございます。 

なお、貸借対照表の流動負債にも計上してございます翌年度償還予定額は９,３２１万４,

７４５円となってございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○菅決算審査特別委員長 

 議案並びに事項別明細書の説明が終わりました。 

 これより、決算書の歳入歳出全般についての質疑を受けます。質疑はありませんか。 

 安田委員。 
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○安田清之委員 

 お伺いをいたします。年度末の水洗化人口並びに達成率というのは……。 

○菅決算審査特別委員長 

ページ数は。 

○安田清之委員 

１２ページ、一番上。業務内容の中で、４年度、３,５７０人、達成率９８％という部分

がございます。 

現実的には、これは個人の家を指してなのか。何を根拠に達成率と人口が出てきているの

か。だって、固定資産税もらっているのを全部計算すると、住宅としてもらっている部分で

いくと、こんな数字ではないのかなと思うのですが、この部分を教えてください。 

○菅決算審査特別委員長 

暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時１５分 

再開 午後 ２時１６分 

 

○菅決算審査特別委員長 

再開します。 

奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 ご質問にありました達成率９８.０８％の計算についてなのですが、まず分母であります

区域内人口、こちらの表と区域内人口としましては、３,７２７人を想定してございます。

今ご説明しました３,７２７名というのが事業計画書による我々の想定している計画の人口

となってございます。それに対して、接続人口３,５７０人につきましては、令和４年度３

月末時点におきまして、いわゆる都市計画区域内の用途地域内の行政区の人数を毎年把握

してございまして、そちらが３,５７０人という状況となり、その達成人口となってござい

ます。 

一部説明を訂正させてください。先ほど３,７２７名と申しましたが、計画水洗化人口で

すので、分母が３,６４０人ということで訂正させてください。失礼しました。 

○菅決算審査特別委員長 

 安田委員。 

○安田清之委員 

 これは、現実的には下水道をつないでいるところを言っているのですよね。そこに対する

人口という。そうすると、マンションなんかはどのようになるの。１戸で流しているでしょ

う。１戸１戸、マンションの場合。ホテルは。若干変わってくるのかと思うのです。下水道

が整備されているところと大分ずれが来るのかなと。これは、水かけ論なので、それ以上は
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やりませんけれども、そこら辺、後でお教えをいただきたいと。こういうことだと言ってい

ただければ、それで、まあ、勉強をもう一回僕もさせていただきますので、この部分はお願

いをしておきます。 

 それで、もう一つ個別排水というのは、これは別物で考えていいのですね。これだけ１点

確認、答えてください。 

○菅決算審査特別委員長 

奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 個別排水につきましては、今年度の決算書の１２ページ、３の業務の中には含まないと

なってございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、歳入歳出全般に関する質疑を終了します。 

 これより、認定第８号の総括質疑を行います。質疑はありませんか。 

安田委員。 

○安田清之委員 

 これは町長にお伺いをしなければいけないかと思うのですが、現実的に、下水道が整備さ

れていない、外の地域がたくさんございます。それで、強いて言うと、法人については自前

でやりなさいと、個別排水ね、個別。ここら辺の考え方は、企業は、おまえは勝手にやれと

いうふうにいくのか。 

それからもう一つ、今後、誰かが工業団地と言っていましたけれども、工業団地をどこへ

つくるかによって、また下水道は変わりますよね。今下水道のつかない工業団地というのは

あまりないのかと思っていますので、ここら辺の考え方、町長どうですか。 

 現実的に、企業が下水道の整備をされていないところに建てた人は、もう自前でやる以外

はないのですよね。それか、個別排水施設を造るか。それも、補助対象にはならない、法人

は。民間の住宅はなりますが。そこら辺の考え方をもう一度だけ、何回か聞いている気はし

ているのですが、再度お聞きいたします。 

○菅決算審査特別委員長 

奥建設水道課長。 

○奥建設水道課長兼下水終末処理場長 

 私のほうから個別排水につきまして、法人、民間により違いがあるのかということについ

て、現行の制度についてご説明させていただきます。 

 まず法人、若しくは民間にかかわらず１０人槽までの個別排水処理施設の規模になるの



 

－ 45 － 

ですが、１０人槽までの個別排水処理施設につきましては、住宅が、例えば法人で職員が住

むための目的というものであれば、補助の該当として現行の制度で個別排水処理施設事業

を実施してございます。ただ、１０人槽を超える部分につきましては、法人での整備という

ところで、１０人槽を区切りにして、補助若しくは資金でやっていただくというすみ分けで

運用している状況です。 

○菅決算審査特別委員長 

安田委員。 

○安田清之委員 

 今、説明をしていただきました。１０人槽、職員が住むところについては、国のあれで、

町の補助でやるということでご理解、いいですね、要はね。大丈夫ですか、本当に。それだ

けまず聞きました。 

 現実的に、これは伝わっていない部分あるかなと。僕も知らなかった、現実的には。駄目

だと思っていましたから、要は。そこら辺は今回聞かせていただいて、本当に有り難く思っ

ております。悩んでいる方もおりますので、排水がオーバーフローしてしまって吸い取りを

して、しのいでいる方もおりますので、それがきちんとわかれば、本当にみんな助かるのか

なと。管理料は払うわけですから、きちんと衛生面も良くなるかなと。住人のことも含めて、

本当に有り難い。僕も知らなかったのが本当に寂しい話で、勉強不足だと思っております。 

 それで町長、今後、同僚議員が工業団地等々を開いたときに、下水道というのは必要にな

るのだろうと。そこら辺の考え方は、今から煮詰めなければいけないのかと。位置も含めて、

考え方としては前向きに考えて進める考えがあるかどうかだけお聞かせいただきたいと思

います。 

○菅決算審査特別委員長 

黒川町長。 

○黒川町長 

 基本的に、工業団地は都市計画区域内に整備した場合には、町で上水・下水道、あるいは

道路というところは、公共インフラについては町が整備するべきには思っております。 

ただ、現実には一気に行けなくて、なかなか工業が張りつくのに間に合わないで、企業で

浄化槽を整備したという例も過去にあるのかと思ってはおります。本来は町が、徐々にです

が、飛んでつなぐわけにいきませんので、つないで、つないで、そちらまで伸びていくのが

本来かとは思っておりますし、そういう計画でいきたいと思います。ただ、相当複数年かか

るのだろうというところはやむを得ないところかと思っております。都市計画区域外にな

りますと、企業で浄化槽を用意していただくということになるのかとも思っておりますが、

その辺、明確かどうかというのは後で確認しますが、原則的には都市計画区域内と外で扱い

は違ってくるのかと思っております。 

今回、都市計画マスタープランの見直しを今やっておりまして、都市計画区域内で用途区

域が示されていない土地も結構ありまして、そちらについては下水道が行くことができな



 

－ 46 － 

いと。いわゆる白地というところですけれども。白地に関しては下水道の許容をしないとい

うことがありまして、果たしてそれがいいのかというところは、先の質問でもお答えしてい

ますが、ずっと縮小できていたので、白地でも気にならなかったのですが、最近は住宅が３

年前には三十数件建ったとか、あるいは民間賃貸住宅が４０件から７０件になったとか、そ

ういった部分では、土地を求める部分というのが求められているのかというところで、白地

は白地でいいのかというのも今回の見直しの中にありますので、そこに用途区域が入って

くれば、当然に下水を迎えにいかなければならないというインフラの整備はやっていかな

ければならないかと。 

そうなると、個人でも企業でも下水の、区域の中ですから、そこは下水が許容されるとい

うふうにはなるのかと思っているところでありまして、その辺はよくよく計画の審議の中

で考えていきたいと思っているところでございます。 

○菅決算審査特別委員長 

安田委員。 

○安田清之委員 

 今、町長、白地の部分並びに地域内についてはということで質問に答えていただきまし

た。 

現実的に、徐々に広がっていますよね、白地の部分へ建物が。それで、求めている方も僕

も聞いております。大きな土地が欲しいという話も出ていますし、そうなると、町税の中の

固定資産税もしっかり入ってくるということにもなってくる、人口も増えてくると。それに

係る経費もかかってくると。これは大変なことだろうと思いますが、総合計画でしっかりこ

こら辺を、町長は今年なったばかりですから、まだ４年間あります。それで、総合計画とい

うのは今からきちんとやらなければいけない。だから、しっかり自分の心も含めて、どのよ

うにするという意思に基づいてもらって、水道も含めてですが、下水道、水道、これはもう

人間になくてはならないものになってきておりますので、十分総合計画の審議の中でプラ

ンを考えていただいて、審議をしていただきたいとお願いをして、終わります。 

○菅決算審査特別委員長 

黒川町長。 

○黒川町長 

 総合計画もそうなのですが、特にピンポイントで今年はちょうど都市計画マスタープラ

ンの見直しという大事な年でもありますので、そちらのほうで、既に白地の部分をどうしよ

うかという議論もされているのかと思いますので、その辺の審議を十分踏まえて、後でやっ

ておけばよかったということにあまりならないように、今回の見直しで今後の計画という

ものをある程度見通した中で計画変更に向かって審議していきたいと思っているところで

ございます。 

○菅決算審査特別委員長 

 ほかに質疑ありませんか。 
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       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、総括質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、認定第８号令和４年度大樹町下水道事業会計決算認定についてを採決いたし

ます。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり認定することと決しました。 

 これをもちまして、本委員会に付託された事件の審査は、全て終了いたしました。 

 お諮りします。 

 本委員会の審査報告書は、正副委員長に一任願いたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○菅決算審査特別委員長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、審査報告書は、正副委員長に一任いただくことに決しました。 

 

   ◎閉会の宣告 

○菅決算審査特別委員長 

 本日の日程は、これで全て終了いたしましたので、会議を閉じます。 

 よって、大樹町決算審査特別委員会を閉会いたします。 

             

閉会 午後 ２時３２分 

 

 

 

 


